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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　穂ほ坂さか基もと樹きは瀟しよう洒しやな洋館の前の路地にトラックを停とめ、荷台から荷物を一つ下ろした。今日の荷物には『壊こわれもの』のシールが貼はってあるから、気をつけて運ばなければ。

　小こ振ぶりの段ボール箱を揺ゆらさないよう大事に抱かかえながら、門の横についているインターフォンを鳴らす。

『はい、どちらさま？』

「あの、イルカ急便ですが、千せん石ごくさんにお届けものです」

　基樹はイルカ急便こと、入山運送に勤める配達ドライバーだ。高校を卒業してすぐに働き出して以来、もう勤続五年になる。真ま面じ目めで丁てい寧ねいな仕事ぶりを評価される一方、そそっかしいのが玉に瑕きずだが、生まれながらの人ひと懐なつこい笑え顔がおと常に心がけている誠実な対応のお陰かげで、担当している顧こ客きやくからの評判は上々だ。

　今日の届け先であるこの洋館の主人、千石裕ゆ崇たかも常連の一人だ。発送する荷物があるときはサービスセンターにではなく、基樹の営業用の携けい帯たい電でん話わに集荷の連れん絡らくをくれる。固定給の他ほかに集荷の数でプラスされる部分もあるので基樹にとってはありがたい。

『ああ、穂坂くん。いま開けるから玄げん関かんまでお願いできるかな？』

「はい」

　カチリと自動で解かい錠じようされた音がする。いつものように黒く塗ぬられた金属の門を押すと、微かすかな軋きしみを立てて門が開いた。

　玄関までは煉れん瓦が造りの階段が緩ゆるやかなカーブを描えがきながら続き、屋や敷しきの周りには英国風の庭園が広がっている。

　いまの時季は、屋敷の周りを囲んだ鉄製の柵さくに白い薔薇ばらが咲さき乱みだれていた。

　一見ただのアンティークな洋館に見えるけれど、各所に施ほどこされた細かな装そう飾しよくは和風なものが多い。千石はこの屋敷が売りに出ていたとき一目で気に入ってしまったらしく、その日のうちに購こう入にゆうを決めたそうだ。

　そして長い間放置されていたせいでガタがきて幽ゆう霊れい屋や敷しきのようになっていたこの建物を改装して、いまはスタジオ兼けん自宅として使っていると云いっていた。

　いくらボロくなっていたからと云って、こんな大きな屋敷をポンと買ってしまえるのは千石が若くして才能を認められた著名な写真家だからだろう。

　芸術関係は門外漢な基樹は千石の作品を見たことはまだないのだが、そういう方面にも興味のある妹に彼の名前を告げたらかなり驚おどろいていたから、やはりすごい人なのだと思う。

　足下に注意しながら階段を上りきると、千石は細かな彫ちよう刻こくが施された木製の扉とびらを開けて待っていてくれた。

「お疲つかれさま。こうして、君の顔を見るのは久しぶりだな」

　そう云って、千石は口元を綻ほころばせた。お得意様でもある千石とはすでに顔見知りで、いまはこうして言葉を交かわすほどの間あいだ柄がらだ。届け先で話し込んでしまうことはたまにあるけれど、話術の巧たくみな千石とはとくにあっという間に時間が経たってしまう。とはいえ、配達があるときしか会えないのだけれど。

（それにしても、相変わらずの男前だなぁ）

　この豪ごう奢しやな建物に引けを取らないくらいの硬こう質しつな美形だ。

　久々に目にする千石は相変わらずの男前で、男である自分から見ても惚ほれ惚ぼれするほど端たん整せいな顔立ちをしている。

　少し長めの茶色い髪かみに、ややつり上がり気味の涼すずやかな切れ長の目。すっと通った鼻筋に薄うすい唇くちびるの整った顔立ちは黙だまっていれば酷こく薄はくそうに見えかねないけれど、千石は常に柔やわらかな微笑ほほえみを絶たやさない。

　独特の雰ふん囲い気きを持っているせいか、注目せずにはいられない───そんな人だった。

　決して背が低いほうではない基樹よりも長身な上、体格もがっちりしており肩かた幅はばもある。服の上からも鍛きたえ抜ぬかれた筋肉がしっかりついていることは見て取れた。

（俺だって肉体労働なのに……）

　基樹も一八〇センチには届かなくとも同世代の平均身長は追おい越こしているし、仕し事ごと柄がら、筋肉もそれなりについているからスタイルもそう悪くないと自負している。

　顔も凜り々りしいとは云いがたい十人並みのレベルだけれど、生来の人懐こさから人に悪印象を与あたえるようなものではないとは思っているのだが、千石を前にすると、まるで大人おとなと子供だ。

　もちろん年ねん齢れい的な差はあるけれど、それ以前の問題だろう。非の打ちどころがないというのはこういう人のことを云うに違ちがいない。

　なのに、彼は驕おごったところが少しもない。いつでも優やさしく穏おだやかで、少し掠かすれた甘い声を聞いているだけでこっちまでほんわかした気分になる。

　基樹にとって、千石は男としての理想そのものだった。

「しばらくお留守だったみたいですね。どこかに行かれてたんですか？」

「撮さつ影えいでちょっと海外にね。以前は何ヶ月も国外にいたってどうってことなかったのに、今回は穂坂くんが恋こいしくて早く帰りたくてたまらなかったよ」

「またまた、何云ってるんですか。そんなこと云ったって何も出ませんよ？」

「本当だよ。君の顔を見ると、家に帰ってきたって実感するな」

　基樹は千石の口く説どき文句のような言葉を笑って流した。千石はよく、女の子が聞いたら誤解してしまいそうな言葉をかけてくる。

　最近は慣れてきて動どう揺ようすることもなくなったけれど、初めの頃ころはいちいち大おお袈げ裟さな反応をしては、千石に笑われていた。

　これは謂いわば、彼なりのコミュニケーションの方法なんだろうと思う。

「そういえば、少し日に焼けましたか？」

「ああ。あんまり肌はだが焼けない質たちなんだが、外の撮影が続くとさすがに少しは黒くなるな。ほら、このへんなんか跡あとが残ってる」

「……っ」

　躊躇ためらいもなく自分のシャツの襟えり元もとを開いて見せてきた千石に驚き、目を瞠みはった。晒さらされた滑なめらかな肌に何故なぜか目が釘くぎづけになり、鼓こ動どうが少し速くなる。　>>>♥

（……おい。何で俺はいまドキドキしてるんだ？）

　千石の肌はＴシャツを着ていたのか、丸い襟えりの形にうっすら日焼けのあとがついてしまっていた。そんなコントラストよりも首から肩かたにかけてのラインや鎖さ骨こつばかりに目が行ってしまう。不可解な自らの反応をごまかそうと、基樹は無理矢理会話を続ける。

「で、でも、皮が剝むけるほどじゃなさそうですね」

「そういうのは体質的に無理みたいだな。小さい頃は真っ黒に焼ける友人が羨うらやましかったよ。一度くらい皮を剝いてみたかったんだが」

「あはは、じゃあ俺の剝いてみます？　毎年、真っ黒ですから。海に行ったら一発ですよ」

「本当にいいの？　楽しみにしてるよ」

「え？　あ、はい」

　基樹としてはウケ狙ねらいのつもりで云ったのだが、千石の返事には本気が混じっているように聞こえた。

（ええと、いま俺は突つっ込んでおくべきだったのか…？）

　もしかしたら、千石は基樹の冗じよう談だんを受けてボケてくれたのかもしれないが、いまさらフォローのしようもない。

　どうも、千石とはたまにテンポが合わないときがある。いわゆるジェネレーションギャップというもののせいだろうか？

　ふと視線を感じて顔を上げたら、笑えみの形に細められている目の奥にある瞳ひとみが、基樹をじっと見つめていることに気がついた。

「せ…千石さん……？」

　その視線が不必要なほど熱くなっているように感じたのは、きっと気のせいだろう。

（意識しすぎだっての！）

　そうやって自分に云い聞かせていると、奥からフローリングにカツカツと当たる爪つめの音が聞こえてきた。つられてそちらの顔を見ると、千石の飼い犬である『花』が嬉うれしそうに一声鳴いた。

「花！」

　基樹が顔を綻ばせて名前を呼ぶと、少しだけ遠えん慮りよがちだった彼女がたたたたっと走り寄ってきた。そして、足に向かって突とつ撃げきしてくる。

「元気だったか、花」

　屈かがんで視線を合わせた基樹の問いかけに、花は一声わんっと鳴く。

　中型犬サイズの彼女は顔と胴どうが長めで耳が垂れた姿から、獣じゆう医いにはダックスフントの混じった雑種だろうと云われている。それというのも毛並みが少々変わっているためだ。

　黒と白の斑まだら模様だけを見るとダルメシアンのような柄がらをしており、ダックスフントにしてはがっちりとした体格をしている。獣医の診しん察さつによると歳はおそらく、二歳前後。人間で云うと十代後半のお年とし頃ごろだ。

「花、やっと起きてきたのか？　せっかく、お前の好きな穂坂くんが来てくれてるっていうのにぼんやりしてるんだからな」

「あはは、花、こんな時間に寝ねてたのか」

「海外に出かけている間に花を預けた友人の家の犬がよく寝るやつで、その癖くせが移ったみたいなんだ。いまじゃ、犬のくせに腹出して寝てるよ」

　すると、花は基樹に告げ口をしたことを怒おこるように、千石に吠ほえる。

「ごめんごめん、悪かった。悪口を云ったわけじゃないんだから、そう怒るなって」

　謝ってもらえて満足したのか、今度は基樹に愛あい嬌きようを振ふりまいてくる。この家に来たばかりの頃は来客があったりすると、周囲を警けい戒かいしてソファの下やキッチンの隅すみに隠かくれてばかりいたというから、いまはだいぶ落ち着いたのだろう。のんびりしているのは元々の性格らしい。

「花も久しぶりだな。元気にしてたか？」

　問いかけると、尻尾しつぽをぱたぱたと千切れそうなほど振った。

　千石との出で逢あいには、この花も関かかわっている。あれは基樹が配達中、車に撥はねられて動けなくなった彼女を見つけ、右往左往していたときのことだった。

　出血は少ないものの、足の骨を折ってしまっていた花を抱かかえ、近くの動物病院に運んだものの生あい憎にくそこは休みで、基樹が困り果てているところに千石が通りがかり、彼の知り合いの獣医まで車で運んでくれたのだ。その上、治ち療りよう代も出してくれ、賃貸暮らしでペットの飼えない基樹の代わりに花を引き取ってくれると云いってくれた。

　実はそのとき、花が助かったことで頭がいっぱいになっていたせいで連れん絡らく先を聞かないまま千石と別れてしまったのだが、その後、偶ぐう然ぜん千石の家への配達があり、幸運にも再会することができた。

　千石と花に会えたときは本当に嬉しかったし、二人もとても歓かん迎げいしてくれた。それ以来、親しくさせてもらっているというわけだ。

　花は捨て犬だったのか、基樹が見つけたときには首輪など身元がわかるようなものは身に着けておらず、がりがりにやせてしまっていた。

　正直、ぐったりとした様子にもうダメかと思ったけれど、獣医の腕うでがよく幸い一命を取り留めることができ、手当ての甲か斐いあってめきめきと回復し、旺おう盛せいな食欲のお陰かげで体重も増えていったらしい。見つけたときはくすんでいた毛並みも、いまではつやつやとしている。

　千石は著名な写真家にも拘かかわらず気さくで、親切で色々とよくしてくれている。花という名前も再会したときに、基樹につけさせてくれた。そんな縁えんもあって、基樹にとって千石は顧こ客きやくの中でも特別な存在だった。

「そうだ。君にお土産みやげを買ってきてあるんだ。穂坂くんは甘いもの好きだろう？」

　千石はそう云って、足あし下もとにあった紙かみ袋ぶくろを基樹に差し出してきた。

「えっ、俺なんかにいいんですか!?」

「もちろん。他ほかにあげたい相手なんかいないしね。よかったら、もらって欲しい」

「じゃ、じゃあ、いただきます」

　基樹は荷物を抱えたまま、ぺこりと頭を下げる。

「あの、でも、そんなに気を遣つかっていただかなくてもいいですから…！」

「気を遣ってるわけじゃないよ。君の喜ぶ顔が見たいって思ってるだけだから。あ、迷めい惑わくなら今後は自重する」

「迷惑なんて全然！」

「そう云ってもらえて安心した。それとは別に、差し入れでもらったケーキがあるんだが食べていかないか？　十分くらいなら、時間取れるだろう？」

「え、でも」

　お土産をもらった上、ケーキまでご馳ち走そうになるのは気が引ける。

「気にしないでくれ。俺は甘いものが得意じゃないから、穂坂くんが食べてくれて助かってるよ。差し入れもそう度たび々たび遠慮するのも失礼にあたる気がして、いつの間にか増えてしまうんだ」

「そ、それじゃ遠慮なく……。何だか、いつもいつもすみません……ご迷惑になってないようなら、いいんですけど」

　いつもというのは、以前配達にきたときにタイミング悪くお腹なかを鳴らしてしまい、そのときにお菓か子しをもらってから、千石はちょくちょくお裾すそ分わけをしてくれるようになったためだ。

　子供ではないのだからと思いつつ、千石のくれるものはどれも美味おいしくて、ついついご相しよう伴ばんに与あずかってしまう。仕事中に道草を食うのはよくないとわかっているけれど、千石のやんわりとした口調で勧すすめられると無下には断れない。

「迷惑だなんて。俺のほうこそ、いつも無理云ってすまないね。一人暮らしだから、穂坂くんが話し相手になってくれて嬉しいんだよ」

「俺も、千石さんと話すのは楽しいです」

「それは光栄だ。じゃあ、テラスのテーブルのところで待っててくれるかな？　紅茶を淹いれてくるから」

「あ、あのっ、先にお荷物受け取ってもらっていいですか？」

　基樹はいそいそとお茶の準備をしに行こうとする千石を呼び止める。お茶をご馳走になる前に、仕事を片づけなければ。この手に持っている荷物を早く渡わたしてしまいたい。

「ああ、そうだったね。サインでいいかな」

「はい。ここにお願いします」

　体を寄せるようにしてサインをしてもらっていると、花がその間に割って入ってきた。遊んでいるとでも思ったのか、興奮気味に足下をちょろちょろとする。

「ちょっ、花、あとで遊んでやるからちょっと待てって」

　ぐいぐいと頭を足に押しつけられ、バランスを崩くずしかける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　千石が荷物を支えてくれようとして手を添そえてくれたのだが、重なってきた体温に驚おどろき、手を離はなしてしまった。

「わっ」

　支えを失った荷物は重力に従って、床ゆかへと落下していく。そして、上がり框がまちにぶつかって跳ね、大理石の玄げん関かんへと落ちた。その瞬しゆん間かん、微かすかだけれどカシャンという音が聞こえてきた。

（い…いまの音って……）

　不ふ吉きつな音に、基樹は青ざめる。

　基樹はそそっかしく、以前にも荷物を落として破損させたことがあり、そのときはお歳暮の荷物だったため、すぐに替かえの商品を用意することができたけれど、今回は個人的な荷物のようなので、それも難しそうだ。

　───今度、やったらボーナスカットだからな！

　脳のう裏りに響ひびいてきた上司の言葉に、基樹は心の中でごめんなさいと頭を下げた。

　家の台所事情を考えるとボーナスがカットになってしまうのも厳しいけれど、それよりも親切にしてくれている千石の荷物を壊こわしてしまったことのほうがショックだった。

　いったい、どうお詫わびしたらいいんだろう……。

「も、申し訳ありません…っ！」

　何はともあれ、まずは謝らなければと青ざめながら頭を下げる基樹とは対照的に、千石は落ち着き払はらったままだった。

「君だけのせいじゃないから、気にしないで。とりあえず、中身を確かく認にんしてみようか」

「は、はい……」

　千石が手慣れた様子で段ボールの封ふうを開けるのを、基樹は祈いのりながら見守った。

　ぎっしりと詰つめられた梱こん包ぽう剤ざい中に収められていたのは繊せん細さいな作りの人形だった。首がぱっきりと折れ、顔の真ん中に入ったヒビがその可か憐れんさを台なしにしてしまっている。

「────」

（どうしよう……やっぱり、壊れちゃってる……）

　無む惨ざんな状じよう況きように絶句していると、千石がガッカリした様子で独りごちた。

「困ったな……次の写真集に使うつもりだったんだが……」

「……っ」

　やはり、千石にとっては大事なものだったらしい。とんでもないことをしでかしてしまったと、基樹の背中を冷ひや汗あせが伝う。

「あ、あのっ、失礼ですけど、これっていくらくらいするんでしょうか？　社のほうで弁べん償しようしますので…っ」

　ボーナスがカットになろうが、そんなことはどうでもいい。千石の自分への信しん頼らいが挫くじかれるほうがもっと辛つらい。

「どうだろう、知り合いの人形作家の作品だから値段はついていないと思うよ。売りに出ているのはだいたい五十万から百万ってところだけど、使っている素材にもよるからはっきりとはわからないな」

「ひゃっ……」

（百万!?）

　基樹は驚きに目を瞠みはった。この人形一体で百万もするのかとまじまじと見つめてしまう。精せい巧こうな造りをしているとは思うけれど、基樹程度の稼かせぎでは手が出ない。

「本当に気にしないでいいから。元々、壊れやすいものだったんだし、保険に入ってなかったこちらにも責任はあるからね」

　宅配便で送る荷物が三十万円以上する場合は、送り主に予あらかじめ保険に入ってもらうことになっている。万が一のためなのだが、手続きが面めん倒どうなため高価なものでもそのまま送ってしまう人が少なくない。

「ですが、できる限りの補ほ償しようはさせて下さい」

「いいんだ。元々代金はいいと云いわれてるものだし、友人に頼たのめば修復できるはずだから。時間はかかるだろうけど」

　人形を直せると聞いて、基樹は少しだけほっとする。だが、一つ気になることがあった。

「あの、さっき写真集に使われる予定だったっておっしゃってましたけど、それは問題ないんですか？」

「ああ、すまない、君に聞かせるつもりで云ったわけじゃなかったんだが……。写真集に使うつもりがあったことは確かだけど、こうなってしまったら仕方ないだろう？」

「でも……」

「テーマを変えることにするよ。穂坂くんも会社には報告しなくてかまわないから。穂坂くんのためにもそのほうがいいだろう」

　確かに会社に報告しなくてすむなら、成績にマイナスがつくこともなく、ボーナスもカットされずにすむ。だが、それは不正に当たらないだろうか？

「で、でも」

「どちらかというと手続きのほうが面倒だし、ここに君以外の人に来られるのも煩わずらわしいからね。ほら、そんな顔をしないでくれ。云っただろう？　君だけの責任じゃないって。元はと云えば花が纏まとわりついてたのが悪いんだし、花の飼い主は俺だからね」

「千石さん……」

　どうして、この人はこんなにも優やさしいんだろう？　花の一件のお礼もまだできていないのに、また大きな借りを作ってしまった。

（何かで恩返しができればいいんだけど……）

　だが、基樹にできることなどほとんどない。得意と云えるのは力仕事と家事くらいだ。せめて、雑用として役に立てればいいのだけれど。

「あのっ、俺にできることないですか？　お詫びに何でもします！」

「穂坂くんが？」

「俺、バカだし力仕事くらいしか役に立たないかもしれませんけど、何かお手伝いできることがあるなら云って下さい！」

「無理しなくていいんだよ。気持ちはありがたいけど、君にも仕事があるだろう？」

「それはそうなんですけど……休みの日とか、仕事のあととか……。俺、家事は得意ですから！　掃そう除じとか洗せん濯たくとか、庭の草むしりとか！　何でもこき使ってやって下さい！」

　どんなことをしてでも、千石の役に立ちたかった。

　基樹が必死に云い募つのると、千石は少し考えたあと、遠えん慮りよがちに云ってきた。

「……じゃあ、頼みたいことがあるんだけどいいかな？」

「はい…！」

「しばらく、俺の手伝いをして欲しいんだ。実は先日、通いで来てもらっていた家政婦さんがやめてしまってね」

「どういったお手伝いをすればいいんですか？」

「しばらく家を空あけていたせいで埃ほこりっぽくなってるから、その掃除を主に頼めるかな。あとは仕事のサポートをしてもらえると助かるんだが」

「お仕事のって……俺にもできるようなことなんですか？」

　掃除ならお手のものだが、仕事のサポートとなるといささか不安だ。何せ、千石の職業は写真家だ。そそっかしい上に芸術などに疎うとい自分が役に立つのだろうか？

「難しいことじゃないから、気楽に考えていてくれてかまわないよ。写真集を作るつもりでいるんだが、その作品ができあがるまで手伝ってくれると助かる」

「俺でお役に立つんでしたらぜひ！　あ…でも、仕事はあんまり休めないんですけど……」

　意気込んで頷うなずいたのはいいものの、基樹のような下っ端ぱはそう簡単には休めないし、朝から晩まで仕事だ。

「もちろん、君の空いている時間だけでいいんだ。提案なんだが、しばらくここに泊まりこんでもらえないかな。あまり時間は無む駄だにしたくないし、穂坂くんもそのほうが楽だろう？」

「えっ、でも、お邪じや魔まじゃないですか…？」

「部屋は余ってるから問題ない。通いよりは時間の都合もつくだろう？　それに花も君が来てくれたほうが喜ぶしね」

　そう云われて視線を向けると、花は尻尾しつぽをぱたぱたと振ふりながら、キラキラした目で基樹を見上げていた。花が千石の言葉をどこまで理解しているのかはわからないけれど、こんなふうに期待に満ちた瞳ひとみを向けられると弱い。

「……じゃ、じゃあ……ええと、お世話になります」

　基樹はぺこりと頭を下げた。

「早速、今日からでいいかな。仕事が終わったら、ウチに来てくれる？　穂坂くんの部屋を用意しておくから」

「はあ……」

　何だか、妙みような展開になってしまった。

　住み込みの手伝いになるなんて思いもよらなかったけれど、本当に千石の迷めい惑わくにはならないのだろうか？

　不安を感じはしたけれど、にこにこと微笑ほほえむ千石を見ていたら何も云えなくなってしまった。










　配達の仕事を急いで終わらせた基樹は、少しでも早く千石の家に行くために通勤用のマウンテンバイクを自宅マンションまで飛ばした。そして築二十年以上のマンションの階段を四階まで駆かけ上がり、息を切らせながら帰宅する。

「ただいまー」

「あれ、お兄ちゃん、お帰り。早かったね。今日はご飯は？」

　いつもは真っ先に食しよく卓たくにつく基樹が自分の部屋に行ったのを不思議に思ったのか、妹の真ま琴ことが声をかけてきた。

　真琴は今年大学生になったばかりの十八歳だ。講義や課題で忙いそがしい合間を縫ぬって、家事の大半を引き受けてくれている。基樹の就職をきっかけに主婦業をバトンタッチしたばかりの頃ころは、どうにか食べられる体裁を保った食事が出てきていたが、いまではエプロンが板についていて、すっかり母親より母親らしくなってしまった。

「あとで食べる。あと、明日からメシいらないから。っていうか、しばらく帰れないと思う」

　大きめのスポーツバッグに着き替がえを詰つめ込みながら告げると、真琴は不思議そうに問い返してきた。

「え、何で？　出張か何か？」

「話すと長いんだけど……色々あって、千石さん家ちに住み込みで手伝いをすることになったんだ。家政婦さんが辞やめて人手が足りないんだって」

　真琴は千石と直接会ったことはないけれど、いつも基樹が話をしているので名前を云うだけで通じるのだ。だが、名前は通じても、云っている内容までは聞き流してくれなかった。

「何よそれ。仕事はどうするの？」

「仕事は千石さん家から通う。ちょくちょく連れん絡らくは入れるから心配すんな」

　余計なことを聞かれたくなくて、早口でそう云いきる。だけど、真琴はそう簡単には引き下がってくれなかった。

「その心配はしてないけど、そもそも、何でそんなことになったのよ！」

「あー…それはその、色々と……」

「あ！　もしかして、またドジ踏ふんだんでしょ!?」

「う……っ」

　ぐさりと図星を指され、言葉を詰まらせる。

（どうして、真琴はこうも鋭するどいんだ……）

　のんびりしている母に代わって、家計の管理をしているだけあってしっかりしている。幼い頃の真琴の面めん倒どうを見ていたのは自分なのに、どうしてこうも頭が上がらないのだろうか。

「やっぱり！　お兄ちゃん、今度は何したの！　千石さんに迷惑かけたんでしょう！」

「反省してます……」

　鋭い指し摘てきにしゅんと肩かたを落とすと、真琴は大きくため息をついた。

「詳くわしくは聞かないでおくけど、失礼にならないようにしてよ。ああもう、千石さんみたいな人とお兄ちゃんなんかが知り合いなんて、未いまだに信じられない」

　真琴は、基樹が千石に出で逢あう前から千石のファンだったらしい。正確に云いうと、千石の写真のファンなのだそうだ。

　真琴が建築学科に進みたいと思ったのは、世界中の建物がモチーフになった千石の写真集に感動したことがきっかけらしい。大きな賞をいくつも受賞しているとか、各国を飛び回って写真を撮とっているのだとか、そういうことはほとんど真琴から聞いた情報だ。

　前に千石が撮った花の写真を持ち帰ってきたら大おお騒さわぎになり、いまでは真琴の机の上に飾かざられている。

「俺なんかで悪かったな」

「ほんっとにすごい人なんだからね！　お兄ちゃん、わかってる？」

「わかってるって、何度もお前から聞かされたよ。兄ちゃんがいない間、母さんのこと頼たのむな」

　母もパートで働きに出ているのだが、このところ少し調子がよくないことが心配の種だった。自分が働いているのだから、もう仕事はやめていいと云っているのに真琴たちが大学を卒業するまではとがんばってくれている。

　基樹が高卒で働こうと思ったのは、幼い頃から一人で自分たちを育ててくれた母を早く楽にさせたいという理由もあった。成績もいいほうではなかったし勉強も好きではなかったから、中学のときから本当は進学するつもりもなかったけれど、母のたっての願いで高校には進学することにした。

　だけど、いまは『高卒』という学歴があってよかったと思っている。そのお陰かげでこの仕事に就つくこともできた。

　配達の仕事は楽しいし、がんばったぶんだけ見返りがある。それに、基樹には目標があった。

　一つは弟妹二人を無事に大学を卒業させること。二人は自分と違ちがって頭もよく、将来有望だ。基樹のぶんも勉強して、目標としている職業についてもらいたい。そしてもう一つは、苦労してくれた母に家を建てること。その両方の夢を叶かなえるために、基樹はせっせと貯ちよ蓄ちくをしているのだ。

「それで、お手伝いっていつまでなの？」

「さあ？　詳しい話はまだ聞いてないから、そういうことはわからないんだ。写真集の目処めどが立つまでって云ってたけど、どのくらいかかるもんなんだろう？」

「よくわからないって、いい加減なんだから……」

　基樹の曖あい昧まいな返事に、真琴はわざとらしくため息をつく。

「あとで訊きいてから連絡するって。ウチからそう遠くもないし、何かあったら携けい帯たいに連絡入れておいてくれればすぐ戻もどってくるからさ」

　同じ市内にある千石の家は、車では二十分ほどの距きよ離りのところにある。愛車の通勤用マウンテンバイクを飛ばせば三十分そこそこで辿たどり着くことができるだろう。

「わかった。お母さんにはあたしから説明しておくけど、悠ゆう真まにはお兄ちゃんから連絡入れておいてよ？　お兄ちゃんが外がい泊はくするなんて云ったら絶対文句云うんだから、あたしから説明するのやだからね」

　真琴と二卵性の双ふた子ごである弟の悠真はかなりのブラコンで、いまの仕事につくことも最後まで反対したほどに過保護なのだ。基樹が二人を育てたようなものなのに、まるで年とし頃ごろの女の子を持つ親のような心配をしてくる。ドライバーなんて危ない仕事はさせられないと息巻く悠真を説得するのは、本当に大変だった。

（今回の件も、あいつに直接云うとうるさいだろうな……）

　バイトで遅おそい悠真が帰ってくる前に家を出たほうが無難だろう。さっさと食事をすませて、千石の家に向かおう。

「ちょっとお兄ちゃん、聞いてるの？」

「聞いてる聞いてる、悠真にはちゃんとあとで電話入れとくよ。それより真琴、メシってもう食えるの？」

　面倒な話題から逃にげるため、関連性のない質問を返す。

「もちろん、できてます。用意しとくからシャワー浴びてきたら？　そんな汗あせ臭くさい恰かつ好こうで千石さんところに行くつもりじゃないでしょうね？」

「そっか。そうだよな」

　真琴の指摘に、基樹はＴシャツを引っ張って匂においを嗅かぐ。確かに少し汗臭いかもしれない。真琴に夕食の仕度を任せ、シャワーを浴びに浴室へと駆け込んだ。










　数日ぶんの着替えを詰めたバッグを肩にかけ、千石の家へと向かう。いつもはトラックで走っている通い慣れた坂道は、マウンテンバイクでは少々キツかった。

（あーあ……せっかくシャワー浴びたのにまた汗かいちゃったな……）

　息を切らせて最後の坂を登っている基樹を追おい越こしていく車があった。こんな住宅街には似つかわしくないオープンカーだ。つい、物もの珍めずらしさに目で追いかけてしまう。

　混雑する国道を避さけ、抜ぬけ道として路地に入り込んできたのだろうと思いきや、その車は千石の家の前でスピードを緩ゆるめた。そして、来客用駐ちゆう車しやスペースに堂々と車体を滑すべらせる。

（ということは、千石さん家に用事ってこと？）

　その車の運転席に座っていたのは、サングラスをかけた髪かみの長い男だった。近寄りがたい雰ふん囲い気きに、基樹はマウンテンバイクから降りて遠巻きに観察する。

（顔ちっちゃいなー……千石さんの知り合いなのかな？　でも、この人どこかで見たことあるような……）

　男はエンジンを止めると、おもむろに色の薄うすいサングラスを外しながら車から降りてくる。千石の家の門のほうへと長い足を向けたそのとき、男は基樹の存在に気がついた。

「何？　サインならお断りだよ」

「はあ？　サイン？」

　いまは仕事中でもないし何の荷物も持っていないのにと思いかけ、すぐに男の云う『サイン』の意味を取り違えたことに気がついた。

　見知らぬ男のサインなど欲しくもない。そう云い返そうとして、はっとした。

（───そうだ！）

　彼の顔は、真琴がテレビの前を陣じん取どって見ていたドラマの中で見たのだ。真琴曰いわく、最近人気急上昇中のファッションモデル出身の俳優らしい。名前は確か、成なり田た久ひさ也や。

　しかし、どうしてこんな有名人がこんなところにいるのだろう？

（……って、千石さんは写真家なんだからモデルの人と知り合いでもおかしくはないもんな）

　基樹が一人で納得していると、成田は怪け訝げんな視線を向けてくる。

「君、誰？　この家に何の用？」

　無ぶ遠えん慮りよな問いかけとバカにしたような目つきにカチンと来たけれど、千石の知り合いとあらば、失礼な態度を取るわけにはいかない。

　基樹はそう思ってぐっと我が慢まんし、慌あわてて頭を下げる。

「ええと、今日から千石さんのお手伝いをすることになってて……」

「裕崇の手伝い？　あいつが人に仕事の手伝いをさせるなんて信じられないな」

　成田の口ぶりからすると、千石は滅めつ多たに仕事上では人の手は借りないタイプのようだ。誤解されないよう、慌てて説明をつけ加える。

「あの、お手伝いって云っても掃そう除じとか洗せん濯たくとかだと思うので……」

「ああ、そういうことか。しばらく海外に出てたから家政婦の手配が間に合わなかったんだろうな。で、君は近所の大学生か何か？」

「あ、いや、学生じゃありません」

　世間の大学生と同じくらいの年ねん齢れいだし、いまの恰好もＴシャツにジーンズといった軽装だが、働き始めて五年になる身としては引っかかりを覚えてしまう。

　少しムッとして訂てい正せいすると、成田は驚おどろいた顔をした。

「じゃあ何？　編集部のバイトで回されてきたとか？」

「あ、あの、それも違ちがいます……」

「はあ？　だったら、いったいどこで知り合ったわけ？」

「ええと、それはその」

　ますます怪訝な顔をする成田に何と答えればいいのかわからず、口くち籠ごもってしまう。出で逢あいは動物病院の前だけれど、そう云いっても事情を知らなければ余計わけがわからなくなるだろう。

　知り合ったきっかけを全て話せば長くなるし、手伝いをすることになった理由はできるだけ他人には云いたくない。

　そんな気持ちから問いかけに答えあぐねていると、成田は苛いら立だちを顕けん著ちよにしていく。

「はっきりしないやつだな。よく人にウザいって云われない？」

「……っ」

　失礼な物云いにもそろそろ我慢の限界だ。客からの理り不ふ尽じんなクレームには慣れているけれど、プライベートでまで甘んじるつもりはない。

　文句を云い返そうと大きく息を吸った瞬しゆん間かん、思わぬ方向から声が聞こえてきた。

「人の客人に失礼なことを云わないでもらいたいな」

「千石さん……！」

　成田の失礼な一言を諫いさめたのは、千石だった。これで成田にこれ以上穿せん鑿さくされずにすむと、基樹はほっと胸を撫なで下ろす。

「話し声が聞こえると思ったらお前か。こんなところで何してる、久也」

「裕崇の顔を見にきたに決まってるだろ？　久しぶりだな、裕崇。帰ってるなら、連れん絡らくよこしてくれたっていいだろう」

　千石が出てきた途と端たん、基樹のことなど存在しなかったかのように振ふる舞まう成田に啞あ然ぜんとする。好感を持って欲しいわけではないけれど、こんなにもあからさまな態度を取る人間も珍めずらしい。それとも、芸能人ともなると身勝手な振る舞いをして当然なのだろうか？

「生あい憎にく、そんな暇ひまはなかったんでね。お前もドラマの撮さつ影えいで忙いそがしいんじゃないのか？」

「嬉うれしいな、俺の出てるドラマ見てくれてるんだ。いまは出番がないから、少し余よ裕ゆうがあるんだよ」

「人に聞いただけだ。俺の顔を見にきただけなら、もう用はすんだんだろう？　さっさと帰れ」

　嬉しそうにしている成田とは対照的に、千石はそっけない。常ににこやかで穏おだやかな印象からは想像のできない口調だ。

　いままで見たことがないような表情の千石に、基樹は内心で驚いていた。

（千石さんて、こんな顔もするんだ……）　>>>♥

　それだけ成田のことを鬱うつ陶とうしく思っているか、それとも邪じや険けんな態度を取っても差し支つかえないほど親しい相手なのか。基樹には判断することはできなかった。

「冷たいな、せっかくこんなところまで足を延のばしてやったんだから、歓かん迎げいしろよ」

「こんなところで悪かったな。誰も来てくれなんて云ってないだろう」

「ホント、つれないよな。前はよく一緒に夜を過ごした仲だっていうのに」

「久也！　穂坂くん、先に中に入っててくれるかな？　鍵かぎは開いてるから」

　千石は二人のやり取りを呆ぼう然ぜんと見守っていた基樹に笑え顔がおを向け、そう云ってきた。きっと、自分がいては話しづらいこともあるのだろうと思い、素す直なおに頷うなずく。

「わ、わかりました」

　邪じや魔ましてはいけない空気を感じ、基樹はそそくさと門の中に自転車を押し入れ、端はしのほうに置かせてもらった。立ち話を続けている千石と成田の様子を窺うかがいながら、煉れん瓦が造りの階段を上っていく。

（あの二人は、いったいどういう関係なんだろう？）

　千石は成田の来訪をあまり快く思っていないように見えたが、それなりに親しそうな感じもしたし、この一、二年のつき合いでもなさそうだ。いわゆる『悪友』という関係なら、さっきのやり取りも納得がいく。

（まあ、あんまり穿鑿しないほうがいいよな……。俺は臨時の手伝いなわけだし）

　余計なことに口を挟はさんで、千石を不ふ愉ゆ快かいにさせたくはない。

「お邪魔しまーす……」

　気き後おくれしながらも、云われた通り玄げん関かんに足を踏ふみ入れる。だが、この広い家のどこにいればいいのかわからず、とりあえず玄関の上がり框がまちに腰こしを下ろした。

「……何か緊きん張ちようしてきた……」

　よく配達には来るけれど、こうして家の中をじっくりと見るのは初めてだ。改めて見ても、かなり広い。玄関は二階まで吹ふき抜けになっており、大きなアンティーク風のシャンデリアが下がっている。広い玄関ホールの脇わきには絨じゆう毯たんが敷しかれた木製の階段が二階へと伸びており、その踊おどり場の窓はステンドグラスの嵌はめ殺しになっていた。

　どの程度の仕事を頼たのまれるのかわからないけれど、この広さを掃除するのは大変そうだ。

（……って、弱音を吐はいてる場合じゃないよな。少しでも千石さんの役に立たなくちゃ）

　基樹がここへ来たのは、お詫わびのためなのだから精せい一いつ杯ぱいがんばらなくては。決意を新たにしていると、とてとてと花がやってきた。

　彼女は基樹の姿に興奮し、尻尾しつぽを振りながら飛びかかってくる。

「花！　わ、こら、あんまり舐なめるなって！　わかった、わかったから！」

　顔中舐め回してくる花を押し戻もどし、お座りをさせる。そして、当面の同居人となる彼女にきちんと挨あい拶さつをした。

「今日からしばらくここにお世話になることになったから。よろしく頼むな」

　わんっという返事と共に（わかったかどうかは不明だが）、再び飛びかかってくる。玄げん関かん先さきに転がされ、じゃれつく花の相手をしていたら千石が戻ってきた。

「待たせてしまって、すまないね」

「いえっ、こちらこそ遅おそくなってしまってすみません」

　基樹は咄とつ嗟さに花を下ろして立ち上がり、姿勢を正す。ここには遊びにきたわけではないのだから、いまのようなだらだらとした姿を見せるわけにはいかない。

「仕事があるんだから、仕方ないだろう？　無理を云っているのは、こっちのほうだからね。さあ、上がって。外は暑かっただろうから、何か冷たいものでもどうかな」

「え、そんな、おかまいなく…！」

「緊張しないでいい。とりあえず、君にやってもらいたいことを説明するから、リビングに来てもらえるかな。花もおいで」

「は、はい」

　さっき見せたクールな表情は幻まぼろしだったかのように、千石は普ふ段だん通りの穏やかな笑えみを浮うかべている。もしかしたら、暗かったから余計に顔つきが険しく見えたのかもしれない。

　上じよう機き嫌げんで前を歩く花に案内されたリビングは、玄関ホール同様に芸術的だった。

　アンティークな家具がセンスよく配置され、歴史を重ねた白い漆しつ喰くいの壁かべによく馴な染じんでおり、窓際に下がった重厚なカーテンもよく見ると細かな模様が入っている。いちいち高そうだという感想を抱だいてしまうのは、基樹が庶しよ民みんだからに違ちがいない。

　繊せん細さいな飾かざりの施ほどこされた暖だん炉ろも設しつらえてあったけれど、見たところ使われてはいないようだ。天てん井じように空調設備があるところを見ると、この暖炉はいまは飾りでしかないのだろう。

　まるでドラマの中に出てくるような室内に開いた口が塞ふさがらない。

　きっと、真琴を連れてきたら、大喜びで屋や敷しき中を見て回るに違いない。彼女の大学での専せん攻こうは建築学で、将来は建築士になることだ。幼い頃ころから抱いている『家族で住む家を建てる』という夢に向かって努力している最中なのだ。

「てきとうに座っててくれる？　いま、飲み物を淹いれてくるから」

「あのっ、本当に気を遣つかわないで下さい！」

「俺も飲みたいんだ。一人で飲んでるのも何だし、つき合ってくれるだろう？　花にもミルクを持ってくるよ」

「は、はい……」

　花は千石の言葉に尻尾を振り、大人おとなしくソファの横に伏ふせた。基樹もずっと立っているわけにもいかなくなり、絶ぜつ妙みような彫ちよう刻こくが施されたソファに恐おそる恐る腰を下ろす。

（こういうのって、猫ねこ足あしって云いうんだっけ…？）

　肘ひじ掛かけや足の部分はくるんとした可愛かわいらしいカーブを描えがいている。本来は座り心地ごこちもいいのだろうが、値段のほうが気になってしまって、くつろぐどころか余計に緊張してしまう。スプリングを傷めたらと思うと、体を預けて座ることなどできなかった。

　一いつ旦たん姿を消した千石は、アイスコーヒーの入ったグラスを二つ持って、リビングへと戻ってきた。色のついていない切り子のグラスに入っていると、それだけで特別な飲み物に見えてくるから不思議だ。

　千石は花にミルクを飲ませてからようやく、基樹の正面に腰を下ろした。

「さっきは悪かったね。いきなり妙みような男に絡からまれて、びっくりしただろう？」

「はい……、あ、いえっ、別に気にしてません！」

　つい素直に頷いてしまってから、いまのは否定するところだったかもしれないと思い直す。そんな基樹の反応に、千石は声を立てて笑った。

「そんな畏かしこまらなくたっていいんだよ。もっと楽にしてくれてかまわない。あいつのこともそんなに気を遣わなくたっていい。もし、次に現れても無視していいからね」

「は、はあ……」

「久也は俺が駆かけ出しの頃の知り合いなんだ。どっちも下っ端ぱだったから、よくつるんでたってだけの話だ。あいつも最近売れてきて調子に乗ってるみたいなんだ。不愉快な気分にさせてすまなかったね」

「俺、全然大だい丈じよう夫ぶですから、千石さんも気にしないで下さい」

「そうか、じゃあこの話はお終しまいにして、仕事の話をしようか」

「はい」

　千石はアイスコーヒーを一口飲んだあと、仕事の説明をし始めた。

「主に頼みたいのは、昼間云ったように家の掃そう除じ。あとは時間があるときは庭の水みず撒まきと休みの日は花の散歩もお願いしたい」

「はいっ、任せて下さい！」

「穂坂くんは家事って、何が得意？」

「掃除も洗せん濯たくも料理も好きです！　アイロンがけはあんまり上手うまくないんですけど、一応人並みにはできるかと……」

　働いていた母の代わりに双ふた子ごの弟妹を育てたのだ、何でも一通りはこなせる自信はある。そんな基樹の言葉に、千石は口元を綻ほころばせた。

「それなら、食事もお願いできるかな。穂坂くんも遅くまで仕事があるし、時間があるときだけでかまわないから」

「任せて下さい！───あっ、でも俺、いわゆる家庭料理しか作れないんですけど……」

　意い気き揚よう々ようと引き受けようとして、根本的な問題に気がついた。

　カレーやハンバーグ、オムライスなど子供が喜ぶ料理は得意だけれど、あまり凝こったものは作ったことがない。舌の肥えていそうな千石に、自分の料理が口に合うのだろうか？

「そのほうがありがたいよ。最近は外食ばかりでうんざりしてたんだ。それに、穂坂くんの手料理が食べられるだけで幸せだしね」

「もう、またそういうことを……。でも、和食ならだいたいのものは作れますので、リクエストがあったら云って下さいね」

　外食に飽あきているということは、消化がよくあっさりしたもののほうがいいかもしれない。

「本当に？　じゃあ、考えておくよ」

「それで全部ですか？」

　この家で基樹にできることと云ったら、いま頼まれたことくらいだろう。この家の造りを考えると慣れるまでが大変そうだけれど、期限が決められているわけじゃないし、少しずつでもこなしていけば確実に終わるはずだ。

　朝、家を出る前に夕食の仕込みをして、家の中の掃除は仕事から帰ってきたあとに少しずつ進めていこう。それに、花の散歩なら仕事のうちに入らない。

　頭の中でスケジュールを組んでいると、千石が申し訳なさそうにつけ足した。

「いや、実はまだあるんだ。あとは取り溜ためた写真のフィルムの整理を頼みたい。恥はずかしい話、整理整せい頓とんは苦手で」

「え、でも、この部屋は充じゆう分ぶん片づいてるじゃないですか」

　よくよく見ると飾り棚だなにうっすら埃ほこりが積もっているような気はするが、決して散らかっているわけではない。

「それはここは普段ほとんど使ってないからだよ。一階はざっとだけど、掃除するようにしてるしね。その代わり、倉庫代わりに使っている部屋は見られたものじゃない」

「そうなんですか……」

　隙すきなど何一つなさそうに見える千石にも、不得手なものはあるようだ。本人は恐きよう縮しゆくしているけれど、むしろ苦手なものがあると知って親しみが増した。

「それともう一つあるんだけどいいかな？　これが一番お願いしたいことなんだけど……」

「いいですよ、何でも云って下さい」

「本当に？」

　千石はこれまでになく、云いにくそうにしている。そんなに厄やつ介かいな頼たのみごとなのだろうか？

　不安そうな千石を安心させようと、基樹は力強く云いきった。

「本当ですって。俺が役に立つなら、何でもさせてもらいます」

「そう云ってもらえると助かるよ。実は……穂坂くんには被ひ写しや体たいになって欲しいんだ」

「ひしゃたい？」

　聞き慣れない単語に、基樹が首を傾かしげると、千石はわかりやすい言葉で云い直してくれた。

「つまり、写真のモデルになって欲しいってこと」

「ああ、何だモデルのことですか───って、俺にモデルなんてできませんよ!?」

　何をするのか理解できたのはいいけれど、掃除や洗濯のように安やす請うけ合いできる事こと柄がらではなかった。

「別にポーズを取ったりして欲しいわけじゃない。自然体でいてくれればそれでいいから」

「ででででも…っ」

　むしろカメラの前で自然体でいることのほうが難しいのではないだろうか？

「ダメかな？」

　控ひかえめに問われると、無下にもできない。

　どう云えば、角が立たずに断ることができるだろう？

「あのう……モデルなら、成田さんとかプロの方に頼んだほうがいいんじゃないですか…？」

　練習台だとしてもおこがましいのに、さっき会った成田のことを考えたら、自分などがモデルをやれるとは思えない。

「プロのモデルは自然な表情をしていても、こっちを意識しているのがわかる。ファッション誌や被写体が主役の写真ならそれで問題はないんだが、俺の作りたいのは俺の作品なんだ。モデルの経験がない穂坂くんのような人がいいんだよ」

「でも、俺なんてカッコよくもないし、スタイルもいいわけじゃ……」

　髪かみだっていつも洗いっ放しでボサボサだ。散さん髪ぱつに行く時間がなかなか取れなかったのもあって、以前は短かった襟えり足あしや前まえ髪がみも伸のびてきてしまっている。

「充分、魅み力りよく的だと思うけど？　その黒い髪も瞳ひとみも俺は好きだよ。スタイルだって手足のバランスはいいし、腰こしの位置もちょうどいい。筋肉のつき方も理想的だ。確かにプロのモデルになるには身長が足りないけど、まず彼らはそこからして自然に見えないだろう？」

　確かに自分の身近にあんなふうに手足が長く、体も細い男はいない。だが、実際に目にするのと写真で見るのとを一いつ緒しよに考えていいものだろうか？

「それはそうかもしれませんけど、俺だって自然にできるとは思えません！」

「大丈夫、すぐに慣れるよ」

　千石は事も無げに云うけれど、そんな簡単なことではないはずだ。基樹が困り果てていると、千石は手にしていたグラスをコースターの上に戻もどし、こちらに身を乗り出すようにしてきた。

「俺は基本的に特定の人物の写真は撮とらないんだ。旅先で出で逢あった現地の人とか、雑踏とか、そういうものは撮ってるけどね。自分の心が動いたもの以外はできる限り撮りたくないんだよ。俺の云っている意味わかるかな？」

「はあ、何となくは……」

　いきなり熱く語り始めた千石に面めん食くらいつつ、問いかけに頷うなずく。千石がどれだけ自分の作品に想おもいを込めているのか、よく伝わってきた。

「世話になってる出版社から次の写真集を出せってせっつかれてて、このところそのモチーフをずっと探してるんだ。昼間届いた人形もその候補の一つだったってわけ」

「す、すみませんでした」

「もう気にしないでいいから。お陰かげでもっと素す晴ばらしいモチーフを得られそうだしね」

「そうなんですか？」

「だから、君のことだよ」

「へ？　あ、ああ！」

　いまの熱い語りが自分に結びつくとは思わず、ついぼんやりとしてしまった。

（でもいま、心が動いたもの以外撮りたくないって……）

　それが自分のことなのだと思うと、視線が泳いでしまう。普ふ段だんのセクハラめいた言葉とは比べものにならないくらいの熱ねつ烈れつな口く説どき文句に、じわじわと頰ほおが熱くなっていった。

「ほ、本当に俺なんかでいいんですか？」

　やはり、からかわれているのではないだろうか？　きっと、これは千石のいつものジョークだろうと思い、再度確かめてみる。

「もちろん！　それに出逢ったときから、穂坂くんの体は綺き麗れいに筋肉がついてて魅力的だと思ってたんだ。配達の仕事のお陰かな？」

「……っ」

　聞き流せるようになったはずの歯が浮うくような褒ほめ言葉は、一度ダメージを食らうとその後受け流すのが難しくなる。いたたまれなさに身の置き場もない。

（つーか、何で俺はこんなにドキドキしてるんだ!?）

　まるで、愛の告白を受けているような緊きん張ちよう感に、基樹は一人動どう揺ようする。千石は同性だし、そういう意味はないとわかっていても、ヘンな汗あせをかいてしまう。

「人に知られたくないって云いうなら、顔はできるだけ写らないようにする。だから、君を撮らせて欲しい」

　千石はそれまで浮かべていた笑えみを消し、真顔でそう告げてきた。

「う……」

　そうまで云われては断りづらい。そもそも、これは荷物の破損の代だい償しようなのだから、基樹に嫌いやだと云う権利はないのだ。

「穂坂くん、ダメかな？」

「……わかりました」

　基樹が渋しぶ々しぶ了りよう承しようすると、千石は嬉うれしそうに破顔した。

「よし！　じゃあ、今日はテスト撮さつ影えいをしよう。ちょっとスタジオに来てもらえる？」

「いっ、いまからですか!?」

　まさか、こんな夜遅おそくから撮影を始めるなんて思いもしなかった。基樹は呆あつ気けに取られているうちに千石にぐいぐいと手を引かれ、スタジオに連れていかれてしまった。










「ほ…本当にいまから撮るんですか…？」

　基樹は連れてこられた部屋をきょろきょろと見回しながら聞いた。

「当たり前だ。明日の朝、早起きするよりはいまのほうがいいだろう？」

「はあ……」

「テストなんだから、そんなに畏かしこまらなくたっていいよ。何なら、準備ができるまで部屋の中でも見ててくれ」

　千石はそう云いながら、慣れた手つきでカメラの調整をしている。ちなみに花は基樹たちについてこようとしたところで『ハウス』を命じられ、しょんぼりとしながら自分のケージに入っていった。

　このスタジオは以前は食堂として使われていた部屋だったようだ。いまは締められている遮しや光こうカーテンを開ければ、昼間は充分に日が差し込んでくるに違ちがいない。

　部屋のあちこちに撮影に使うであろう機材が置かれ、隅すみのほうには雑誌が積み上げられている。照明が向けられた中央はスペースが確保されているけれど、そこ以外は雑然としている。

　千石が片づけるのが苦手というのは本当らしい。

　緊きん張ちようを解ほぐそうとうろうろと見て回っていた基樹は、数枚のスナップ写真を見つけた。それを手に取り一枚ずつ見てみる。

「あ、この写真って……」

「ああ、それは現地のスタッフにインスタントカメラを渡わたして撮らせてみたんだよ。素人しろうとのほうが視点が独特な写真が撮れることがあって面おも白しろいんだ」

「これ、千石さんですよね？」

「実は撮られていたことに気づかなかったんだ。現像してみて驚おどろいたよ」

　一いつ瞬しゆん、誰かわからなかったけれど、そこに写っていたのは千石の横顔だった。いまよりも長い髪を後ろで縛しばり、真しん剣けんな面持ちで何かを見つめている。

　初めて見る千石の厳しい表情に、基樹の心臓は何故なぜか大きく高鳴り、ぞくりと鳥とり肌はだが立った。

（こんな顔もするんだ……）

　いつもにこにことしていて穏おだやかな千石からは想像のつかない表情だ。だが、きっとこれが彼の本質なのだろう。この写真にはそう思える重みがあった。

「───穂坂くん？」

「は、はいっ」

　名前を呼ばれ、我に返る。基樹は写真に見入ってしまっていた。

　そんな自分をごまかすため、散らばった写真を集めて整理するふりをする。

「何か気に入ったものでもあった？」

「いえ、その、写真って面白いなって思って」

「そういうスナップがいいなら、あとで他ほかの国で撮ったものも出してくるよ。とりあえずいまは撮影の準備ができたから、そこに立ってもらっていいかな」

　照明のスイッチが入れられ、基樹は煌こう々こうと照らされた真ん中に立つよう指示される。そこへ進んでいくのは気が引けたけれど、こうなったら覚かく悟ごを決めるしかない。

　基樹が素人なのは千石だって重々承知しているはずだ。それでも撮りたいというのだから、自分にはわからない意図があるのだろう。

（うう…落ち着かない……）

　覚悟を決めたとは云え、

「えーと、立ってるだけでいいんですか？」

「うん。あと、服を脱ぬいでいってくれる？　恥はずかしかったら背中向けた状態でいいから」

「え!?」

　さらりととんでもないことを云われ、基樹は絶句した。

（服を脱げって……裸はだかになれってことか!?）

　ヌードモデルだなんて、聞いていない。だけど、ここまできていまさらできませんとも云い出しにくい。迷っているうちに、シャッターが切られる音が聞こえてきた。

　とうとう始まってしまった。背中を向けているけれど、千石の強い視線を体に感じる。

　こんなふうに誰かに凝ぎよう視しされるのは初めての経験で、何というか気き恥はずかしい。全身の神経が千石に向いているようだ。

（きっと、躊躇ためらってるから余計に恥はずかしいんだよな。銭湯とか温泉とかで裸になったって恥ずかしくも何ともないじゃないか）

　そう自分に云い聞かせ、シャッターの音が鳴なり響ひびく中、基樹は風ふ呂ろに入るときのように思いきりよく上着を全て脱ぎ捨すてた。

「……これでいいんですか？」

「うん。思った通り、いい体をしてるな。筋肉のつき方が理想的だ」

「そ、そうですか？」

「とくに背筋が綺麗だね。姿勢がいいから背骨のラインもまっすぐ伸のびてるし、腰こし回まわりの締しまりも悪くない」

「……っ」

　他人に凝視されているだけでドキドキするのに、千石は基樹の体のパーツの一つ一つを褒めてくる。そのたびにそこを見つめられている気がして、緊張してしまうのだ。

（頼たのむから早く終わってくれ……）

　歯の浮くような褒め言葉を止め処どなく聞かされているうちに、また心臓が高鳴ってきた。基樹は自分自身を落ち着かせようと、精神統一を試みようとしたけれど上手うまくいかなかった。

　それどころか、ドキドキしているうちに何故か体が昂こう揚ようしてきてしまい、体の中心が反応し始めてしまう。

（ちょっ……噓うそだろ!?）

　腰こしの奥がずくりと疼うずいたかと思うと、体の中心に熱を感じた。否いや応おうなく意識してしまうそこに、急速に血液が集まっていくのがわかる。

　前まえ屈かがみになりかけたけれど、千石に気づかれないよう必死に姿勢を崩くずさないよう耐たえた。このまま、背中を向けていればバレることはないだろう。

　そう自分に云い聞かせ、興奮が収まるのを待とうとして、ふとある疑問が脳のう裏りを過よぎった。

（まさか下も脱がなけきゃいけないわけじゃないよな…？）

　ジーンズを脱いだら、下着一枚になってしまう。薄うすい布地一枚では、体の変化を隠かくすのは難しい。さすがに躊ちゆう躇ちよしていると、千石はまるで基樹の心を読んだかのように淡たん々たんと告げてきた。

「ジーンズも脱いで。あ、下着も一いつ緒しよに脱いじゃってくれる？」

「ええっ!?」

「大丈夫大丈夫、背中を向けてたら見えないから」

　千石が云いうと、何でもないことのように感じる。が、基樹には充じゆう分ぶん一大事だった。

「ででででも…っ」

　もしかしてからかわれているかもしれないと思い、首だけ動かして千石の様子を窺うかがってみたけれど、彼は至し極ごく真ま面じ目めな顔をしていた。

　いま、ジーンズを脱いだら確実に体の変化がバレてしまう。

（せめて、休きゆう憩けいを申し出てみようか……。でも、撮さつ影えいが始まって十分も経たってないし……）

　脱がなければと思うのに、体は動かない。なかなか行動に移せず固まっていたら、心配した千石が近づいてきた。

「どうした？　照明で気分でも悪くなった？」

「いえっ、大丈夫です！」

　これ以上近づかれては困る。カメラのところに戻もどって欲しくて、基樹はできるだけ明るい声で返事をした。

（頼むから、こっちに来ないでくれ……！）

　そんな祈いのりが普ふ段だん信じてもいない神に通じることはなく、あっという間に千石は基樹のすぐ背後に来てしまった。

　素す肌はだの肩かたに手を置かれた瞬間、不自然なくらいびくついてしまった。意識しすぎていたせいか、千石の手の感かん触しよくと共に体に電流のようなものが走り抜ぬけたのだ。

（やばい……いまの、絶対ヘンに思われた……）

　焦あせりと羞しゆう恥ちに頭の中が煮にえたぎる。基樹は唇くちびるを嚙かみしめ、ぎゅっと目を瞑つぶった。

「ああ、勃たっちゃったんだ」

「……っ！」

　千石の言葉に咄とつ嗟さに股こ間かんを手で覆おおい隠そうとしたけれど、隠すということは後ろめたい証しよう拠こであって……。云い訳の言葉も見つからず、基樹は真っ赤になって謝罪する。

「す…すみません……っ」

　恥ずかしさのあまり、謝罪の言葉もか細くなる。きっと、千石も呆あきれているに違ちがいない。そう思ったのに、返ってきたのは予想外の言葉だった。

「気にしないでいいのに。大丈夫、撮影ではよくあることだから」

「へ？　そう…なんですか…？」

　千石の力強い言葉にぽかんとしてしまう。呆れられるか笑われるかのどちらかだと思っていたので、まさかそんなふうに云われるとは予想もしていなかった。

「それだけ俺の視線を感じてくれてたってことだろう？」

「そ、そうかな…そう、なのかも……」

「初めての撮影なんだから仕方ないよ。でも、今回撮とりたい写真は自然体な姿だから、これから少しずつ肩の力を抜けるように練習していこう」

「は、はあ、がんばります……あの、それより、お手洗い貸してもらえますか？」

　いつまでもこうして突つっ立っていても、生理的な反応が勝手に収まってくれるはずもない。だが、千石はさらに突とつ拍ぴよう子しもないことを云ってきた。

「別にそのままでもいいのに」

「俺はよくないですっ」

　基樹は涙なみだ目めになって反論する。自分はプロのモデルではないのだから、こんな状態で平然としていられるわけがない。

　いまだって恥ずかしくて死にそうなのに、このまま撮影を続けられるなんて耐えられるわけがないだろう。

「そうか、じゃあ仕方ないな」

　その言葉に中座を許されたと思ってほっとしたのも束つかの間、千石はあろうことか基樹の股間に手を伸ばしてきた。

「せ、千石さん!?」

「大丈夫、すぐに終わるから力を抜いて俺に身を任せてごらん」

「だだだ大丈夫って！　いったい何してるんですか!?」

「心配しなくても、上手いと思うよ」

　自画自賛は信用ならないか、と爽さわやかに笑いながら、千石は基樹の腰に手を回して背後から抱だき寄よせ、昂たかぶりに指を這はわせてきた。ジーンズ越ごしの指の感触に飛び上がりそうになる。

（何で、千石さんがこんなこと…!?）

　思いもよらぬ展開に、基樹はパニックに陥おちいった。

「や、やめて下さい……っ、自分でできます！」

「遠えん慮りよしなくていいから。人にしてもらったほうが気持ちいいだろう？」

「遠慮なんかしてません！　や、だめ……離はなし……っあ」

　自己主張を酷ひどくしていく自身の形をなぞられ、羞恥に頭の中が煮えたようになる。

　どうにかして千石の手を離させようとしたけれど、爪つめを立てるか立てまいか迷っているうちに、そこはすっかり力を漲みなぎらせてしまい、基樹の手からは逆に力が抜けていく。

（からかわれてるんだろうか？　それとも、本気で……？）

　どちらにしろ、いまは真しん剣けんに抵てい抗こうしたほうがよさそうだ。そう思って渾こん身しんの力で千石の腕うでを引き剝はがしにかかるが、びくともしない。

　がっちりと抱かかえ込まれた腰はさらに強く抱かれ、退路はどこにもなかった。

（噓だろ……全然、敵かなわないなんて……）

　愕がく然ぜんとしている基樹を千石は耳元で揶や揄ゆしてきた。

「若いな。ちょっとしか触さわってないのに、もうこんなに硬かたくして」

「な…っ、そんなふうに触られたら誰だって…！」

　千石に触ふれられなければ、ここまで切せつ羽ぱ詰つまった状態にはならなかったはずだ。

「そんなってどんな？　どうされるのが一番いい？」

　基樹の訴うつたえを逆手に取り、千石は掠かすれた低い声でいやらしく問いかけてくる。耳みみ朶たぶに時折触れる唇の感触が甘い痺しびれのようなものを生み、基樹の体を一層熱くした。

「触ら…ないで……っ」

「意地っ張りだな、君は。恥はずかしいなら、目を瞑っていればいい」

「や……っ、もう、ホントに…やめ……んんっ」

「そろそろこのへんが濡ぬれてきてるんじゃないか？」

「あっ、そ…なこと、ンっ、あ、あ！」

　硬い布地を押し上げている先をぐりぐりと刺し激げきされ、喉のどの奥からくぐもった声が押し出される。千石の云うように零こぼれた体液が下着を汚よごしてしまっていたけれど、それを自ら認めることはできなかった。

「じゃあ、確かめてみてもいいよね？」

　千石の言葉は問いかけではなく、ただの確かく認にんでしかなかった。基樹の返答を聞く前にジーンズのホックを外し、ファスナーに手をかける。じりじりと嚙み合った金属が外されていく音がやけに大きく聞こえてくる。

「やだ…やめて下さい……」

　基樹はいまにも泣き出しそうな声で懇こん願がんしたけれど、千石はファスナーを下ろしていく動作を止めることはなかった。

「本当はやめて欲しくなんてないくせに。この先を期待してるんだろう？」

「……っ」

　体力にはそれなりに自信があるのだから、思いきり暴れれば千石を押し退のけることくらいできるだろう。だけど、体が凍こおりついたように動かない。

　それは急所である部分を支配されている恐きよう怖ふからだけではない。少なからず、好こう奇き心や快楽への欲求が抵抗する気き概がいを奪うばっていることは確かだった。

　そうでなければ、この昂こう揚ようする気分や上じよう昇しようする体温に理由がつかない。

「この俺が期待を裏切ることなんてあると思う？　思わないだろう？　だったら、もっと体の力を抜いて」

「あ……っ」

　いきなり下着の中に手を差し込まれ、長い指で搦からめ捕とられた昂ぶりを引きずり出される。千石は嫌けん悪お感など微み塵じんも感じていない様子で、握にぎり込んだそれを玩もてあそび始めた。　>>>♥

　体液の滲にじんだ先せん端たんを爪で引っ搔かかれる。他人の手の中に自分の性器が握られている卑ひ猥わいな光景を見ていられなくて、基樹は目を瞑った。

　痛覚ギリギリの快感を与あたえられながら、殊こと更さら優やさしく問いかけられる。

「やっぱり、もう濡らしてたじゃないか。───俺に噓うそを吐ついたのか？」

「あっ……すみませ……ん、んんっ」

　意に染まぬ行こう為いをしているのだから謝る筋合いはないはずなのだが、何故なぜか逆らえない空気があった。

「わかってる、恥ずかしかったんだろう？　下着を汚してしまったことが。でも、気にすることはない。ここには君と俺の二人しかいないんだから」

　千石は甘ったるく基樹の耳元で囁ささやきながら、巧たくみに指を動かした。溢あふれた体液を塗ぬり広げよるように先端を丸く撫なで、濡れた指で根本まで撫で下ろす。

「くっ、ぅ……んんっ」

「もうこんなにぬるぬるだ。君はずいぶんと感じやすいんだな。それとも、俺と相性がいいのかな？」

　久々の他人の手の感触は、強きよう烈れつだった。強弱をつけて扱しごかれ、上うわ擦ずった声が上がる。抗あらがうことのできない快感に内うち腿ももがひくつき、体の奥にある疼うずきがどんどん大きくなっていく。

　千石の愛あい撫ぶは言葉にできないほど、気持ちよかった。こんな感覚を知ってしまえば、いままでの自分の経験は子こ供ども騙だましだったと云いわれても仕方ない。

「目を瞑つぶってると神経が鋭するどくなるだろう。わかるか？　自分のここがドクドクいってるのが」

「あ…っ、や、め……っん、んぅ…っ」

「ここには俺たちしかいないって云っただろう？　誰も聞いてないんだから、好きに声を出していいのに」

　千石はそう云って、さらに大だい胆たんに指を動かしてくる。勝手に溢れ出してくる体液が絡からむせいで、くちくちと濡れた音が響ひびく。

「はっ……あ、ぁ…あ……」

「可愛かわいい声出るじゃないか。ほら、もっと感じて───」

「ぁあっ、あ…っ、そこやだ…や、だめ……っ」

「ダメと云われるともっとしたくなるのが男ってものだろう？」

「あぅ…っ、あ、あっ、やぁ…っ」

　休みなく与え続けられる快感と共に聞こえてくるくすくすという笑い声が、現実感を薄うすれさせていく。基樹は催さい眠みん術にでもかかったかのように、千石の生み出す心地ここちよさに溺おぼれていった。

（もうダメだ───）

　容よう赦しやなく追い上げられた体は、限界まで昂ぶっていた。基樹は衝しよう動どうを堪こらえようと歯を食くい縛しばったけれど、生理現象が理性で抑おさえきれるわけがない。

「も…離して……っあ、ぅ、んんっ」

「いいよ、このまま出して。ちゃんと受け止めてあげるから。我が慢まんは体によくない」

　千石はもっともらしいことを云いながら、絶頂を促うながすように強く基樹の昂ぶりを擦ってきた。囁かれるたびに温かな吐と息いきが耳や首筋にかかる。

「ぁあ…っ、あ、あ……っ」

　ぬるつく指で先の窪くぼみを抉えぐるようにされた瞬しゆん間かん、膨ふくれ上がった欲望がどくんっと弾はじけた。

「あ───」

　一瞬、目の前が真っ白になる。

　千石の手の中でびくびくと震ふるえながら白はく濁だくを吐き出した基樹は、その場にへなへなと崩くずれるようにしてへたり込んだ。

「腰こしが抜ぬけるくらいよかった？」

「────」

　臆おく面めんもない問いかけに反論する気力もなく、基樹は信じがたい出来事に茫ぼう然ぜんとなっていた。だが、絶頂の余よ韻いんで甘く痺れるこの体は紛まぎれもなく現実だ。夢でも幻まぼろしでもない。

（……いかされちゃったんだ……）

　あの千石の長くて形のいい指で。

　基樹は呆ぼう然ぜんとしながら、とんでもないことを引き受けてしまったのではないだろうかと後こう悔かいし始めていた。







　　　　２




　自じ動どう販はん売ばい機きにコインを入れ、ボタンを押す。ガラガラと音を立てて落ちてきた缶かんコーヒーを取り出そうとした基樹は、予想外の熱さに「あちっ」と叫さけび、思わず手を引っ込めた。

「……間ま違ちがえた……」

　何故、この時季になって温かいコーヒーを売っているのだと文句を云いたくなったけれど、間違えてしまったのは自分の注意力のなさのせいだ。

　温かいのはあとで冷やして飲むことにして、もう一本新しいのを買い直す。

「はー……」

　ようやく希望通りの冷たい缶を手にすることができて、ほっとする。今朝からこういう凡ぼんミスを多発しており、自分でもうんざりしていた。運転していても集中することができなくなっていたため、重大なミスを犯す前に気持ちを落ち着けようと休きゆう憩けいを取ることにしたのだ。

　その理由は明白だ。千石のことで頭がいっぱいになり、他ほかのことが手につかなくなっている。

　本当は休憩などしている場合じゃない。配達しなくちゃいけない荷物はたくさん荷台に載のっているし、その中には千石宛あてのものもある。

（そうなんだよな……千石さん宛のがあるんだよ……）

　仕事である以上、逃にげ道はない。配達の仕事がこんなにも憂ゆう鬱うつなのは、生まれて初めてのことだ。

「気が重い……」

　今朝は千石が起きていなかったため、顔を合わせることなく書き置きを残して家を出てきたのだが、まさか昨日の今日で千石宛の荷物があるとは思いもしなかった。

　いっそ、留守にしてくれていればいいのにと考えてしまう自分を、基樹は自ら叱しつ咤たする。

（何ふざけたこと云ってるんだ！　これは仕事なんだぞ!?）

　甘えたことを考えている場合ではない。プロとして、プライベートと仕事を混同するべきではないのだ。

　……とは云え、昨日のことを思い出すと、どうしても気が滅め入いってくる。

　全ては悪い夢で、目が覚めたらいつもと変わらない日常がやってきてくれたのならよかったのに───そんな期待を裏切って目を開けたときに飛び込んできたのは、アンティークな照明が下がった白い天てん井じようだった。

　自宅の弟と二人で使っている狭せまい部屋とは違ちがう、朝日がまっすぐに差し込むホテルのような一室。太陽の匂においのするふかふかのベッド。日常とは明らかに違ちがう環かん境きようにぼやけた意識はすぐに覚かく醒せいし、束の間忘れ去っていた記き憶おくと羞しゆう恥ちが蘇よみがえってきた。

　結局、昨夜の撮さつ影えいはあれだけで終わってしまった。本気で基樹の腰が抜けてしまって、続けようがなくなってしまったからだ。

（つーか、あんなことされて平然とした顔なんてできるかっつーの！）

　モデルとして見られていただけなのにあんな状態になってしまい、その上千石にイカされてしまったのだ。直じかにあんな場所を触さわられて。

　もしかしたら、千石にとっては大したことではないのかもしれないけれど、基樹にとっては青せい天てんの霹へき靂れきとも云える大事件だった。

　思い出すだけでも、恥はずかしさで死んでしまいそうだ。

　耳元で囁かれた言葉や巧みな指ゆび遣づかい、それによって引き出された抗うことのできない快感と自分のものとは思えない甘ったるい喘あえぎ声。

「ああもうっ」

　せっかく、頭の隅すみに追いやっていたのに、またまざまざと蘇ってきた。

　仕事中はできるだけ考えないようにして平静を装っていたけれど、昨晩の強烈な出来事はそう簡単に忘れることはできない。

　あのあと、千石は腰が抜けて立てなくなった基樹を見て撮影の続行は不可能だという判断を下した。そして、手早く後始末をすませると、基樹を客室に連れていくために軽々と抱だき上げたのだった。基樹は一人で歩けると必死に訴うつたえたけれど、暴れると危ないと諭さとされ宥なだめられてベッドまで運ばれてしまった。

　千石が階段を上っている間、不安定さが怖こわくて無意識にしがみついていたようで、ベッドに下ろされるときに指し摘てきされて、また恥ずかしい思いをすることになった。

（うう……穴あな掘ほって埋うまりたい……）

　昨日のことだけでも千石の記憶が消えてなくなってくれれば、こんないたたまれなさを感じなくてすむのにと、詮せんないことを考えてしまう。せめて、自分の痴ち態たいだけでも抹まつ消しようできないものだろうか。

（……って、無理に決まってるよな……。モデルの件だけでも断ってしまいたい……）

　次の撮影で、昨日のようなことになったらと思うと、正直怖い。だけど、一度引き受けたことをそう簡単に放り出すような真似まねはするべきではないと思っている自分もいる。

　どうするのが一番いいのか、いくら考えても答えは出てきそうになかった。

「……とりあえず、あの荷物だけでも届けてくるか」

　いつまでもこうしてサボっているわけにもいかない。基樹は自分に活を入れ、無理矢理仕事モードへと切り替かえた。

　運転席から降り、荷台から千石宛の荷物を取り出して確認する。その箱を持ち上げてみると、大きさの割に軽い印象だった。

「今日は壊こわれものじゃないよな…？」

　取り扱あつかい注意のシールが貼はられていないからといって粗そ雑ざつに扱うつもりはないけれど、やはり緊きん張ちよう感は違う。基樹はその荷物を脇わきに抱かかえ、今朝潜くぐってきた門の前に立つ。そして、緊張を和やわらげるため深呼吸を繰くり返した。

（いまは仕事。昨日のことは関係ない）

　そう自分に云いい聞かせ、震える指でチャイムを鳴らした。ばくばくとうるさく鳴る心臓を胸の上から押さえながら待っていると、しばらくしてカチリと門の鍵かぎが開く音がした。

『玄げん関かんは開いてるから、入ってきて』

「は、はい」

　基樹が言葉を発する前に、スピーカーから千石の声がした。インターフォンについているカメラで、自分の姿を確認したのだろうか？

　一瞬大きく跳はねた鼓こ動どうには気づかぬふりで、小走りで階段を上がっていく。お邪じや魔ましますと云いながら玄関のドアを開けると、家主より先に飼い犬である花が出で迎むかえてくれた。

「花、遊ぶのはあとでな。千石さんはどこにいるんだ？」

　人の言葉で答えが返ってこないことはわかっているのに、ついつい口に出して問いかけてしまう。頭をぐいぐいと押しつけて愛情を体全体で表現してくれる花の頭を撫なでていると、階段の上のほうから木の軋きしむ音が聞こえてきた。

「待たせてすまない。ちょうど着き替がえをしていてね」

「いえ、お気になさらないで下さ……」

　顔を上げた基樹はジャケットを羽は織おりながら階段を下りてくる千石の姿に目を奪うばわれ、思わず息を吞のんだ。

　いつもは自然に流しているだけの髪かみも、今日は軽くセットしてある。黒のスーツと光こう沢たくの入ったドレスシャツが日本人離ばなれした体格によく似合っており、ポケットから取り出した腕うで時ど計けいを左手首にはめる様子は俳優さながらだった。

「穂坂くん？　どうかした？」

「あ、いえ、何でもありません…っ」

　千石の不思議そうな視線にはっとし、慌あわてて取り繕つくろう。

（何をぼーっとしてるんだよ俺は…！）

　まさか、千石のスーツ姿に見み蕩とれていたとも云えず、わざとらしくぱっと視線を外す。相変わらずドキドキは収まらないけれど、さっきまでの鼓動の高鳴り方とはどこか違うような気がした。

「この恰かつ好こう、ヘンかな。スーツなんてここしばらく着てなかったから、何となく居い心地ごこちが悪くてね」

　不安げに訊きいてくる千石の言葉を、基樹は思いきり首を横に振ふって力いっぱい否定する。

「そんなことないです！　すっごくカッコいいです！」

「君にそう云ってもらえると自信がつくな。お世辞でも嬉うれしいよ」

「お世辞なんかじゃありません！　本当によく似合ってます…！」

　見み違ちがえた、と云うと語ご弊へいがありそうだけれど、着き飾かざった千石はいつもとは違った魅み力りよくがあった。普ふ段だんはラフな恰好が多いせいか自然体な独特の存在感が強く、どちらかというとワイルドな感じだけれど、いまは洗練された大人おとなの色気が漂ただよっている。

　印象が違って見えるのは、微かすかに薫かおってくる香こう水すいのような匂いのせいだろうか？

「モデルだって云われても、俺信じちゃいますよ」

「そこまで云われると照てれ臭くさいな。モデルなんて、とうの昔に辞やめたのに」

「えっ、本当にモデルやってたんですか!?」

　軽口のつもりで云ったのに、本当にやっていたとわかって驚おどろいた。

（でも、こんだけスタイルも顔もいいんだもんな。モデルくらいやってて当然か……）

　感心しながら見上げていたら、千石は苦笑いを浮うかべた。

　いまも大人の色気や存在感があって人目を引くけれど、若い頃ころもその年ねん齢れいなりの魅力があったに違いない。

「まだ学生の頃の話だよ。スカウトされてしばらくバイト気分でやってただけだから、あまり偉えらそうなことは云えないけどな。だけど、どうも撮とられるほうは向いてなくてね」

「じゃあ、そこで写真に興味を？」

　新たに知った千石の一面に好こう奇き心が疼うずき、ついつい質問をしてしまう。

「ああ。次々に着せられるブランドの服より、スタジオに転がってる機材のほうばかりに興味を示していたよ。そこでカメラのイロハを教えてもらったようなものだな」

「へえ……」

「モデルはすぐに辞めて、写真の道に入ったんだ。いま、こうして食えてるんだから、あのときのスカウトには感謝してる───って、こんな話を聞いても面おも白しろくも何ともないだろう？　いつまでも荷物を持たせたままですまない」

「あ、そうでした！　これ、お届けものです！」

　立ち話に夢中になり、何をしにきたのかを忘れていた。どんな顔で千石に会おうかと色々考えていたのに、そのことすら頭の中から消えていたことに気づき、いまさら気まずさが込み上げてきたけれど、顔には出さずに抱えていた荷物を手て渡わたす。

「ありがとう。ああ、もう届いたのか。あとで運ぶからそのへんに置いておいてくれ」

　千石は宛あて名なをちらりと見ると、さらさらとサインを書きながらそう云った。きっと、この箱の中身も仕事で使う何かなのだろう。

「ところで……その、今日はお出かけなんですか？」

　これだけは訊いておかねばと思い、基樹はおずおずと切り出した。帰宅時間がずれるようなら、一いつ旦たん自宅に帰るなりして時間の調整をしなくてはならない。

「ああ、そういえば云ってなかったね。今日は内輪のパーティーのようなものがあって、つき合いで顔を出さなくちゃいけないんだ。そのことをさっき思い出して、慌てて仕度してたんだ。ちょっと帰りが遅おそくなりそうだから、合い鍵を渡わたしておくよ」

　千石は一旦どこかに引っ込むと、小さな鍵を手に戻もどってきた。

「い、いいんですか？」

　まさか、こんなにもあっさりと合い鍵を渡されるとは思っていなかった。目を瞬しばたたいている基樹に千石は柔やわらかく微笑ほほえみかける。

「だって、持ってないと困るだろう？　これで門も玄関も開くから」

「じゃ、じゃあ、お借りします……」

　基樹は差し出された鍵を大事に受け取った。家の鍵を渡してくれるということは、それだけ信しん頼らいしてくれているということだ。なくしてしまわないように、あとでキーホルダーにでもつけておかなくては。

「じゃあ、お帰りは何時くらいになりそうですか？」

「そうだな、遅くても日付が変わる前には帰宅できると思うよ。あ、もしかして、夕食を作ってくれるつもりだった？」

「いえっ、あの…っ」

　ただの確認だったけれど、千石に気を遣つかわせてしまったようだ。

（昨日のことで頭がいっぱいで、夕食のことなんて考えてなかったよ……）

　心の中で反省しつつ、墓穴を掘ほらないように口を噤つぐむ。

「パーティーで軽食くらいは出るだろうから、明日頼たのむよ。せっかく、穂坂くんが来てくれてるんだから、一度は手料理をご馳ち走そうになっておきたいしね」

「わかりました。何か食べたいものはありますか？」

「それはもちろん───いや、穂坂くんの得意料理がいいかな。メニューは聞かないでおくよ。そのほうが楽しみに思えるからね」

　千石は何かを云おうとして、途と中ちゆうで言葉を換えたようだった。

「が、がんばります」

　過度の期待をかけられると困ってしまう。

（見た目はともかく味は問題ないんだし……）

　基樹が料理のプロでないことは千石も承知しているのだから、よほど酷ひどい出来でなければ不興を買うことはないだろう。

　まだまだ配達する荷物が残っているため、会話を切り上げ千石の家を辞した。

　割り当てられているトラックに戻り、大きく息を吐はく。

（普ふ通つうに会話できてたよな…？）

　千石の様子は至って普通だった。まるで、自分たちの間に何もなかったかのように。やはり、彼にとっては取るに足らない出来事だったに違ちがいない。

　基樹は昨夜の痴ち態たいを蒸し返されなかったことにほっとしつつ、何故か一いち抹まつの淋さびしさのようなものも感じていた。










「よう、お疲つかれ」

「あ、後ご藤とうさん」

　基樹が更こう衣い室に入ると、チームのリーダーである後藤が着替えていた。配達・集荷する地域は、チームでシフトを調整して担当する。

　後藤は一見ごつくて強面こわもてのせいで怖こわそうだが、実際は面めん倒どう見みのいい気さくな上司だ。三十そこそこの実じつ年ねん齢れいよりも老ふけて見られるのが、コンプレックスらしい。

「穂坂、今日はどうした？」

「え、どうって……」

「朝からぼーっとしてることが多かったぞ。珍めずらしくため息なんかついてただろう。もしかして、自覚してなかったのか？」

「す、すみません！」

　どうやら、千石のことで思い悩なやんでいたのを見られていたようだ。

「どこか具合悪いんじゃないのか？　穂坂が考え込むなんてことはないだろうし……」

「全然───あ、いえ、ちょっと頭痛かったかも……？」

　考えごとなど滅めつ多たにしない単たん細さい胞ぼうだと思われているのは引っかかるが、悩んでいる原因を話すことはできないのだから体調を崩くずしていると思ってもらったほうが都合がいい。

　何ともないと云いおうとしたのを思い止とどまり、わざとらしく頭痛がしたと口にした。

「しばらくは倒たおれられると困るんだからな。寄り道しないで帰って、しっかり休んでおけよ。念のため、薬も飲んでおくんだぞ」

「はい、そうします」

　噓うそを吐いてしまった手前、後藤の心遣いは良心をちくちくと突ついてくる。その後は他愛もない世間話に興じながら、内心の動どう揺ようを悟さとられないよう取り繕つくろった。

「そういえば聞いたか？　コンビニの傍そばの木村さんとこ、引っ越こしするって。この間配達に行ったとき、丁てい寧ねいに挨あい拶さつしてくれたよ」

「え、そうなんですか？　淋しくなりますね……」

「ご主人が転勤だとさ、東京のほうに行くらしい。俺らもいつ配置替がえになるかわからんしな、こういうとき会社勤めは辛つらいな」

　基樹がいまの地域に配置換えになってから、もう丸三年になる。顔見知りも増えたし、得意先も数え切れないほどだ。

　会社は基樹の家庭の事情を汲くんでくれているため、当面の配置換えはないと云ってくれているけれど、会社という組織に属している以上、いつどこに異動になってもおかしくはない。

（ずっと、いまのところを担当できたらいいけどな）

　担当地域が変わってしまったら、千石や花と会う機会も減ってしまう。公私混同と云われかねないけれど、彼らに会うことは基樹の励はげみになっていた。

　昨日のことを考えると顔を合わせることに気まずさはあるけれど、どうしてか彼らに会いたいという気持ちのほうが大きいのだ。

「んじゃ、お先に」

「お疲れさまでした」

　先に着き替がえ終わった後藤を見送ったあと、基樹はこっそりとため息をつく。

　個人的な悩みで仕事にまで影えい響きようを出してしまった。これでも一家の大黒柱なのだから、もっとしっかりとしなければ。

　基樹は自らに気合いを入れて気持ちを引き締しめたあと、汗あせを吸った制服をカバンに押し込んで更衣室をあとにした。

　事務所でＩＤカードを通すと、やっと一日が終わったという感じがする。

　だが、しばらくは退社したあとにもやることがたくさんある。少しでも早く千石の家に行き、大おお掃そう除じを進めなければ。基樹は足早に駐ちゆう輪りん場じようへと向かった。

「お疲れさまでしたー」

「はい、お疲れさん」

　基樹は通勤用のマウンテンバイクを押しながら、顔見知りの守衛に挨拶をする。

　会社の通用門を抜ぬけたところで、肩かたに斜ななめにかけたカバンの中で携けい帯たい電でん話わが震ふるえていることに気がついた。

（……やばい、悠真に電話入れるの忘れてた）

　この時間にかかってきたということは、相手は双ふた子ごの片割れである悠真に違いない。日中は仕事の邪じや魔まになるからと、緊きん急きゆうのとき以外電話はかけてこないよう云ってあるのだ。

　あとで連れん絡らくを入れようと思っていたのを、昨日の一件のせいですっかり忘れてしまっていた。

　携帯電話がしつこく震えているところを見ると、かなり苛いらついているのだろう。慌あわてて門の横にマウンテンバイクを停とめ、携帯電話を取り出した。

「も、もしもし？」

　恐おそる恐る電話に出ると、予想した通り機き嫌げんの悪い悠真の声が聞こえてきた。

『基樹！　何で昨日電話に出なかったんだ』

「え、昨日かけてきたのか？」

『夜、何度も鳴らしただろう！　いったい、何してたんだよ!?』

「な、何してって、千石さんの手伝いだって真琴に云ってあっただろ」

　昨晩の出来事を思い返してドキリと心臓が大きく跳はねた。奇き妙みような後ろめたさに声が上うわ擦ずりかけ、背筋を嫌いやな汗が伝う。

　別に悠真にバレているわけでも、何があったのか正直に云う必要もないのだから平然としていればいいのに、無む駄だに緊きん張ちようしてしまう。

『どんな手伝いなんだよ』

「広い屋や敷しきだから、掃そう除じとか人手がいるんだよ」

　訝いぶかしげに訊きいてくる悠真に、真琴にしたのと同じような説明をする。もちろん、届けものを落として破損させてしまったことは云うつもりはないし、モデルをすることになったなどと話したら、またうるさく云われかねない。

　だが、やはりというべきか悠真もさらに追つい及きゆうしてきた。

『何でそんなことを基樹がしなくちゃいけないんだ。千石って有名な写真家なんだろ？　だったら、人を雇やとう金はいくらでも持ってんじゃないのか？』

「い…色々と事情があるんだよ……。だいたい、お前には関係ないだろ！」

『関係なくない。基樹はお人ひと好よしだから、つけ込まれてる可能性だってあるだろ』

「千石さんはそんな人じゃない！　とにかく！　忙いそがしいから、もう切るぞ」

　基樹は口早にごまかし、そそくさと会話を切り上げる。

『おい、話はまだ終わってないんだぞ！』

「そのうちまた電話するから！　じゃあな！」

　通話をオフにし、携帯電話をカバンの中に放り込む。またかかってくるかもしれないが、しばらく出なければそのうち悠真も諦あきらめるだろう。案の定、再び携帯が震え出したけれど、基樹は無視を決め込んだ。

「まったく…」

　悠真との電話でどっと疲れてしまい、基樹は大きく息を吐はく。ただでさえ悩ましいのに、余計に混乱させないで欲しい。

　とりあえず今日は千石がいない間に部屋の掃除を進めてしまおう。そんなふうに考えごとをしながら車道の端はしを走っていると、背後からクラクションの音がした。邪魔になっているのだと思ってさらに左に寄ったけれど、尚なおも派手な音を鳴らしてくる。

　正しくは自転車は車道を走るよう法律で決められているのに、自動車だけのものだと誤解しているドライバーは多い。きっと、そういう勘かん違ちがいしたドライバーの嫌がらせだろう。

　ムキになって無視していたら事故に巻き込まれかねないため、基樹は途と中ちゆうで歩道に上がって愛車を停めた。クラクションを鳴らしてきた車をやり過ごすつもりだったのに、その車も一いつ緒しよに停車してくる。

　わざわざ文句を云ってくる気だろうかとうんざりしながらドライバーの顔を見て驚おどろいた。

「よう、また会ったな」

「……どうも」

　千石には、成田に今度会ったら相手にしなくていいと云われているけれど、あからさまに無視するわけにもいかない。とりあえず、挨拶だけはしておくことにした。

「これから裕崇の家に行くんだ？　昨日も思ったんだけど、ちょっと時間遅おそくない？」

　基樹の無ぶ愛あい想そうさを気にすることなく、成田はマイペースに話しかけてくる。

「昼間は仕事があるので」

「えっ、家政夫が本業じゃないわけ!?　じゃあ、昼間は何の仕事してるんだよ？」

「……会社員です」

　成田の馴なれ馴れしさは無性に癇かんに障さわる。正直に答えるのも癪しやくで言葉を濁にごしたけれど、成田は根ね掘ほり葉掘り訊いてくる。

「バイトのかけ持ちってとこ？　いった、裕崇とはどういう知り合いなんだよ？」

「どういうって……」

　基樹にとって千石は恩人であり、大事な顧こ客きやくの一人だ。だけど、関係性を上手うまく説明する言葉が見つからない。友人とは違ちがうし、知り合いというと少しそっけない感じもする。

　そうやって返答に困っていると、成田は呆あきれ顔で云いってきた。

「もっと、自分の意思を口にできるようにしておいたほうがいいんじゃないか？　いざというとき、困るよ」

「なっ……」

　偉えらそうに説教してくる成田に一いつ瞬しゆん絶句する。

（余計なお世話だ！）

　そう云ってやりたかったけれど、千石の友達だと自分に云い聞かせて怒いかりをぐっと堪こらえた。やはり、千石に云われたように無視するのが一番だったかもしれない。

「急いでいるので失礼します」

　さっさと行ってしまおうと思いペダルに足を乗せると、成田もハンドルを握にぎり直した。

「そうか。じゃあ、俺は先に行ってるから」

「どうぞ」

　成田は颯さつ爽そうと基樹を追おい越こし、走り去っていく。ようやく解放されたと胸を撫なで下ろしていたのも束の間、成田は昨日と同じように千石の家の来客用の駐車場に車を停めていた。

「お疲つかれさま。よくこの坂を自転車で登ってくるねえ。見かけより体力あるんだ」

「帰ったんじゃなかったんですか!?」

「さっき、先に行ってるって云っただろう？　人の話はちゃんと聞くようにね」

「…………」

　成田の捏こねる屁へ理り屈くつに脱だつ力りよくしてしまう。彼とはどんな知り合い方をしようが、友達にはなれないだろう。感覚が違ちがいすぎる。

　基樹がこっそりとため息をついていると、成田は苛いら立だったように急せかしてきた。

「どうでもいいけど、早くインターフォン押せよ」

「押したかったら、自分で押せばいいじゃないですか」

　どうしてそんなことまで命令されなければならないのだ。千石の知り合いだから、それなりに尊重してはいるけれど、顎あごで使われる謂いわれはない。

「俺はあとで現れて驚かせてやりたいんだよ。いいから早く」

「残念ですけど、それは無理じゃないですか？」

　そっけなく告げると、成田はムッとした様子で眉まゆを顰ひそめて云い返してきた。

「何でお前にそう云いきれるんだよ」

「だって、今日はお留守ですから」

　いない人間を驚かすことなどできない。これで諦めて帰ってくれるだろうと軽く考えていたのだが、成田はけろりとした顔で云ってきた。

「何だ、じゃあ鍵かぎ預かってるんだろ？　早く中に入れろよ」

「……は？」

「俺が人目につくとまずい立場だってことわかってる？　ちんたらしてないで、さっさと鍵開けろよ。騒さわぎになったら近きん所じよ迷めい惑わくだろ」

「でも───」

　いくら千石と顔見知りだからといって、勝手に家に上げてもいいものだろうか？　だが、いい悪いの前に、基樹自身が嫌だった。

（けど、放っておいて千石さんに迷めい惑わくがかかるのもまずいよな……）

　腕うでを組んで考え込んでいたら、成田は基樹の肩かたを摑つかんで揺ゆさぶってきた。

「ほら、あっちから人が来たから早く！」

「え？　あ、は、はいっ」

　急かされ、云われるがままに門を開けてしまった。背中をぐいぐいと押され、開いた隙すき間まから中に押し込まれたかと思うと、背後でカチリと金属の嚙かむ音がして、門が閉しまった。

「……あ……」

　勢いに流され、成田を敷しき地ち内に入れてしまった。ガクリと肩を落とした基樹とは対照的に、成田は楽しげだ。

「はいはい、次は玄げん関かん開けて」

　こうなってしまったら、もう追い払はらうことはできないだろう。基樹は諦めのため息を大きく一つつき、力ない足取りで階段を上り始める。

「おじゃましまーす」

「ちょっ……おい！」

　渋しぶ々しぶ玄関を開けると、成田は基樹を押し退のけるようにして、千石の家に上がり込んだ。まるで我が家のようにリビングのソファにふんぞり返ったかと思うと、図ずう々ずうしく注文をつけてくる。

「何か飲み物持ってきて」

「はあ!?　何で俺が……っ」

「だって、家政夫だろ？　あ、アイスコーヒーだったら砂糖とミルクはいらないから。冷えたシャンパンのほうがいいけど、贅ぜい沢たくは云わないでおいてやるよ」

「…………」

　自分が命令した相手は云うことを聞くのが当たり前だと云わんばかりの態度に返す言葉もない。腹立たしくはあったけれど、文句を云うより大人おとなしく要求に従ったほうが面めん倒どうがなさそうだと判断して、怒りを抑おさえながらキッチンへと向かう。

（ええと、こっちかな？）

　昨日、スタジオに向かう途中に口頭で説明されただけだったが、迷わず辿たどり着くことができてほっとする。

　心の中で断りを入れ、冷蔵庫を開けてみると見事に食べ物は何も入っていなかった。並んでいるのはミネラルウォーターとアイスコーヒーのペットボトルと、多分これは花のためのミルクだろう。

「あの人は何食べて生活してるんだ……？」

　外食ばかりと云っていたけれど、まさかここまで何もないとは思いもしなかった。多た忙ぼうなのはわかるが、あまり健康にいいとは云いがたい。

　食事は薄うす味あじの和食を中心にしたほうがよさそうだ。この様子だときっと、野菜も足りてないに違いない。

「早いとこ買い出しに行かないとな……」

　献こん立だてに頭を悩なやませようにも、これでは何も作りようがない。改めて何があるのか調べてみなければ。米やパスタなどの麵めん類るいくらいストックしてあるといいのだが。

　戸と棚だなをあちこち開けて調べていると、後ろから何かにふくらはぎの辺りを突つつかれた。

「ん？」

　振ふり返ると、花が心こころ許もとない様子で基樹を見上げていた。いつものように玄関まで来なかったのは、成田が一緒だったからだろう。

　家の中やすぐ近所の人には慣れたようなのだが、見知らぬ人間相手だと途と端たんに臆おく病びようになる。今日も様子を窺うかがって、どこかに隠かくれていたのだろう。

「ごめんな、余計なやつ連れてきちゃって。すぐ帰るだろうから、ちょっと我が慢まんしてな」

　そう云って頭を撫でてやると、少しほっとしたのか下がっていた尻尾しつぽが上向きになった。花の餌えさ用の皿に少しだけミルクを注いでやる。ご飯の時間は決まっているのだが、このくらいの間食なら許してもらえるだろう。

　花がミルクを舐なめているのを見守っていると、リビングから成田の不満そうな声が聞こえてきた。どうやら、待ちくたびれているらしい。

「……ったく、手間のかかる……」

　わざわざグラスにアイスコーヒーを注いでやるのも業腹だったので、冷蔵庫の中からはミネラルウォーターを一本拝借した。

　そして、基樹はリビングへと戻もどり、成田の前に冷えたペットボトルを無言でドンと置く。

「何だよこれ」

「水以外の何に見えるんだよ」

「まあ、いいか」

　成田はあっさりと引き下がり、美味おいしそうにミネラルウォーターに口をつけた。本当に喉のどが渇かわいていたらしく、一息に半分くらい飲み干していた。

（やれやれ……まるで子供だな……）

　人気モデルともなると、こうもわがままになるのだろうか？

　自分よりも年上の大人の態度とは思えないが、人種が違ちがうのだろうと思うことにした。

　時間は限られているのだからと他ほかの部屋を掃そう除じしに行こうとすると、何故か成田は基樹を呼び止めてきた。

「おい、どこ行くんだよ」

「掃除ですけど」

「おいおい、こんな時間から掃除かよ！　ったく、気がきかねぇなぁ。家政夫なら客の相手くらいしろよ」

「はあ!?　何で俺が…！」

　水まで出してやったのに、その上話し相手にもならなければならないのか。だいたい、成田と話すことなど何もない。むしろ、できることならこれ以上不ふ愉ゆ快かいな気分になる前に待たい避ひしておきたいのが正直な気持ちだった。

「だって、いまはお前しかいないだろう」

「……俺も暇ひまなわけじゃないんで」

　堂々と云いい返してくる成田にげんなりして無視して行ってしまおうとしたのだが、思わせぶりな問いかけについ足が止まる。

「まあ、そう云うなって。裕崇の話、聞きたくないか？」

「え？」

　反射的に振り返ってしまった基樹の顔を見て、成田はニヤリと笑った。しまったと思ったときにはもう遅おそく、成田は一方的に話し始める。

「知ってるか？　あいつ、昔俺と同じ事務所でモデルしてたって」

「モデルの話はちょっと聞きましたけど……」

　昼間、荷物を届けに来たときに、少しだけそういう話をした。生あい憎にく、仕事中だったため詳くわしく聞く暇はなかったけれど。

「知りたくね？　その頃ころのこと」

「べ、別に───」

「無理するなって。興味あるだろ？　あいつがどんな写真撮とられてたのかとか、どうして撮るほうになったのかとかさ」

「それは……」

　ちょっと───いや、かなり興味がある。だけど、目の前に下げられた餌に飛びつくのも悔くやしくて、基樹は返答に困った。

「あいつ、お前の前だと猫ねこ被かぶってるみたいだからな。本性、知っておいたほうがいいんじゃないの？」

「本性って何のことですか？」

　わざとらしく声を潜ひそめて云われ、キツい口く調ちようで問い返してしまった。千石が悪く云われているようで不快だったのだ。だが、そんな反応こそ成田の期待していたものだったらしい。

「何だ、やっぱり聞きたいんじゃないか」

「……っ、や、あの、それは……」

　嬉うれしそうに返され、カッと顔が熱くなる。あっさりと本音を引きずり出され、基樹は口くち籠ごもるしかなかった。

「ほら、座った座った」

「…………」

　散々迷った末、基樹は黙だまってソファに腰こしを下ろした。

　憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべる基樹に、成田は軽い調子で訊たずねてくる。

「そういえば、名前聞いてなかったよな。何ていうの？　俺だけ一方的に知られてるのは不公平じゃない？」

「……穂坂基樹です。基樹は、基本の基に樹木の樹」

　投げやりに自己紹しよう介かいしたけれど、成田は少しも気に留とめていないようだった。

「ふぅん、基樹かぁ。可愛かわいい名前だな。よく見たらけっこういい体してるし、けっこう裕崇の好みかもな」

「───は？」

　何気なく云われた言葉を聞き流しかけ、数拍はく遅おくれて驚おどろきの声を上げた。

（いま、『好み』って云ったよな…？）

　人づき合いには相性があるけれど、『好み』という言葉は同性ではあまり使わない。人が対象の場合、恋れん愛あい対象になる異性について話すときに用いられるのが大半ではないだろうか？

「だから、あいつの好きそうなタイプってこと。ちょっと童顔でそこそこ体格のいい男が好きなんだよ。何も知らない若いのに教え込んでくのが楽しいって云ってたっけな」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　いったい、何の話をしてるんですか!?」

　とんでもないことをさらりと云う成田に焦あせり、基樹は慌あわてて待ったをかけた。だが、成田はさらなる爆ばく弾だん発言をする。

「何にも知らなそうだから忠告しておくけど、あいつゲイだから。隙すきを見せて襲おそわれないようにしろよ」

「え、ゲイって……つまり、ホモってこと？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、間ま抜ぬけな切り返しをしてしまった。

「ばーか。それ以外、何があるんだよ」

　成田は動どう揺ようする基樹を見て、楽しげに笑う。そんな笑い声も気にならないほど、成田が口にした言葉で頭がいっぱいになっていた。

　昨日までなら「バカなこと云うな」と笑い飛ばせたかもしれない。だけど、基樹には気にかかることがあった。

（……じゃあ、ゲイだからあんなことしても平気な顔してたのか？）

　普ふ通つうの男なら、進んで同性の性器に触ふれようとは思わないだろう。昂たかぶったそれを直じかに握にぎり射精を促うながすなど、改めて考えてみても普通ではありえない。

（いや、でも、女の子にいきなりあんなことするほうが問題だよな？　あれ？　でも、男同士もおかしいような……）

　昨日のことを思い返して基樹が赤くなったり青くなったりしてると、成田は目め敏ざとく表情の変化を指し摘てきしてきた。

「何、深刻な顔してるんだよ。もしかして、心当たりでもあるわけ？」

「べ、別にそういうわけじゃ…っ」

　昨夜のことだけは成田に知られたくない。さっきのように隙をつかれないよう、慌てて表情を引き締しめた。

「君、どこからどう見てもノンケだよね。ゲイが気持ち悪いなら、早いうちに逃にげといたほうがいいんじゃない？」

「……っ」

　やっぱり、成田の云い方は癇かんに障さわる。バカにされているというか、見下されている空気がぷんぷん漂ただよっているのだ。

「そんなふうに思わないし、逃げ出すつもりもありません」

「本気で云ってる？　意地になってるだけなら、早めに考え直したほうがいいと思うけど。家政婦なんてすぐ代わりは見つかるんだから、そんなに責任感じなくてもいいんじゃない？」

　代わりはすぐに見つかる───その言葉が基樹の怒りを刺し激げきする。それを千石に云われるならともかく、無関係の人間には云われたくない。

「俺は家政夫じゃありません！　写真のモデルをすることになってるんです」

　バカにされっぱなしなのが悔しくて、隠かくしておこうと思ったことを口走ってしまった。許可を取らずに他言してしまったことはまずかったかもしれないが、どうしても成田の言葉をへらへらと聞き流すことはできなかったのだ。

「モデル？　君が？」

　鼻先で笑われて、ますます頭に血が上る。

「いけませんか」

「信じられないな、あいつが人を撮るなんて。裕崇にからかわれてるんじゃないの？」

「そんなことありません！」

　真しん剣けんな顔で否定すると、成田は鼻白んだ顔で一いつ瞬しゆん口籠もった。そして、神しん妙みような表情で基樹の体を上から下までじろじろと眺ながめながら云ってくる。

「まあ、体つきは悪くないかもしれないけど、君にモデルは荷が重いんじゃない？　それこそ、辛つらくなる前にやめたほうがいい」

「どうして、あなたにそんなこと云いわれなくちゃいけないんですか」

「先せん輩ぱいとして忠告してあげてるんだよ。無責任に途と中ちゆうで投げ出すくらいなら、初めから引き受けないほうがいいって進言してあげてるだけだけど？」

「絶対に最後までやり通します！」

　偉えらそうな口ぶりに啖たん呵かを切った瞬間、あらぬ方向から拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

（え？　拍手？）

　ぱっと振ふり返ると、スーツを着た千石がドアのところに寄りかかるようにして立っていた。

「君ならそう云ってくれると思ってたよ。俺が見込んだだけのことはあるな」

「せ、千石さん!?」

　思わぬ人物の登場に、基樹は声が裏返ってしまう。千石にいまの話を聞かれていたことがわかり、顔から血の気が引いていった。

（し…しまった───これじゃ、モデルを断りたいなんて切り出せないじゃないか……）

　カッとしやすい自分の性格を悔くやんでももう遅い。

「お前は何やってるんだ、久也？」

　一人狼狽うろたえている基樹をよそに、千石は低い声をさらにワントーン下げて冷ややかに問いかける。不ふ機き嫌げんな顔でソファのほうへ歩み寄ってくる千石に、成田は飄ひよう々ひようと返した。

「冷たいな、俺とお前の仲なのに」

「誤解を招くような物云いをするな」

　千石は思いきり嫌いやそうに眉まゆ根ねを寄せ、云い捨てる。だが、成田は過去に自分と千石との間に何か関係があったかのように受け取れる含ふくみのある云い方をした。

「誤解じゃなくて事実じゃないか。いまさら照れるようなことでもないだろう？」

「久也！」

　千石がさらに表情を険しくしたのを見て、成田はようやく腰を浮かした。だが、千石の怒りを真に受けているわけではないようだ。

「はいはい、わかってるって。余計なことは云うなって云いたいんだろう？　ま、今日のところは帰るとするか」

「さっさと帰れ。二度とここには来るな」

「へえ、俺にそんなこと云っていいのか？」

　成田は思わせぶりに千石の耳元に顔を寄せると、基樹には聞こえないように何かを囁ささやいた。その途と端たん、千石は顔色を変える。

「……とにかく今日は帰れ。俺に云いたいことがあるなら、後日聞いてやる」

　苦々しく態度を軟なん化かさせた千石に、成田は上機嫌な笑えみを浮かべた。そして、軽かろやかな足取りで玄げん関かんへと向かう。

「じゃあ、連絡待ってる。またな、基樹」

　成田は基樹を気安く呼び捨てにし、愛あい嬌きようを振りまきながら帰っていった。やがて玄関の扉とびらが閉まる音が聞こえ、ようやくほっとする。

「悪かったね、あんなのの相手をさせてしまって」

「い、いえ、俺のほうこそ勝手に家に上げてしまってすみません」

「あいつのことだ。強ごう引いんに上がり込んだんだろう？」

「ええ、まあ……」

　断りきれなかったことに関しては基樹に非があるけれど、成田の独特なペースに飲まれてしまったことも否いなめない。

「花はどうした？」

「キッチンに隠れてます」

「やっぱりそうか」

　基樹の言葉に、千石は苦く笑しようする。千石が呼びかけながらキッチンへ向かうと、おずおずと花が顔を覗のぞかせた。

「おいで、花」

　花はご主人様の呼ぶ声に尻尾しつぽを大きく振り、屈かがんだ千石の膝ひざに飛び乗ってきた。留守番の心細さを訴うつたえるかのように、千石の顔を一いつ生しよう懸けん命めい舐なめている。

「遅おそくなって悪かったな」

　優しい言葉をかけながら花の体当たりの愛情表現を受け止めている千石を、基樹は目を細めて見守る。

（本当にいい人に引き取ってもらえてよかったな）

　正直なところ、千石への第一印象はあまりいいとは云えなかった。見るからに高そうな外国製の車に乗っていたし、無表情で黙だまっていると顔立ちが整いすぎているせいで、お世辞にも動物が好きそうには見えなかったのだ。

　だが、そんな印象は声をかけられた瞬間に吹ふき飛んだ。柔やわらかな笑顔を浮うかべながら丁てい寧ねいな口調で話しかけてきた千石に、怪け我がをした花を抱かかえてパニックを起こしかけていた基樹は落ち着きを取り戻もどすことができた。

　引き取ったあとも心から可愛かわいがってくれているようで、花を前に相好を崩くずす様子を何度も目にした。あのとき、通りかかってくれたのが千石で本当によかったと思っている。

（いい人、なんだけど……）

　何度考えてみても、犬好きで優しい千石と昨日意地の悪いことを囁きながら悪戯いたずらしてきた千石が一いつ致ちしない。それに、さっき成田から聞いたことも気になっていた。

（千石さんがゲイって、本当なんだろうか？）

　差別をするつもりはないけれど、全然気にならないと云えば噓うそになる。昨日のようなことがなければ、個人的な趣しゆ味みだからと深く考えていなかったかもしれないが、実際に手を出された身としては、どんな意図があったのか気にかかって当然だろう。

「穂坂くん、君は夕食食べた？」

「へ？　あっ、はい、仕事の合間にすませてきましたっ」

　じっと千石を見つめていた基樹は、不意に話しかけられ心臓が飛び出そうになった。

（いちいち驚おどろいてたら怪あやしまれるだろ！）

　基樹はつい不ふ審しんな態度を取ってしまう自分を心の中で叱しつ咤たする。

「じゃあ、これから撮さつ影えいにつき合ってもらってもいいかな？」

「もちろんですっ」

　気まずさから勢いよく返事してしまったけれど、本当は不安でたまらない。

　どうしてだかわからないけれど、昨日は千石に見つめられていただけで体が熱くなってきてしまった。今度も同じような反応を示してしまうかもしれないと思うと怖こわくなる。

　だけど、いまさらできないとは云えない。あんな啖呵を切ってしまった以上、もう引っ込みがつかなかった。

（あいつの挑ちよう発はつに乗るなんて、俺のバカ……）

　基樹は心の中で自分を詰なじる。

「実は少し心配してたんだ。昨日、ああいうことになったから、もう嫌だって云われるんじゃないかって思ってた。やっぱり、こういうことは無理強じいできないしね。でも、君が撮影に前向きだとわかって嬉うれしいよ」

「ははは……」

　云い訳すらできそうにない。基樹はもう笑うしかなかった。

「今日は新しいことを試してみようと思うんだ。俺は花に餌えさを上げて着き替がえてくるから、昼間の荷物をスタジオに運んでおいてくれ」

「わかりました」

　玄関に置いたままになっていた段ボール箱を抱え、スタジオへと運んでいく。思った通り、撮影に使うものだったようだ。

（今日こそ無事に終わりますように）

　モデルを断れなかった以上、あとは自分が平静を保てるよう神に祈いのるしかない。スタジオの入り口近くで所在なげに立っていると、さっきの恰かつ好こうとはうって変わって普ふ段だん通りのラフな恰好に着替えをすませた千石がやってきた。

「待たせたね。荷物はどこにある？」

「ええと、そこに置いてあります」

　シャワーを軽く浴びてきたのか、前まえ髪がみが少し濡ぬれている。基樹の横をすり抜ぬけていった瞬間、ふわりと香かおった石せつ鹼けんの匂においにドキリとした。

（ドキって何だ、ドキって…！）

　千石は男で、自分も男だ。何故なぜ、胸を高鳴らせなければならないのだ。

　動どう揺ようする基樹をよそに、千石はおもむろに段ボール箱を開かい封ふうし出した。基樹はその箱の中から取り出されたものにぎょっとする。

（何でロープ……？）

　基樹の目にはただの真新しいロープに見えるのだが、その箱の中には何か図のようなものが書かれた紙が同どう封ふうされていた。

「あ、あの……それ、何に使うんですか？」

「縛しばるに決まってるだろう。ちょっと、その椅い子すに座ってみてくれる？」

「は？　はあ……」

　照明に照らされた真ん中に置かれた黒い鉄製のアンティークな細身の椅子に何も考えずに腰こしを下ろすと、千石は手にしたロープをおもむろに基樹の体にぐるぐると巻きつけ始めた。

「なっ、ちょっ、何してるんですか!?」　>>>♥

「だから、縛るんだよ。とりあえずは練習のつもりなんだが……わかりにくいな、この説明書」

「説明書って！」

「あ、この端はしを持ってて。これを下から入れて……こうか？」

「…………」

「そっち貸してくれるか？　腕うでを下ろして。うん、そういうふうに」

　何だかよくわからないけれど、千石はふざけているわけではないらしい。

（もしかして、試してみたい新しいことってこれなのか？　芸術ってよくわからない……）

　何だかおかしいとは思いつつも、素人しろうとが口を挟はさんではいけないような気がして、基樹は大人おとなしく千石の指示に従った。それに昨日のように服を脱ぬげと云いわれるよりはずっといい。

「どこかキツかったり、痛かったりしてないか？」

「痛くはないですが、少しキツいです」

　ロープが絡からんでいくに従って、拘こう束そく感は増してきていた。締しめつけが強いわけではなかったが、自由を奪うばわれているという事実に息苦しいような錯さつ覚かくを覚える。

　巻きついていくロープの硬かたい感かん触しよくと柔らかく触ふれる千石の指ばかりを意識してしまう。

（平常心、平常心）

　基樹は目を瞑つぶって、心の中でそう念じる。昨日は千石の視線を必要以上に意識したのがいけなかったのだ。今日はできる限り無心でいようと心に誓ちかう。

「ここらへんが食い込んでるのか。どうやったら緩ゆるまるんだ？　ここを引っ張るとこっちに余よ裕ゆうができるから───」

　締めつけられている胸の回りを緩めようとして、体のロープの間に千石の指が入れられる。千石は説明書を真しん剣けんに読みながら指を動かしていたのだが、その指が胸の先に触れた瞬しゆん間かん、基樹の背筋がぞくりとおののいた。

「……っ」

「こうすると今度は肩かたのほうがキツくなるのか」

　説明書に視線を落としたままの千石は、基樹の些さ細さいな変化には気づかなかったようで、ぶつぶつと呟つぶやきながらあれこれと試している。

（何なんだよ、このヘンな感じは……っ）

　普段は微み塵じんも意識することのないそこがいま、服の上からの接せつ触しよくでさっきからくすぐったいような微び妙みような感覚を覚えている。

　胸や腰など、体のあちこちに触れてくる千石の指の感触にドキドキし、またヘンな気分になってきていた。

「あ、あの、もう苦しくはないんで大だい丈じよう夫ぶです」

　むしろ、この奇妙な感覚から逃のがれたい一心でそう告げる。このまま触れられていたら、そのうちまた昨日のような反応を示してしまいかねない。

「そう？　腕とか痛くない？」

　千石はそう云って半はん袖そでから伸のびた腕に触れてきた。

「……っ！」

　素す肌はだに指が這はう感触にぞくりと背筋が震ふるえてしまう。おののきに四し肢しを強こわ張ばらせた瞬間、千石の指の動きが止まった。

「どうかした？」

「い、いえっ、何でもありません！」

　体の奥が一瞬ずくりと疼うずいた気がしたけれど、それを意識してしまうと取り返しのつかない状じよう況きようになりかねない。

「そうか？」

　基樹の言葉に千石は作業を再開する。何度か体の周りを往復したあと、複雑に編み込まれたロープの余りはてきとうな場所でちょうちょ結びにされた。

「いまいちバランスがよくないな。やっぱり、こういうのはプロに頼たのむべきなのか……」

　千石は少し離はなれたところに立ち、仕上がりを眺ながめて確かく認にんしている。自分の体を見下ろしてみるけれど、基樹には何がどうよくないのかわからない。千石には写真家としての拘こだわりみたいなものがあるのだろう。

「もう一度やり直してみるか」

「えっ、またやるんですか!?」

「少しコツを摑つかめた気がするんだ。次はもっと上手うまくできるだろうから」

　千石はそう云って、まるで背後から抱だきしめてくるかのような体勢で基樹に巻きついたロープを解ほどきにかかった。

（うわ、この体勢はちょっと……）

　密着しているせいで、千石の吐と息いきが首筋にかかる。湧わき上がってくる微かすかな震えを堪こらえるため、ぐっと歯を食くい縛り目を瞑った。

「おかしいな、何で余計に絡まっていくんだ？」

「外れないんですか？」

「さっきと逆の手順で解いてるはずなんだけど───」

　千石の言葉とはうらはらに、ロープの締めつけはどんどんキツくなってきている気がしてならない。だが、それよりも気になるのはいまの体勢だ。

　背中が密着し、腕同士が触れ合い、呼吸を間近に感じる。否いや応おうなく千石の存在を意識せずにはいられない。

「ごめん、ロープが絡んじゃったみたいなんだ。もう少し我が慢まんしててくれる？」

「……はい」

　基樹は目を瞑ったまま、小さく頷うなずいた。下手へたにいま口を開いたら、昨日みたいにヘンな声が出てしまいそうで怖こわかった。

　絡まった結び目はなかなか解けてくれないようで、千石の気配が遠とお退のく気配は一向にない。

（まだなのかな…？）

　恐おそる恐る目ま蓋ぶたを持ち上げ、屈かがんだ体勢で結び目を格かく闘とうしている千石の様子を窺うかがってみる。千石は息を詰つめ、真剣な面おも持もちで指先に集中していた。彫ほりの深い野性的な横顔に浮うかんだそんな表情に、また基樹の心臓は大きく高鳴ってしまう。

（だから、何でドキドキしてるんだよ俺は！）

　この鼓こ動どうの高鳴り方は緊きん張ちようとは違ちがう。不可解な自らの感情に戸と惑まどいながらも、基樹はすっと通った鼻筋やきりりと引き結ばれた薄うすい唇くちびるに目を奪われていた。

「本当にすまない。もう少し辛しん抱ぼうしててくれ」

「い、いえ」

　千石は基樹の視線を抗こう議ぎのそれだと受け取ったようだ。見み蕩とれていたと知られずにほっとしたものの、至近距きよ離りで向けられた微笑ほほえみに鼓動はさらに乱れてしまう。

（まずい、このままだと───）

　さっきは無視してやり過ごした体の奥の熱がまた自己主張し始めた。早はや鐘がねを打つ心臓の音に合わせて、ズキズキと疼いている。

　理性を総動員して込み上げてくる昂こう揚ようを抑おさえようとしたけれど、基樹の体は持ち主の思い通りにはなってくれなかった。

　千石の視界から少しでも隠かくせたらと両足をぴったりとくっつけて膝ひざを閉じる。だが、その行動は千石の注意を引いてしまったようだった。

「苦しい？　それとも、どこか痛い？」

「や、ええと、大丈夫、です」

　体の昂揚を無理矢理抑え込んでいるせいで、返事がたどたどしくなってしまう。そんな基樹に、千石はぴんと来たようだ。

「もしかして───穂坂くん、また？」

「……っ！」

　即そく座ざに云い繕つくろうことができず、息を吞のむ。バレませんようにと心の底から祈いのっていたけれど、やはり千石には気づかれてしまった。

　目に見える形で体の状態がわかってしまう以上、言葉でどんなに取り繕ったってごまかしは利きかないだろう。体の変化を隠したくても、巻きついたロープがそれを許してはくれない。

「こうなってるってことは、そういうことだろう？」

「あッ」

　千石はそれまでロープを解いていた指先で基樹の膨ふくらんだ股こ間かんを押してきた。敏びん感かんになっていたそこを不意に刺し激げきされ、思わず高い声が上がる。

　そんな基樹に、千石は肩に顎あごを載のせた体勢で訊たずねてきた。

「昨日の今日でこんなになってるってことは、よっぽど溜たまってる？　それとも、疲つかれてるせい？」

「し…知りませんよ、そんなこと！」

　自分のほうが、こんなふうになってしまう理由を教えてもらいたいくらいだ。

（何で、こんなことに……）

　千石もどうして意地の悪いことを云いってくるんだろう？　普ふ段だんの優やさしい彼とのギャップのせいで、どう反応すればいいのかわからない。

　からかっているだけなのか、それとも無自覚な発言なのか。困り果てて涙なみだ目めになっていると、千石はとんでもないことを云ってくる。

「二度目ともなると、誘さそわれてるとしか思えないな」

　肩かた越ごしに覗のぞき込んできた顔の逆側から伸びてきた指が、基樹の顎のラインを辿たどる。その指は喉のど元もとをくすぐったあと、下した唇くちびるギリギリのところを撫なでてきた。

「誘われ……って、何の話をしてるんですか!!」

「だって、俺を意識してたせいでこうなったんだろう？　根本的な原因は他ほかにあるにしても、その気になったきっかけは明白じゃないか」

「そんなこと……っ」

　突つきつけられる事実に言葉が出てこない。基樹は困り果て、視線をうろうろと泳がせた。

「違うって云いきれる？」

「だ、だって、これはただの生理現象で理由とかそういうのは───」

「ただの生理現象だっていうなら、君は誰に見られようが触さわられようがここを硬かたくする節操なしってことになるけど？」

「……っ！」

　千石の云うことはもっともだ。だが、それを認めてしまうわけにはいかなかった。

（だって、そんなに千石さんを意識してるって、まるで───）

　基樹はそこで思考を止めた。そこから先へ行ってしまったら、いけないような気がして。

「まあ、理由はどうあれ、このままじゃどうしようもないだろう？　君は楽にしていればいい」

「けっこうです！　自分でしますから、早くこれ解いて下さい…っ」

「ロープを解くより、こっちをどうにかしたほうが早いと思うよ。多分、原因は俺にあるんだろうから、責任を取らせてくれ」

「ちょっ、責任なんて感じなくていいですから……っ」

　じたばたと暴れても鉄製の重い椅い子すは微かすかに揺ゆれる程度だ。そうこうしているうちにジーンズのホックを外され、昨日と同じように下着の中に手を入れられてしまう。

「や…っ、あ、やめ…やめて下さ……っ」

　昂たかぶりを直じかに握にぎられる感かん触しよくに内うち腿ももが強こわ張ばる。それと同時に昨日覚えた快感の記き憶おくが蘇よみがえり、期待に体がぶるりとおののいた。

「本当にやめて欲しいとは思えないな。こんなにいい反応をしておいて」

「あ…っ、や、ぁ……っ」

　やはり、千石の指ゆび遣づかいは巧たくみだ。自分で慰なぐさめるときとは比べものにならないくらい気持ちよくて、簡単に理性が奪うばわれていきそうになる。

　快感に身を任せてしまいたくなるのを必死に堪え、一番気になっていたことを思いきって聞いてみた。

「あ、あの…っ、俺、男だってわかってます!?」

「それが何か？」

「何かって……」

　千石の返事は拍ひよう子し抜ぬけするようなものだった。絶句している基樹の耳元で、千石は小さな笑い声を立てる。

「こんなことしておいて、性別の区別がつかないようなバカに見えるか？」

「いえ、そうじゃなくて───うわっ、ちょっ、待っ……ぁあっ」

　張り詰めた基樹の屹きつ立りつは下着の中から取り出され、一層淫みだらに擦こすり上げられる。ぴんと反り返った自身の先せん端たんにはすでに体液が滲にじんでいた。ぬるぬるとしたその窪くぼみを指先で抉えぐるようにされた瞬しゆん間かん、基樹は喉元を仰のけ反らせた。

「はっ……あ、や…め……ぁあ…っ」

　千石は甘い吐息を零こぼす基樹の耳みみ朶たぶを甘あま嚙がみしながら、蕩とろけるような低音で囁ささやいてくる。

「気持ちいいことするのに、男も女も関係ないだろう？　俺はどちらかというと男のほうが相性がいいみたいだが」

「……っ！」

　基樹は千石の言葉に息を吞む。

（やっぱり、千石さんがゲイって本当だったんだ…！）

　成田の云っていたことは本当のことだったらしい。

「むしろ、快感を追うだけなら同性のほうが都合がいい。嫌けん悪お感さえなければ、お互たがいのツボがよくわかるからな」

「で、でも、こういうことは…その、と…特別な相手とするものなんじゃ……っ」

「そうだな」

「そ…だな…って、あっ、やめ、やぁ……っ」

「いまやめたら、辛つらいのは君だよ。せっかく気持ちよくしてやってるんだから集中しなさい」

「あぅ…っ、あ、んん、んー…っ」

　昂ぶりをぎゅっと握り込まれる。痛みと紙一重の快感に、基樹は息を吞んだ。上半身を締しめつけられているという現実がもどかしさを募つのらせ、神経を鋭えい敏びんにさせた。

「あ、あっ、あ……っ」

　執しつ拗ような愛あい撫ぶに高められ、まともに言葉を紡つむげなくなっていく。言葉にできないほどの快感に、脳が溶とけていくような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　それでも、爪つめの先ほどの理性は残っていた。膨れ上がった欲望の限界はすぐそこまで迫せまっていることを悟さとり、懇こん願がんする。

「お願い……手…もう、離はなして…下さ……っ」

「どうして。いまやめたら辛いだろう？」

「だって、も、出る……また、汚よごしちゃ……っ」

　昨日は千石の手とこのスタジオの床ゆかを自ら吐はき出したもので汚してしまった。あとからそれを思い出したときは、云いようのない罪悪感と羞しゆう恥ち心でどん底まで落ち込んだ。

　いま、昨夜の痴ち態たいのあとが残っていないということは、千石が片づけてくれたのだろう。だが、再び同じ轍てつを踏ふむわけにはいかない。

「そんなに気になるならこうしようか」

「へ…？　なっ、何してるんですか!?」

　千石は基樹の前に回り込むと、足あし下もとに屈かがんだ。そして、困こん惑わくする基樹の足を左右に押し開き、硬く芯しんを持って勃たち上がった昂ぶりに顔を寄せる。

　予想外の行動に啞あ然ぜんとしているうちに屹立に、ねっとりとしたものが触ふれた。基樹は躊躇ためらいもなく舌を這はわせる千石に目を瞠みはる。

「や、噓うそ───やだ、やめ、や…あ、あ、ぁあ……っ」

　千石は昂ぶりの裏側を舐なめ上げ、体液の浮うかぶ先端を吸うと、痛いほどに張り詰つめたそれを口こう腔こうへと飲み込んでいった。

（俺のが、千石さんの口に中に───）

　その事実だけでくらくらとする。あまりのことに、意識が遠退いていってしまいそうだ。

「あっ…ん、んんっ、はっ…あ……！」

　舌を絡からませながら、唇の裏で扱しごかれる。時折、戯たわむれに根本の膨ふくらみを揉もまれ、昨日以上の快感に頭の中が煮にえたぎった。

「ひぁ…っ、あっあ、あ───」

　手しゆ淫いんでさえ我が慢まんしきれなかったというのに、口淫を堪こらえきることなどできるはずもない。基樹は千石の口の中で白はく濁だくを吐き出してしまった。

「はあ、はあ……」

「昨日よりはちょっと薄うすいかな」

　強きよう烈れつな快感に頭の中が真っ白になっている基樹に対し、千石は涼すずしい顔でそう嘯うそぶきながら指についた汚れを舐め取った。その光景に基樹は文句を云う気力も湧わいてはこなかった。

　自分の身に起こった現実に頭がついていかないのだ。

　強制的に与あたえられた絶頂のあとの気け怠だるさにぼうっとしていると、体を締めつけていたロープが緩ゆるんでいく。絡まった部分を解くことを諦あきらめたのか、千石はじょきじょきと大おお振ぶりの鋏はさみで断たち切っていた。

（初めから鋏で切ればよかったんじゃ……）

　だが、もう口を開くのも億おつ劫くうだった。現実を直視したくない気持ちから思考を放ほう棄きしていると、いきなり体が宙に浮いた。

　多分、昨日のように客室に運ばれるのだろう。抵てい抗こうするよりも意識がないふりをしていたほうが気は楽だ。

　そう思って大人おとなしくしていたのだが、連れていかれた先は予想とは違ちがう部屋だった。

（え？　ここって……？）

　基樹が使わせてもらっている客室ではない。室内の様子から察するに、千石の寝しん室しつなのだろうと見当はつく。だが、ここへ連れて来られた理由はさっぱりわからない。

　ベッドに下ろされたかと思うと、千石の手がおもむろにジーンズにかけられた。一息に引き下ろされ、あまりのことに驚おどろきの声も上がらなかった。下着までずり下ろされそうになり、やっと我に返る。

「な、何してるんですか…ッ」

「何って抵抗しなかったってことは、いただいてもいいって意思表示じゃないのかい？」

「違います！……っていうか、いただくって何を!?」

　しゃあしゃあと告げられる言葉に血の気が引いていく代わりに、冷静さも戻もどってくる。

　背中を向けて逃にげようとしたけれど、後ろから羽は交がい締じめにされ元の位置まで引き戻される。そのとき、背中に何か硬かたいものが当たり、ぎくりとした。

（───これって、もしや……）

　いや、間ま違ちがいない。千石も体が昂こう揚ようしてきているのだろう。だが、原因がわからない。

　直接体を弄いじり回されている基樹とは違ちがい、千石はどこにも触れられてはいないはずなのにどうしてだろう？

　基樹が不思議に思っていると、千石はまた楽しげに笑った。

「もちろん、君をだよ。俺だって男だからね。あんなに可愛かわいく啼なかれたら、我慢の限界だ」

「はあ!?」

　つまり、基樹に対して興奮を覚えているということだろうか。自分のどこにそんな魅み力りよくがあるというのだろう？　女の人の柔やわらかな体とはまったく違うのに───そう考えたあとで、肝かん心じんなことを思い出した。千石がゲイだということを。

　だからといって、同性なら誰でもいいというわけではないだろうに。人にはそれぞれ、好みがあるはずだ。

（そういえば、成田さんが何か云いってたっけ……。俺みたいなのが好みだって）

　あれは本当なんだろうか？　この期ごに及およんでも信じることができない。それともう一つ、成田は気になる言葉を云っていた。

　───隙すきを見せて襲おそわれないようにしろよ。

　あの忠告も成田の脅おどし文句のようなものだと思っていた。だけど、この現状は『襲われている』と云っても過言ではない気がする。

　自分が千石の好みか好みでないかは置いておくにしても、これから手を出されようとしていることは間違いないだろう。

　どうやって思い止とどまってもらおうかと思案していたら、千石は思いきりよく基樹のＴシャツの裾すそを捲まくり上げてきた。

「……ッ!?　ちょっ、千石さん!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。優やさしくするから」

　基樹が突とつ然ぜんのことに体を強こわ張ばらせていると、剝むき出しになった腹部を撫なで回してきた。

「ひゃ…っ」

「やっぱり、いい体してるな。筋肉のつき方に無む駄だがない」

「んっ…あ、やめっ、やめて下さい…！」　>>>♥

　何とかして千石の腕うでの中から抜ぬけ出そうともがくけれど、腰こしをがっちりと抱かかえられているせいで身動きが取れない。

（どうしよう、やっぱこれって襲われてるって云うよな…？）

　自分の置かれている状じよう況きようを冷静に把は握あくすればするほど、対応に困る。相手が千石だと思うと、本気で暴れられないのだ。

　その上、一度高められたばかりの体は思うように力が入らず、触れられているうちに抵抗も弱まっていく。

「離して…っ、やだ、や……っ」

　千石の手は脇わき腹ばらをゆっくりと撫で上げ、鳩尾みぞおちを辿たどって胸元を探さぐってきたかと思うと、小さな尖とがりを指先で押してきた。

「んっ」

　初めはあまり気に留とめていなかったのだが、そこばかりを執しつ拗ように弄られているうちにむず痒がゆいような感覚が生まれてくる。普ふ段だんは存在を意識することのない場所を弄られ、感じてしまっている自分が信じられなかった。

「あっ…や、何でそこばっかり……っ」

「だんだん気持ちよくなってきた？」

「な…んで、あ…っ、ん、んんっ」

「性感帯は開発できるんだよ。弄ってるうちに感じやすくなってきただろう？」

　丸く撫でられたあと、痛みを感じるほど強く抓つねられる。強弱をつけた愛あい撫ぶに、下腹部がずくりと疼うずいた。

「んっ…あ、そこ、や……っ」

　乳ち首くびを弄り回している千石の手を引き剝はがそうとすると、するりとその手が逃のがれ、もう一方の尖りを捕らえてくる。指の間で捏こねられ、吐と息いきが零こぼれた。

「はっ…ぁ、や…だ……っ」

　そんな場所で感じる自分を認めるのが嫌いやで、基樹は必死にかぶりを振ふる。

　もっとちゃんと拒こばまなければと思うのに、体が云うことを聞かない。いくら千石の力が強いからと云っても、全力で暴れれば逃れることはできるはずだ。

　それなのに、嫌だと云いながら行こう為いに甘んじているのは何故なぜなのか、自分ではどうしてもわからなかった。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、千石は基樹の反応を揶や揄ゆしてくる。

「嫌なのにこんなに尖らせてるのか？」

「あ…っ」

「その気になってるくせに。ここだって、また硬くなってるぞ」

　ぐいと押し下げられた下着の中から現れた自身は、再び芯しんを持ち始めていた。先せん端たんはすでに濡ぬれ、熱を持っている。

「……っ」

「こうなったのは、俺のせいって云いたいんだろう？」

　千石は息を吞のんだ基樹の心の中を見み透すかしたかのような言葉を低く囁ささやいてきた。吹ふきかけられる吐息に鼓こ膜まくが甘く震ふるえ、その震えが背筋を伝わり尾びてい骨こつを痺しびれさせる。

　膝ひざの辺りまで下着を引き下ろされたあと、再び自身に触ふれられると思っていたけれど、千石は予想に反して基樹の体をシーツに俯うつぶせにしてきた。

　何をするつもりなのかと困こん惑わくしていると、足の間にとろりとしたものを垂らされた。

「!?」

　その感かん触しよくと冷たさにぎくりと体を強張らせた基樹に、千石はあやすように声をかけてくる。

「すまない、少し冷たかったか？　だが、すぐに慣れるよ」

「ひぁ…っ、ン、ぁ、なに…？」

　ぬめりのある液体を後ろの窄つぼまりにたっぷりと塗ぬりつけられた。いったい何故、そんな場所にと基樹が疑問に思っていたのを察したのか、千石は端たん的てきに説明してくれる。

「何って……知らないのか？　男同士の場合、ここを使うんだよ」

「えっ!?　使うって───んん、んぅ…っ」

　他人には触さわられたことのないような場所をぬるぬるとしたもので探られる奇き妙みような感覚に、歯を食くい縛しばる。

「う……気持ち悪……っ」

　窄まりに濡れた指先を埋うめ込まれた。ぬめりが潤じゆん滑かつ剤ざいの役目を果たし──というか、潤滑剤そのものなのだろう──痛みを感じることなく、基樹の体の中に指は沈しずんでいく。

「準備をしないとあとがキツいから、少し我が慢まんしててくれ」

「そん…な……く、ぅ……」

　千石は異物感に眉まゆ根ねを寄せる基樹にかまうことなく、奥のほうまで強引に指を押し込んできた。たっぷりと垂らされた液体がくちゅくちゅと音を立てるほど、大きく指を動かされる。

　早くやめさせないと取り返しのつかないことになることはわかっているのに、凍こおりついたように手足が動かない。いまの基樹にできるのは、シーツを強く握にぎりしめることだけだった。

「う…ん、んん……っ」

「そんなに硬くなるな。君を苦しめたいわけじゃないんだから。ほら、もっと力を抜いて」

「ぅン…っ、そんな…無理……っ」

　いまの基樹の体は自分にもどうすることもできなくなっていた。すると、千石は一いつ旦たん基樹の中から指を引き抜き、強こわ張ばった体を表に返してきた。

　何をするつもりなのかと閉じていた目を開けようとした瞬しゆん間かん、視界が急に陰かげった。

「ん…っ!?」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかったけれど、数秒後、千石が自分にキスしているのだと認識する。千石は狼狽うろたえる基樹の唇くちびるを甘嚙みして開かせたあと、歯列を舌で割り、口こう腔こうに侵しん入にゆうしてきた。

「あっ…ん、んん、ん…！」

　いきなりの激しい口づけに、頭の中が真っ白になる。千石はキスで基樹を翻ほん弄ろうしながら片方の足を持ち上げ、その奥にある器官にまた指を含ふくませてきた。

　巧たくみに舌を絡からめて基樹の意識を逸そらしながら、固かたく閉ざした場所を搔かき回し、解ほぐしていく。同時に与あたえられる刺し激げきに、基樹の体は一層熱を帯びていった。

「ふ…っ、ぅん、ん……っ」

　搦からめ捕とられた舌を吸い上げられると、じん…と口腔が痺れたようになる。経験がないわけではなかったが、千石のキスは噓うそみたいに気持ちがよかった。

（キスってこんなに気持ちいいものだったんだ……）

　霞かすみがかった意識で、ぼんやりとそう思う。

　そうやって陶とう然ぜんとしてる間に増やされた指が抜き差しを始めた。体の内側を擦こすられる何とも云いえない感覚に身み悶もだえるけれど、基樹の喉のどから零れる喘あえぎは全て千石の唇に奪うばわれていった。

　抜き差しの途と中ちゆう、偶ぐう然ぜんのように指が触れる箇か所しよが酷ひどく感じる。そこを指先で擦られると、ひくひくと昂たかぶりが震え、先端からは透とう明めいな雫しずくが溢あふれ出た。

「んん、ん…ぅ、んんん……っは」

　口づけが解けると、唇の間に銀色の糸が引く。濡れた唇に目を奪われていると、基樹の体内を蹂じゆう躙りんしていた指も引き抜かれた。

「んっ……」

「もう充じゆう分ぶんだろう」

「え───」

　足を大きく左右に押し開かれ、深く折り曲げられる。開いた膝の間に体を割り込ませた千石は、ズボンのフロント部分をくつろがせ、自らの昂ぶりを取り出した。

　基樹はその大きさに目を瞠みはり、やがて千石の目的を悟さとった。

「まさか……」

「察しがいいな。まあ、男ならわかるか」

　千石はそう嘯うそぶき、枕まくら元もとに置いてあった何かを取り上げる。パッケージを切って取り出されたのは避ひ妊にん具だった。慣れた手つきで自身にそれを装着させる様子に、頭の後ろがすぅっと冷えていく。

「や、やだ…っ、そんなの入るわけ…っ」

　あんなものを捩ねじ込まれたら、絶対に痛いに決まってる。むしろ、痛いだけですむとは思えない。基樹はどうにかして千石に思い止とどまってもらおうと、涙なみだ目めになりながら必死に訴うつたえた。

「絶対に無理です…っ！」

「無理かどうか、試してみないとわからないだろう？」

　千石は薄うすいゴムを纏まとった自分の屹きつ立りつにローションのようなものを塗りつけ、基樹の足を抱かかえ上げた。そして、何もかもが露あらわになった基樹の後ろの窄まりに先端を押しつけてくる。

「や……試さなくてもわかっ───ぁあっ」

　ぐっと基樹の中に切っ先が捩じ込まれた。異物を受け入れられるようにはできていない器官を強引に押し開かれる苦しさに、思わず悲鳴じみた声が上がる。

　だけど、予想していたような痛みはなかった。柔やわらかく解された器官が、噓みたいに素す直なおに千石を受け入れていく。

「ひ……ぁ…あ、あ……ぅんっ」

　千石の熱は奥へ奥へと進んでいき、最後は腰こしを遣つかって穿うがってきた。体の中を男の昂ぶりの形に押し開かれ、内臓が迫せり上がってきているような圧あつ迫ぱく感かんに息が詰つまる。

「ゆっくりと息を吐はけ。そう、いい子だな」

　云われるがままに深呼吸を繰くり返すと、体が少し楽になる。深々と穿たれたその場所も、じょじょに馴な染じんでいっている気がした。

　基樹は、動きを止めて汗あせで張りついた前まえ髪がみを指で掬すくっている千石に問いかけた。

「全部、入ったの……？」

「ああ、ちゃんと全部飲み込んでる。ずいぶんとキツく締しめつけてくれてるけどな」　>>>♥

　千石は繫つながった場所を殊こと更さら意識させたいのか、めいっぱいに広げられた基樹の入り口の縁ふちを指でなぞってくる。

「ん…っ」

　指の感触に内うち腿ももがびくりと反応する。

（さっきのあれが、俺の中に───）

　あの質量がいま、自分の体の中に収まっていることが信じられない。だが、硬かたく張り詰めた千石の欲望はドクドクと熱く脈打ち、その存在を確かに主張している。

（こうなってるってことは、俺に欲情してるってことだよな……？）

　そう考えただけで、基樹の体温も上じよう昇しようしていく。

　ぼうっとしていたら千石は動きを滑なめらかにするためか、余っていた液体を繫がり合った部分に垂らされた。

　基樹は冷たさに一瞬身を竦すくませ、くわえ込んだそれを反射的に締めつけてしまう。

「冷たっ」

「これから熱くしてやるよ」

「え…？……っあ、あぁ！」

　千石は濡ぬれそぼった基樹自身をまた淫みだらに扱しごいてくる。ぬるぬるとした感触と千石の巧みな指遣いに、苦しさで萎なえかけていたそれはまた力を取り戻もどしていく。

「ぁあ…っ、あ、あ…っ」

「動くぞ」

　短い宣言のあと、千石は最さい奥おうをキツく突つき上げてきた。そして、衝しよう撃げきに背中を撓しならせた基樹の体を大きく揺ゆさぶってくる。

「ひぁっ…待っ……あ、あっあ！」

　初めは軽い振しん動どうのようなものだったけれど、だんだんと動きは激しくなっていく。ガクガクという揺さぶりが深い抽ちゆう挿そうに変わるまで、そう時間はかからなかった。

「ぁあ…っ、あっ、あっ、あ！」

「思っていた以上に適性があるみたいだな。それとも、俺と相性がいいのか？」

「知らな…っ…あ、あ……っ」

　律動に合わせて上がる高い声。後ろを解ほぐすのに使った液体が、基樹の中でぐちゅぐちゅといやらしい音を立てている。

「ぁん…っ、ん、ぁ、ああ…っ」

「女とするより、よっぽど気持ちいいだろう？」

「やぁ…っ、な…んで……っ」

　いま自分は男に組み敷しかれ、穿たれて、快感を得ている。体を無理矢理開かれ、その内側を擦られる行こう為いが気持ちいいなんて信じられない。

　突き上げられるたびに甘い衝撃が頭の天てつ辺ぺんに抜ぬけていく。内ない壁へきを抉えぐるように搔き回されると、頭の中までぐちゃぐちゃにされてるみたいだった。

「何で『感じる』のかって訊ききたいのか？　男はここが一番感じるようにできてるんだよ」

「あぅ…っ、あ、ん、あっあっ」

　千石は一いつ旦たん腰こしを引くと浅い部分をぐりぐりと突いてきた。あまりの快感に目の前がチカチカとする。

「ほら、もっと可愛かわいく啼いてごらん」

「あぁあ…っ、あっ、あ…っ」

　外れてしまいそうなほど引き抜かれた楔くさびを勢いよく押し込まれると、体内で激しい摩ま擦さつが起こる。その摩擦による熱と快感で皮ひ膚ふからは汗が噴ふき出し、嬌きよう声せいが零こぼれ落ちた。

「君は本当に可愛いな、基樹」

　甘く囁ささやかれながら、熱い吐と息いきを零す唇くちびるの端はしを啄ついばまれる。体に与えられる激しい律動とはうらはらに優やさしく柔らかな感かん触しよくが物足りず、思わず自分から舌を絡ませてしまう。

「んん、んー…っ、んぅ…っ」

　差し出した舌を搦め捕られ、キツく吸い上げられる。じん、と頭の芯しんが痺しびれるのがたまらなく気持ちいい。

　口づけに夢中になっている間も、千石は休むことなく基樹を揺すり上げる。その激しさに唇が外れた瞬しゆん間かん、自分のものとは思えない甘ったるい声が上がった。

「ふっ…あ、あぁあ……っ」

「はしたないな、こんなに零して。自分ので濡れてるのがわかるか？」

　溢あふれ出た先走りで濡れた先せん端たんをぐりぐりと弄いじり回される。

　千石は基樹を犯し続けながら一方的に問いかけてくるけれど、いまの基樹は快感を追うことで精せい一いつ杯ぱいでその答えを考えることなどできなかった。

　突き上げが一層激しくなっていくに従って、基樹の理性は薄れていく。やがて羞恥心も消え失うせ、悦えつ楽らくに溺おぼれていった。










　どこかから、パシャ、パシャ、という軽い音が断続的に聞こえてくる。

（これ、何の音だっけ……？　目覚ましじゃないし、雨が窓に当たる音とも違ちがう……）

　夢と現実の境目で微睡まどろみながら、基樹はぼんやりと考える。聞き覚えがあるような気がしたけれど、以前にどこで聞いたのかぼやけた頭ではどうしても思い至らなかった。

　再び眠ねむりに落ちてしまいたかったけれど、何となくその音が気になってしまう。音の正体を思い出すため、さらりとしたシーツに頰ほおを擦こすりつけながら眠る前の記き憶おくを辿たどってみる。

（そういえば俺、千石さんの家で寝ね泊とまりすることになったんだよな）

　仕事のあと千石の家に戻り、途と中ちゆうで出逢った成田の相手をし、帰ってきた千石にまたスタジオに引っ張り込まれ───。

　そこまで思い出したところで、『音』の正体が何なのかわかってしまった。ぱちりと目ま蓋ぶたを開くと、カメラをかまえた千石の姿が目に入った。

「ちょ───いたたた……」

　千石を止めようと慌あわてて起き上がったけれど、腰の鈍どん痛つうにまたベッドに伏ふせてしまう。

　痛いのは腰だけではない。無理矢理押し開かれたあの場所もひりつくような痛みがあり、まだ異物感がある。その感覚が、否いや応おうなく恥はずかしい記憶を呼び覚ます。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫かじゃないですよ！　何、撮とってるんですか!?」

「いい顔してたからつい」

「つい、じゃないですよ！　ついじゃ！」

　体に振動を与あたえないようゆっくりと体を起こし、悪びれもしない千石を睨にらみつける。撮らないという約束だった顔を撮られていたことも動どう揺ようの一因だったけれど、千石と関係を持ってしまったという現実に戸と惑まどっていた。

「大丈夫、これは表に出すつもりはないから」

「当たり前です…っ」

　寝ね顔がおを撮られたということも恥ずかしいのに、何も身に着けていない状態など誰にも見られたくない。困こん惑わくする基樹に、千石は涼すずしい顔で謝ってくる。

「初めてなのに、無茶させて悪かったね。でも、君も気持ちよかっただろう？」

「……ッ」

　初めてだからということよりも、同意のない行為だったことのほうが問題なのではないだろうか？　だが、実際気持ちがよかったことは事実なので、云いい返すことはできなかった。

　イカされたところで腕うでは解といてもらえたのだから、拒こばもうと思えば拒めたはずだったのに強ごう引いんな千石に流される形で、結果的に行為を受け入れてしまった。しかも、男同士だったにも拘かかわらず嫌けん悪お感はなく、信じられないくらい感じてしまって……。

（誰か噓うそだって云ってくれ……）

　苦痛ばかりなら千石を責められるのに、途中から──半ば無理矢理云わされたとはいえ──求めたのは基樹のほうだ。しばらくは自己嫌悪から立ち直れそうになかった。

「シャワーはどうする？　動けないようなら、手伝ってあげてもいいけど」

「ひ、一人で入れます！」

　体にかけてあった薄うすがけを腰こしに巻きつけ、体の痛みを堪こらえてベッドの上を後あと退じさる。だが、焦あせったせいでベッドの幅はばを考えていなかった。

「うわぁ…っ」

　基樹はベッドの端はしから転げ落ちてしまった。じたばたとあがいて体勢を整えたけれど、自分の間ま抜ぬけな姿に恥ずかしくなり、それまでとは違ちがう恥ずかしさが込み上げてきた。

「大丈夫か？」

「大丈夫、ですっ」

　千石は基樹の背後に回り、腕の下に手を差し入れて立ち上がらせてくれる。

「眠っている間に一通り体は拭ふかせてもらったが、シャワーを浴びたほうがさっぱりとするだろう。バスルームはそこのドアを入ったところにある。備品は好きに使えばいい。困ったことがあったらすぐに呼んで」

「……っ」

　いたたまれなさに、基樹はよろめきながら千石の指先にあるバスルームに逃にげ込んだ。バタンと木製のドアを閉じ、寄りかかるようにしてずるずるとその場にへたり込む。

「……もうやだ」

　一人になった基樹は、ぼそりと本音を零した。いままでたくさんのドジを踏ふんできて、恥ずかしい思いもたくさんしてきたけれど、死ぬたくなるほどの恥ずかしさは初めてだ。

　どうして、自分がこんな目に遭あわなくてはならないんだろう？　そもそも、千石はいったいどういうつもりなのか。

（やっぱり、人形を壊こわしたことを怒おこってるのかも……）

　その腹いせに基樹をいじめているのでは───。

　いや、しかし、千石はそんな酷ひどい人間ではないはずだ。普ふ段だん、基樹に見せてくれる優しさは本物だし、花があれだけ懐なついているのだから。

　そのときふと、ある考えが脳のう裏りを過よぎった。

（ゲイの人って、こういうことに関して奔ほん放ぽうだって聞くけど、本当なのかも……）

　偏へん見けんかもしれないけれど、千石の行動はそう考えないと理解することは難しい。

　性せい行こう為いを重大なことだと思っていない───そう考えれば、昨日のことも今日のことも一応は説明がつく。

　基樹の体がその気になっていた。だから、それを解消するために手伝った。ついでに自分の性欲処理も一いつ緒しよにすませてしまった。千石にとっては、ただそれだけのことなのだ、きっと。

　ただ、千石の意図がわかったところで、基樹の戸惑いが解消されるわけではない。これから、どんな顔で千石と過ごせばいいのだろう？

　彼のように平然としていることは到とう底ていできないが、騒さわぎ立てて千石を困らせることもしたくない。では、いったいどうしたらいいのか？　その答えはすぐには出てこなかった。

　この数日で自分の身の上に起こった出来事は基樹のキャパシティを超こえており、考えれば考えるほど頭の中がこんがらがってくる。

（何で俺ってこんなにバカなんだろう……）

　じわりと浮うかんできた涙なみだを堪えるために、唇を嚙かみしめる。けれど、瞳ひとみの奥が熱くなっていくのを止めることはできなかった。

「もう、ホントやだ……」

　基樹は頭を抱かかえ、大きくため息をつく。このときの基樹はまだ、大きな困惑のせいで重大なことに気づけないでいた。
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「よいしょっと」

　洗い立ての洗せん濯たくものが入った籐とう籠かごを持ち上げ、サンダルを履はいて庭に出る。昨日の天気予報で今日は快晴だと云っていたから、夜のうちに使われていない部屋のカーテンを外しておき、今朝早起きをして洗濯したのだ。

　いまから干しておけば、帰ってきた頃ころにはすっかり乾かわいているだろう。

（それにしても、庭が広いっていいよなぁ）

　どれだけ洗濯ものを干しても、まだ花が走り回るスペースが残っている。ずっとマンション暮らしの基樹にとっては、そういう意味で羨うらやましかった。

　花はというと、朝あさ寝ね坊ぼうの最中だ。基樹がこの家に来たばかりのときは興奮していたようで、一緒に早起きしていたのだけれど、すっかり慣れてしまったいまは眠っている横を通っても決まった時間までは起きてこない。

　カーテンを干し終えたあと家の中に戻もどり、花の様子をこっそりと見に行くと、案の定まだ夢の中にいた。

「まったく、気持ちよさそうな顔をして」

　基樹は横になって規則正しい寝ね息いきを立てている花に苦く笑しようする。彼女のそんな様子を見ている間だけは、抱え込んだ悩なやみを忘れられるような気がした。

（いっそ、綺き麗れいさっぱり記き憶おくから消えてくれればいいのに）

　悩むことに慣れていない基樹は、つい非現実的な希望を抱だいてしまう。

　───あれ以来、表面上は何ごともなかったかのように日々が過ぎた。千石は相変わらずにこにことしながら優やさしく接してくるし、悠真からの電話も毎晩かかってくる。

　しかし、何も変わっていないのは周りだけで、基樹もそうだったわけではない。

　名前を呼ばれるだけでびくつき、指先が触ふれ合っただけでも飛び上がってしまう。それに対して、千石はいままで通りの穏おだやかな態度で接するものだから、基樹のいたたまれなさは倍増されるのだった。

　性的な行こう為いはあれから一いつ切さいなく、撮さつ影えいもスタジオでは行われない。そのことにほっとしつつも、戸惑いを覚えずにはいられなかった。

（気にしなきゃいいんだよな？　女の子じゃないんだし、犬に嚙まれたようなものだと思えば大したこと……）

　基樹はそう自分に云い聞かせ、あの夜のことを努めて忘れようとしていたが、あんな強きよう烈れつな体験をそう簡単に忘れることなどできるわけがない。千石に呼びかけられるたび、基樹は否いや応おうなく心臓を高鳴らせてしまっていた。

　少し経たてば何とか普ふ通つうに話せるようになるのだが、顔を見たり声を聞いたりした瞬しゆん間かんだけは動どう揺ようを隠かくすことができないのだ。

（何でなんだろ……）

　元々隠しごとは苦手だし、感情も表に出やすいタイプだけれど、千石に対しては過か剰じように反応しているように思えてならない。

　花の頭を撫なでながら思案に暮れていると、パシャリと音がした。

「おはよう、基樹」

「……っ！　お、おはようございます」

　不意に声をかけられ、いつものように心臓が跳はね上がる。カメラを手ににこにこと微笑ほほえむ千石に、基樹は胸の上から心臓を押さえ、無理矢理笑顔を作った。

（いい加減、慣れろよ！）

　できる限りいままで通りに振ふる舞まおうと決めたのは、他ほかでもない自分自身なのだ。いつまでもびくついていてどうする。

　だが、何となくだけれど、千石と一緒にいるときの鼓こ動どうの高鳴りは緊きん張ちようや不安、恐きよう怖ふといったものとは違ちがうように感じていた。

　千石はあの日から、基樹のことを名前で呼んでくる。甘さを含ふくんだ低い声で呼ばれると、何だかくすぐったいような気持ちになる。

「朝から精が出るね」

「は、はい」

　労ねぎらいの言葉に姿勢を正す。以前は千石に笑顔を向けられるとただ嬉うれしいばかりだったけれど、いまは不可解な昂こう揚ようと焦しよう燥そう感に駆かり立てられる。

　体は発火したみたいに熱くなり、手の平が汗あせばんできていた。喉のどもカラカラに渇かわき、言葉も上手うまく紡つむげない。そうなってしまう原因は、基樹にはよくわからなかった。

　少し経てば慣れてきて平静を保てるようになるのだが、心の準備がないとてんでダメだ。

「あ、あの、食事の準備、いまからしますねっ」

　ギクシャクと手足を動かし、キッチンへと向かう。このまま千石と向かい合っていたら、心臓が壊れてしまいそうだった。基樹は空になった籐籠を手にしたまま、キッチンへと逃げ込む。

（し…死ぬかと思った……）

　早はや鐘がねを打つ心臓を鎮しずめようと、何度か深呼吸を試みる。

　あれ以来、自分はどこかヘンだ。あんなことをされたのだから、ヘンになってもおかしくはないのだが、それとはまた違う気がしてならない。

　こんなふうにドキドキするよりも、基樹の同意を得ることなく無理矢理抱いてきた千石を憎にくんだり、嫌けん悪おや恐怖を抱いだいたりするのが普通ではないだろうか？

（あれ…？　そういえば何で俺はあんなことされて嫌いやじゃなかったんだろう？）

　どうして千石が自分なんかに手を出したのか、という考えに囚とらわれてばかりいたせいで、自分の気持ちに目を向けるのを忘れていた。

　根本的な問題に気づき、自問してみる。

（俺はどう思ってるんだろう？）

　千石にされた行為のことを。そして、千石自身のことを。

「嫌、ではなかった…よな……？」

　それだけははっきりしている。千石に触れられ、好きに弄いじり回されたことに関しては、嫌悪感も不快感もなかった。むしろ、生まれて初めて味わったと云いってもいいほどの快感に戸と惑まどう気持ちのほうが大きかった。

　どちらかと云えば、基樹の貞てい操そう観念は堅かたいほうだ。欲望を解消するために好きでもない相手と関係を持つことは好ましいとは思えないし、いままでそういう経験をしたこともない。

　だが、千石との行為は成り行きとしか云えないだろう。それなのに、後こう悔かいしたり千石を恨うらめしく思ったりはしなかった。

（……ますますよくわからなくなってきた……）

　混乱の要因が増え、頭を搔かきむしっていると不意に千石の声がした。

「そうだ、基樹」

「うわッ」

　キッチンにひょいと顔を覗のぞかせた千石に、お化けにでも遭そう遇ぐうしたかのような悲鳴を上げてしまう。そんな基樹の反応に、千石は声を立てて笑った。

「ごめんごめん、驚おどろかせたかな？　今日はスクランブルエッグじゃなくて目玉焼きの気分だって伝えそびれてたのを思い出してね」

「わ、わかりました」

　千石の様子からすると、いま長々と考え込んでいたところは見られていないだろう。何も云わずに踵きびすを返した千石にそう思って安心していると、その足がぴたりと止まる。そして、振り返って云った。

「さっき百面相してたけど、どうかした？」

「いえっ、何でもありません！」

　思わずカァッと顔が熱くなる。

（見られてた…!?）

　動揺にそれまで考えていたことはすっかり飛んでしまい、どうやってごまかすかということで頭がいっぱいになる。追つい及きゆうを避さけようと、基樹は慌あわただしく食事の準備を始めた。

「そう？　じゃあ、俺は花に餌えさをやってるからできたら呼んでくれる？」

「は、はいっ」

　改めてキッチンに一人になった基樹は、安あん堵どと共に襲おそってきた疲ひ労ろうにぐったりと肩かたを落としたのだった。










　手早く朝食の仕度をすませ、テーブルに並べていく。朝はあまり入らないという千石のリクエストにより、トーストにベーコンエッグにヨーグルトという軽いメニューだ。

　ちなみに肉体労働の基樹には軽すぎるので、自分のぶんは量を多くさせてもらっている。

「今日はミルクどうしますか？　ポーションがなくなっちゃってたんで、牛乳しかないんですけど───」

　コーヒーをカップに注いでいると、パシャリと音がした。写真を撮とられたことに気づいて、顔を上げると千石はにこりと微笑みかけてきた。

「ブラックでかまわないよ」

「……わかりました」

　さっきも花の頭を撫でているところを写されたけれど、千石は最近、基樹のキッチンに立つ姿やフィルムの整理をしているところや、花と戯たわむれている様子ばかりを写真に撮ってくる。

　初めは過剰に反応してばかりいたけれど、さすがにもう慣れてきた。だが、気になっていることがある。基樹は思いきって、予かねてからの質問を切り出してみた。

「あのう、そんな写真で役に立つんですか？」

「もちろん。どんなシーンでも君は魅み力りよく的だよ」

　千石は相変わらず涼すずしい顔で、恥はずかしい言葉を口にする。

「それはどうもありがとうございます」

　基樹は笑えない冗じよう談だんだと決めつけ、軽く流しながら作業を続けた。コーヒーが満たされたカップを千石の前に置き、自分のぶんには砂糖を入れる。ブラックでも飲めなくはないが、朝は糖分を摂とっておきたい。

　準備を終えてエプロンを外していると、またパシャリと写真を撮られた。

「俺はいつでも本気だけど？　まあ、一番の理由は君を無む駄だに意識させないことかな」

「？」

　いったい、どういう意味なのだろうと首を傾かしげていると、千石はとんでもないことをしれっと云ってきた。

「だって、俺を意識すると欲情するだろう？」

「な……っ」

　反論することができず、赤くなっていると止とどめを刺さされた。

「その気があるなら、いつでも喜んで相手するけど？」

「けっこうです！」

　強い口調で断ると、千石は声を立てて笑った。やはり、からかわれていたようだ。ようやく落ち着きかけていた心しん拍ぱく数すうがまた急上昇してしまい、ばくばくとうるさく鳴なり響ひびく。

（人の気持ちも知らないで……）

　だけど、こういう発言から考えてみても、やはり千石が基樹を抱だいてきたのは大して深い意味があったわけではなさそうだ。

（遊びなのか、気まぐれなのかはわからないけど……）

　そう考えた瞬しゆん間かん、ズキリと心臓が痛む。だが、その痛みは一瞬で過ぎさり、すぐに跡あと形かたもなく消え去ってしまった。

「……？」

　締しめつけられるようでいて何かが突つき刺さったような不思議な感覚。いまの痛みは何だったのだろう？　その正体を探さぐりたくても、いまは気のせいだったとした思えないくらい綺き麗れいに消え去ってしまっている。

　困こん惑わくしていると、千石がコーヒーを啜すすりながら話題を変えてきた。

「そういえば、基樹はどうして配達の仕事をしようと思ったんだ？　たまには君の話を聞かせてもらいたいな」

「え、でも、聞かせるほどの話でも……」

　まさか、自分の話になるとは思わなかった。

「少しでも君のことを知りたいんだよ」

　千石のやんわりとした口調で云われると、何となく断りづらい。基樹はどう話したらいいかと考えながら口を開いた。

「えと、本当に大した理由があるわけじゃないんですけど……俺、頭も悪いし勉強も好きじゃなかったから、高校出たら働こうって決めてたんです。体動かすのが好きだし。高校のときの担任に勧すすめられて、いまの仕事に」

　簡潔に説明すると、千石は意外な感想を告げてくる。

「じゃあ、その先生に感謝しないとな」

「どうしてですか？」

「君がいまの仕事についてくれたお陰かげで、俺は君に再会することができたんだから」

「ま、またそんなこと云って。千石さんは大おお袈げ裟さなんですよ」

　芝居がかった言葉に苦く笑しようすると、千石は残念そうに呟つぶやいた。

「本心なんだが。どうしたら、君は信じてくれるのかな」

　別に信じてないわけではない。大おお仰ぎような物云いをされるから、話半分に聞いてるだけだ。

　千石の云い方は恥ずかしかったけれど、基樹も千石に再会できたことは嬉うれしかった。それまでずっと伝えそびれていたお礼のことが気になっていたし、純じゆん粋すいに話もしてみたかったから。

　本当にいまの会社に入ってよかったと思う。

「この仕事は天職だと思ってます。ドジはするけど、仕事で色んな人に会うのも楽しいですし」

「そうだな、君は本当に楽しそうに仕事してると思うよ。でも、大変だな。毎日毎日、朝から晩まで仕事だろう？　それなのに、面めん倒どうなことを頼たのんでしまってすまないな」

「何云ってるんですか！　謝らなければいけないのは俺のほうなんですから、気にしないで下さい」

　そもそも迷めい惑わくをかけてしまったのは基樹なのだから、千石が気にする必要はどこにもない。

　モデルの件はともかく、家事は家にいても担当するわけだし、どちらかといえば手間は減っていると云える。

「だけど、こんなに休みが取れない仕事だとは思わなかったから、無理を云ってしまった気がしてね。……いつも、こんなに忙いそがしいのか？」

「そうですね、お盆ぼんとか年末とか荷物が増える時期もありますけど、だいたいこんなもんですよ。常に人手不足なんで」

　長年勤めているベテランもいれば、数年で辞やめていく者もいる。とくに最近は入って数ヶ月で辞めていく新卒が多い。研修も厳しいし、主な仕事は荷物を運ぶことだとは云っても、人相手の仕事だからサービス業的な面もある。それぞれ向き不向きがあるだろうし、体力に自信がないと続けてはいけないだろう。

　人手が足りない穴はチームで分担して埋うめていくことになる。次から次に営業所に運ばれてくる荷物を客のところに遅おくれることなく届けるためには、休んではいられない。かく云うこの半月も、働き通しだ。来週、やっと一日だけ休みを取ることができる。

「そうだ。今度の休みはいつになる？」

「え？　来週の水曜が休みですけど」

　その日はこの家の二階のワックスがけと窓まど拭ふきをやろうと思っていた。買い出しにも行きたいし、残りのカーテンも洗ってしまいたい。

「二日ほど連休が取れるようならロケに行きたいんだが……できたら、君も一いつ緒しよに来てもらいたいと思ってるんだ」

「連休ですか……。まだ夏休みは申しん請せいしてないんで、二日くらいなら何とかなると思いますけど、すぐにはちょっと……」

　いままでの経験からいうと、せめて半月前には申請を出さないと二連休は難しい。だが、千石の口ぶりからすると、近いうちに時間を作ったほうがよさそうだ。

「日にちはいつでもかまわないよ」

「じゃあ、今日上司に訊きいてみます」

　とりあえず、ダメ元で申請してみよう。もしかしたら、調整がつくかもしれない。

　しかし、ロケということは、写真を撮とるということだ。風景を撮るのか、それとも基樹のことを撮るのかはわからないけれど。

　何も云われないということは、アシスタントか運転手として連れていかれるのかもしれない。

（もしまたヘンになったとしても、さすがに外ならエッチなことしてこないよな…？）

　ちらりとそんな考えが脳のう裏りを過よぎったけれど、直接それを確かく認にんするわけにもいかない。そもそも、千石が何を思ってあんなことをしてきたかもわからないし、敢あえてその行こう為い自体を気にしていないふりをすることを決めたのは基樹なのだから。

「よろしく頼むよ」

「は、はい」

　基樹は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて頷うなずくことしかできなかった。










　二階の一部屋に雑ぞう巾きんがけをしてから出社したら、いつもより少し早く営業所に着くことができた。時間があるなら、ついでにトラックの荷台の掃そう除じもしてしまおうと思い、急いで仕事着に着き替がえていると、更こう衣い室に後藤が汗あせを拭ふきながら入ってきた。

「あ、おはようございます」

「おはよう。今日も暑いなぁ」

　汗っかきの彼は駐ちゆう車しや場からここまで来る短い距きよ離りで、額に汗を浮かせている。毎年、夏は辛つらそうだ。

「雨よりはいいですよ。荷物が濡ぬれるのを気にしないでいいし」

「そうだな、雨の日は穂坂のドジが増えるもんなぁ。いつだったっけ、マンションの入り口で滑すべって転んで荷物を潰つぶしたのって」

「もうそのことは忘れて下さいよ！」

　せっかくフォローを入れたのに、混ぜっ返されてしまう。むくれて見せると、後藤は快活に笑った。きっとこの先、彼の下で働く限り云われ続けるに違ちがいない。

（まあ、俺がドジなのがいけないんだけどさ）

　そのせいで、千石の大事な荷物も壊こわしてしまったわけだけれど。注意力散さん漫まんというよりも、一つのことに集中すると他ほかのことが目に入らなくなってしまうのだ。

　それでも勤め始めた頃ころに比べたら、ずいぶんとマシになっていると思うのだが。

　そのときふと、千石との朝の会話を思い出した。

「あ、そうだ、後藤さん」

「ん？」

「近々、二日くらい休みが欲しいんですけど、いまから申請したらいつ取れると思いますか？」

「休み？　何だ、どっか遊びに行くのか？」

「まあ、その、ちょっとありまして」

　冠かん婚こん葬そう祭さいなら比ひ較かく的てき融ゆう通ずうしてもらえるが、それ以外の理由となると難しいだろうし、こちらも強くは頼めない。千石の手伝いは基樹にとっては大事な用事だけれど、千石の荷物を破損させてしまったことは報告していないから後ろめたさもあって口くち籠ごもってしまう。

「ははぁ、彼女とデートだろ？」

「ち、違いますよ！」

　基樹は必死に訂てい正せいしたけれど、後藤にさらりと聞き流されてしまい、それ以上の云い訳は聞いてもらえなくなってしまった。

「まあ、時期にもよるな。有休を二日取るのは難しいが、元々の休みにくっつければ連休で取れるんじゃないか？　と云っても、いますぐにってのは無理だろうな」

「そうですよね……」

　後藤の言葉に、基樹はガックリと肩かたを落とす。今度こそはちゃんと千石の役に立てるかと思っていたのだが、そう簡単にはいかないようだ。

　そんな基樹を見て、後藤が何か思案している。

「来週、お前水曜が休みだったよな？」

「あ、はい」

「火曜なら、来月頭の休みと代わってやってもいいぞ」

「え、本当ですか!?」

　思いがけない申し出に、テンションが上がる。

「俺も娘むすめに海に連れてけってねだられててな。どうせなら、泊とまりで行きたいと思ってたんだ。トレードってことでどうだ？」

「助かります！　よろしくお願いします！」

　基樹は後藤に向かって深々と頭を下げた。話のわかる上司で、本当によかった。

「こういうことはお互たがい様だろ。働き詰づめでも精神衛生上よくないしな。でも、土産みやげは買ってこいよ」

「はい！」

（遊びに行くんじゃないけど、お菓か子しくらいどこかで買えるよな？）

　基樹は嬉き々きとして、休みが取れたことを千石にメールで報告したのだった。
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「おはよう、基樹」

　千石の柔やわらかな声と共に勢いよくカーテンが開かれ、強い光が部屋に差し込んでくる。基樹は呼びかけに目を開けたけれど、眩まぶしさに眉まゆ根ねを寄せた。

「う……千石さん……？」

「昨日出かけると云いっておいただろう？」

　寝ね惚ぼけ眼まなこに映る千石の笑顔は朝日のように爽さわやかで、思わず見み蕩とれてしまう。

「こんなに早く……？」

　外はもう明るくなっていたけれど、時計を見ると五時になったばかりだった。仕事がある日は似たような時間に起きているが、休日は普ふ段だんの睡すい眠みん不足を補うべく十時までは寝ていることが多い。

（そういや、今日はロケだったっけ……）

　休みを取れとは云われたけれど、どこに行くとか何時に出るとかそういうことは聞いていなかったので、目覚ましはセットしていなかった。唯ゆい一いつ知らされているのは泊まりになるということだけだ。

「車の中で寝てていいから、すぐ仕度して。花だってもう起きてるぞ」

「え、噓うそ!?」

　あの寝ぼすけの花がこんな時間に目を覚ましているなんて信じられず、驚おどろきで眠ねむ気けが飛んでいってしまった。そして、続けられた千石の言葉に飛び起きる。

「目が覚めないようなら、着替えさせてやろうか？」

「い、いえ、けっこうです…っ」

　以前だったらこういう言葉は冗じよう談だんとして受け取っていたけれど、いまは簡単に笑い飛ばせなくなっていた。

（千石さんの云うことは、どこからが本気かわかりづらいんだよな……）

　うっかり、冗談として受け取り『お願いします』などと云ったら、本当に着替えさせられてしまう可能性もある。

「そうか？　じゃあ、俺は下で待ってるから。二度寝はするなよ」

　千石はどこか残念そうな顔で、基樹の部屋から出ていった。

（やっぱり、本気だったのかも……）

　迂う闊かつなことを云わなくてよかったと、ほっと胸を撫なで下ろす。気を取り直し、ベッドから抜ぬけ出すと、手早く着替えをすませた。

　部屋に備えつけられたラバトリーで仕度をし、昨夜準備しておいた泊まり用の荷物を手に一階へと下りていった。

「お待たせしました…っ」

「大だい丈じよう夫ぶ、全然待ってないから」

　リビングに顔を出すと、千石は優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいた。花は基樹の姿を見つめると、ぱたぱたと尻尾しつぽを振ふってくる。挨あい拶さつ代わりに花の頭を撫でながら、千石に質問する。

「あの、今日はどこに行くんですか？」

「まだ内ない緒しよ。着いてからのお楽しみだよ。もう出られるなら出たいんだが、準備はできてるかい？」

「あ、はい、一応……」

「じゃあ、行こうか。朝食は高速のサービスエリアでいいよね？」

「え？　ま、待って下さい…っ」

　基樹は千石と花に急せかされるまま、二人のあとについていく。

　玄げん関かんから出た基樹は、刺さすような日差しにつられて空を見上げた。そこには雲一つなく、どこまでも綺き麗れいな青が広がっていた。

「晴れてよかった。穂坂くんは花と一いつ緒しよに後ろに乗ってくれるかい？　いざというときのために花を抱だいておいてくれ」

「わかりました。よろしくな、花」

　足あし下もとにいる花を抱き上げ、声をかけると顔中を舐なめてくる。

「わ、こら、くすぐったいって！」

「二人とも、遊ぶなら車の中でいくらでもしていいから、早く乗って」

「は、はいっ」

　基樹は千石がドアを開けてくれた後部座席に花と共に乗り込んだ。










「基樹、そろそろ起きて。もうすぐで着くよ」

「ん……？　うわっ、俺寝てました!?」

　千石の声に目を覚ました基樹は、自分が眠ねむっていたことに驚いた。花はどうしただろうと視線を巡めぐらせると、俯うつぶせの状態で基樹の膝ひざに頭を載のせてまだ眠っていた。

「ああ、二人で気持ちよさそうにぐっすりとね」

　千石の愛車であるシルバーのＳＵＶに乗り込み、シートベルトを締しめたところまでは覚えているのだが、その先の記き憶おくがまったくない。

　シートにゆったりと身を任せているうちに、眠ってしまったのだろう。

（それにしたって、一回も目ぇ覚まさないなんて……）

　千石の運転が上手かったのか、停車や発進の振しん動どうはほとんど感じなかった。

「すみません、千石さんにずっと運転させちゃって……ってここどこですか？」

　窓の外に目をやると、上り坂の道なりに青々とした林が広がっていた。すっかり変わっていた景色けしきに驚き、目を瞠みはる。

　いつの間にか開け放たれた窓からは、涼すずしい爽やかな風が入ってきている。都会の喧けん噪そうとはかけ離はなれた雰ふん囲い気きに啞あ然ぜんとした。

「軽かる井い沢ざわの近くだよ。涼しくていいだろう？」

「軽井沢!?」

「友人の別べつ荘そうがあるんだ。今月いっぱいは使わないそうだから、貸してもらったんだ。今日はそこに泊まるからね。風ふ呂ろに温泉が引いてあるから、夜はゆっくりと疲つかれを癒いやすといい。その前に一仕事してもらうけどね」

「えっ、個人の家に温泉が来てるんですか？」

「ああ、そのへん一帯はどこもそうしてるらしいよ。友人もそれが目当てで、その場所に土地を買ったと云ってたな」

「すごいですね……」

　さすが、千石の友人だと云うべきか、生活レベルが基樹とはまるで違ちがう。高原の別荘をテレビの旅番組以外で目にする日が来るなんて夢にも思っていなかった。

　走っているうちに白しら樺かばの木々の間から建物がぽつぽつと見えるようになってきた。どの家も可愛かわいらしい造りで、流れていく景色は絵はがきのようだ。

「確か、このへんだったな。ああ、ほら、あそこにログハウスみたいな家があるだろう」

　林の向こうが明るくなっており、その先に何か広いスペースがあることがわかる。窓から乗り出すようにして見てみると、丸太を組んで作られた建物の三角の屋根が目に入った。

「あの開けたところにある建物ですか？」

「そう。気に入ってもらえるといいんだが───といっても、俺も実際に来るのは初めてなんだ」

　千石は喋しやべりながら滑なめらかなハンドル捌さばきで砂じや利りの敷しかれた私道へと入っていった。そして、千石の運転していたＳＵＶは二階建ての建物の前に静かに停とまる。

「さあ、着いたよ」

「ここですか……？」

　それはまるで絵本の中から抜け出てきたかのような建物だった。二階には広いベランダがあり、屋根の上には煙えん突とつがついている。建物自体も立派なものだったけれど、それよりも驚いたのは併へい設せつされたグラウンドだ。

　広々とした芝しば生ふの周囲は高いフェンスで囲まれており、入り口のところには犬の絵が描かかれたプレートがかけられている。どうやら、あのスペースは専用ドッグランになっているらしい。これが個人所有だとは驚きだ。

「すごいですね……」

「だろう？　友人は愛犬家というか、かなりの親バカなんだよ。ここを貸してくれって云いったら、俺がそいつと飼い犬のとのポートレートを撮とるならって条件を出してきた」

「へ、へえ……」

　それだけのためにこの高原のリゾートに広い土地を買い、こんな施し設せつを作ったというのか。

（親バカにもほどがあるだろ……）

　そう思ったけれど、口にするのはやめておいた。基樹とは根本的に感覚が違うのだろう。

「たまには広いところで走らせてやりたいだろ？」

　ここなら、リードを外していくらでも走らせてやれそうだ。

　普ふ段だんの散歩は住宅街の中の細い路地を回るだけですませることが多い。事故の後こう遺い症しようも癒いえてきたとは云え、まだ車通りの多い道は怖こわがって行こうとはしない。

　庭では走り回ってはいるけれど、ここの解放感は段だん違ちがいだ。

　だけど、今日の目的は撮さつ影えいのためのロケなのではなかったんだろうか？

「あの、でもロケはどうするんですか…？」

「もちろん、ここで撮るよ。俺は中でやることがあるから、その間花と遊んでやってくれ」

　にこやかにドッグランの入り口の鍵かぎを手て渡わたされ、困こん惑わくに眉まゆを垂れる。

「俺に何か手伝えることはないんですか？　荷物運びとか、家の中の掃そう除じとか……」

「大丈夫、準備ができたら呼ぶから。荷物も大した量はないし、花の退たい屈くつを紛まぎらわしてやるほうが重要だ」

　千石は至し極ごく真ま面じ目めに云ってくる。

「でも……」

「ほら、花が待ってるぞ。そこの手て提さげの中にボールとフリスビーが入ってる。喉のどが渇かわいたようだったら、そこに水道があるから。何かわからないことがあったら、聞きに来てくれ」

　本当にいいのだろうかと躊躇ためらっていると、花がわんっと一声鳴き、足下にじゃれついてくる。そして、一向に動こうとしない基樹のジーンズの裾すそを引っ張ってきた。

　待ちきれないと云わんばかりの催さい促そくに、思わず顔が綻ほころんでしまう。

（まあ、千石さんがいいって云ってるんだからいいか）

　そう自分の中で折り合いをつけると、花のおもちゃが入った手提げを摑つかんで花に声をかける。

「じゃあ、行くか花！」

　基樹の呼びかけに、花は我先にドッグランへと走っていった。










「疲れたー……」

　思う存分花と遊び倒たおした基樹は、木こ陰かげに大の字に寝ね転ころがった。芝生が剝むき出しの腕うでにちくちくと刺ささるけれど、いまは起き上がる気力はない。花も俯せになりぺたりとお腹なかを芝生にくっつけて、手足を伸のばしていた。

　時折吹ふきつけてくる風は汗あせばんだ肌はだを乾かわかしてくれる。その心地ここちよさに目を瞑つぶると、眠ねむ気けが襲おそってくる。うとうととしかけたそのとき、かさりと足音が聞こえた。

　反射的にぱっと目を開けると、木こ漏もれ日の下に千石が立っていた。道なりに続く木立の景色よりも絵になる光景に、一瞬見み蕩とれてしまった。　>>>♥

（……いかん、見蕩れてる場合じゃない）

　撮影の準備ができたら呼ぶと云っていたから、そのことで来たのだろう。寝たままではまずいと気づき、腹筋を使って上半身を起こした。

　そして、千石が口を開く前に基樹のほうから問いかける。

「撮影の準備ができたんですか？」

「いや、そろそろ昼食にしないかと思ってね、軽い食事を用意したから中においで。遊び疲れた頃ころだろう？」

「え？　もうそんな時間ですか？」

　時間を忘れて遊んでいたため、時間の感覚がなくなっていた。ずいぶんと日も高くなっているけれど、もう正午になったのだろうか？

「まだ少し早めだけど、ちょうど食事の準備ができたから。それに朝食抜ぬきで、お腹が空すいてるだろう？」

　そう云われた途と端たん、基樹のお腹がぐぅと鳴った。あからさまな反応に、恥はずかしくなる。

「……そう、みたいです……」

「じゃあ、早くおいで」

　千石は赤面している基樹に優やさしく微笑ほほえみかけ、先に別荘へと戻もどっていく。その途と中ちゆうで何か思い出したかのように、足を止めて振ふり返った。

「ああ、そうだ。仕度をしておくから、花の足を洗ってやってくれるか？　そこの水道のところ置いてあるタオルを使ってくれ」

　基樹は千石の背中を見送りながら、寝転がったままだった花を呼んだ。

「花、おいで。花も走ってお腹空いただろ？　あとでおやつもらおうな」

　おやつという言葉に花はぴょこん、と頭を上げる。もう一度、おいでと声をかけると素す直なおに傍そばに駆かけ寄ってきた。

　膝ひざの上に飛び乗ってきた花にポケットに入れておいたリードを首輪に繫つなぐ。

「んじゃ、行くか」

　千石を追いかけるようにして走り出し、花をドッグランの入り口近くにある水道のところへと連れていく。

「ここに乗せればいいのかな？」

　シャワーノズルが備えつけられているところを見ると、犬用に作られたものなのだろう。水道の栓せんを捻ひねると、花は自ら足を差し出してきた。

「お、偉えらいなぁ花は。すぐ終わるから待ってろよ」

　千石が用意しておいてくれたタオルで濡ぬれた足を拭ふき、また汚よごれてしまわないように抱だき上げる。花と共に建物の中に入ると、木材のいい匂においがした。

　室内の空気は空調も入っていないのに、ひやりとしていて気持ちいい。基樹は玄げん関かんに立ったまま、少し悩なやんでから千石に声をかけた。

「あのー、花は放しちゃっていいんですか？」

「かまわないよ。花は一度ここに来たことあるから、俺たちより慣れてるはずだしね」

「花だけで？」

「俺が海外に行っている間、ここの家主に預けていったんだ。ほら、そこにたくさん写真が掛かってるだろう？」

　玄関入ってすぐの壁かべに、たくさんの写真が額に入れられて何枚も飾かざられている。その写真に写っているのは、犬ばかりだ。

　真ん中に配置されている大きな写真には飼い主らしき人物と黒いラブラドールレトリバーが一匹ぴき、ボーダーコリーが二匹ひき写っている。きっと千石の友人と、彼が飼っている愛犬だろう。

　花を床ゆかに下ろしてやると、勝手知ったる場所と云わんばかりに家の中に走っていく。その愛らしい後ろ姿を見送っていたら、千石の声が聞こえてきた。

「基樹、お昼の準備できたよ」

「はい！　いま行きますっ」

　スニーカーを脱ぬいで玄関に上がると、花が走っていったほうへと向かう。開け放されていたガラス張りのドアを潜くぐった先にあったのは、カウンターキッチンのついたダイニングだった。

　このダイニングが一階の中心になっているらしい。そこの真ん中にあるテーブルからは美味おいしそうな匂いが漂ただよってきている。

　この匂いはビーフシチューか何かだろうか？　テーブルには切ったバゲットが籠かごに盛られており、緑鮮あざやかなサラダも添そえられている。軽い食事と云われていたから、出来合いのものが用意されていると思っていたのに驚おどろきだ。

「これ千石さんが作ってくれたんですか!?」

「ああ、君ほど上手くはできなかったが、食べられなくはないだろう」

「す、すみません、俺、何にもしなくて……」

　基樹が花と走り回っている間に、千石がコテージで食事を作ってくれていたらしい。

「大したものは作ってない。シチューは市し販はんのルーで煮込んだだけだからな。それに、君は花と遊んでくれてただろう？　いいから早く手を洗ってきなさい」

　手を洗って席につくと、再びお腹が鳴ってしまう。やはり、美味しそうなものを目の前にすると、食欲が刺し激げきされる。

　花も千石におやつをもらったらしく、テーブルの下で硬かたいガムをがじがじと齧かじっている。千石も飲み物を手に席についた。

「ペリエでいいかな。ワインも用意してあるんだが、このあと買い出しに行きたいから控ひかえておこうと思ってね」

「いえっ、これで充じゆう分ぶんです」

　昼からワインを飲む習慣なんてない。基樹がふるふると首を横に振って見せると、千石はグラスを傾かたむけながら薄うすく微笑んだ。

「食事も簡単なものですまないな。一応食べられると思うんだが……」

「これで充分ですよ！」

　いただきますと手を合わせ、スプーンでシチューを掬すくって口に運ぶ。千石はその様子をじっと見つめながら訊きいてきた。

「どうかな？」

「美味しい……！」

「口に合ったようでよかった。おかわりはまだあるから、足りなかったら云いってくれ」

　空腹感も手伝って、そのシチューは本当に美味しかった。はしたないと思いつつも、ついついがっついてしまう。

　シチューをおかわりし、バゲットのほとんどを食べてようやくお腹が落ち着いた。

「でも、材料なんてどこにあったんですか？」

　基樹はバゲットを咀そ嚼しやくしてから、疑問を口にする。

　朝、車に乗ったときには何もなかったはずなのに。この別べつ荘そうにストックしてあった食材を使ったのだろうか？

「材料はクーラーボックスに入れて、先に助手席に積んでおいたんだ。一食ぶんしか用意してなかったから、あとで一いつ緒しよに買い出しに行こう。できたら、夕食の仕度はお願いしたいんだ」

「わかりました。任せて下さい！」

　もてなされてばかりでは、自分がついてきた意味がない。遊んでばかりいないで、少しは役に立たなくては。

（今日の目的はロケなんだよな？）

　こんなにのんびりと食事をしていていいのだろうか？

　一いつ泊ぱくの日程とは云え、明日帰ることを考えるとあまり時間がないように思えるのだが。

「ええと……それで、写真はいつ撮とるんですか？」

「もう撮ったよ」

　基樹は千石の答えに、一いつ瞬しゆん絶句する。

「え───撮ったって、いつの間に!?」

「君が花と走り回ってるときに、ここの二階からね。我ながらいい写真が撮れたと思うよ。パソコンを持ってきてあるから、あとで見せてあげるよ」

「はあ……」

　千石の嬉うれしそうな様子に、何も云えなくなってしまう。千石が満足しているのなら、基樹が口を挟はさむことではない。

（けど、本当にそんな写真で役に立つのか……？）

　確かに花はいつもよりも生き生きとしていたけれど。

「ん？」

　そういえば、花はどこへ行ったのだろう？

　さっきまでは足下でガムを齧っていたはず───そう思って見回してみると、花は窓の近くで転がって眠ねむっていた。

　どうやら夢を見ているようで、寝ね言ごとを云いながらぴくぴくと足を動かしている。

「ちょっと走らせすぎたかな。あんなにはしゃいでたら、疲つかれもしますよね」

「そうだな。普ふ段だんの散歩ではあんなに走ったりはできないからな」

　愛いとしげに目を細める千石の様子に、ぴんと来た。

（もしかして……いや、絶対にそうだよな？）

「ロケだなんて云って、本当は花のためだったんでしょう？」

　住宅街では犬が好きに遊べるような場所はない。愛犬家が集まる公園はあるけれど、リードを外すことは様々な理由から禁止されている。

　自信満々に問いかけた基樹は、千石の返答にドキリとした。

「まぁな。でも、それも理由の一つだけど、君のためでもあるんだが」

「え？」

（いま、何て……？）

　千石の言葉を頭の中で反はん芻すうしてみたけれど、すんなりと理解できない。

「基樹の休きゆう暇かになればと思ってね。喜んでもらえたんなら俺も嬉しい」

　いつもの甘い微笑ほほえみで云われ、また心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

（な、何なんだよこのドキドキは…！）

　千石が甘い台詞せりふを口にするのは彼の性格故ゆえであって、基樹だけが特別なわけじゃない。そう自分に云い聞かせても、鼓こ動どうは収まってはくれなかった。

「もう、またそういうことを……まるで恋こい人びとに云ってるみたいじゃないですか」

　ドギマギとしながら笑って流そうとした基樹に、千石はさらなる爆ばく弾だん発言を落としてくる。

「みたい、じゃなく俺は恋人のつもりだったんだけど」

　さらりと云われた言葉に、基樹は目を丸くするしかなかった。

「……は？」

「あのとき云っただろう。ああいうことは特別な相手としかしないって」

「あのとき───？」

　千石の言葉をヒントに記き憶おくを探さぐる。

　やがて、椅い子すに縛しばりつけられる過程で熱くなってしまった体に千石が触ふれてこようとしたとき、自分が云った言葉を思い出した。

『で、でも、こういうことは…その、と…特別な相手とするものなんじゃ……っ』

『そうだな』

　確かに千石は基樹の問いかけに頷うなずいた。だが、『そうだな』だけでは、ただの相あい槌づちなのか肯こう定ていの意味なのかわからない。

「あれは云ったとは云いません…！」

　でも、もしかして『基樹』と名前で呼ぶようになったのは、そういう理由からだったのだろうか？

「そうか。俺も気が急せいてたみたいだな。すまない、わかりにくくて」

「いえ、その、ええと」

　こうもすんなりと謝られると、憤いきどおりの矛ほこ先さきをどこに向けたらいいかわからなくなる。混乱しきった基樹に、千石は畳たたみかけるように告げてきた。

「いくら俺でもどうでもいいやつに手を出すほど、節操なしじゃない。それに、俺は好きな相手にしか優しくも意地悪もしない主義なんだよ」

「あ、あの……？」

　事も無げに云われたけれど、いまかなりすごいことを云われたのではないだろうか？

　基樹の思考回路ではすでに情報処理が追いついていなかった。

　期せずして千石の気持ちを知ることができたけれど、それで問題が解決したわけではない。むしろ、ややこしくなったと云っても過言ではないだろう。

「改めて云い直すよ。よかったら、俺とつき合って欲しい」

「────」

　止とどめの言葉で頭の中が真っ白になる。

（ど…どうしよう……これって、告白だよな？？？）

　自問したところで、いまの状態ではどうしようもない。完全にオーバーヒートしてしまった基樹に、千石は苦く笑しようする。

「そんなに難しく悩なやまなくてもいいんだよ。シンプルに考えればいい」

「シンプルに……？」

「俺のことが好きか嫌きらいか、たったそれだけのことだよ」

「それだけって…！」

　充じゆう分ぶん、大事だと思うのだが、千石が云いうとそんな気がしてくるから不思議だ。もうこの際、男同士だからとかゲイだからとかそういうことは考えないほうがいいのかもしれない。

　千石のことは尊敬しているし、憧あこがれてもいる。

　好きか嫌いで云えば、好きだとは思う。だけど、その『好き』はどういう種類の『好き』なのだろうか？

　基樹がまた考え込んでいると、千石が赤せき裸ら々らな質問をぶつけてきた。

「じゃあ、君は俺に抱だかれてどうだった？」

「抱っ……」

　直ちよく裁せつな単語に二の句が継つげないでいると、千石は尚なおも質問をぶつけてくる。

「いきなり俺に恥はずかしいことをされて、嫌いやじゃなかった？」

「そ、それは───」

「キスもセックスも許してもらったのは、好意を向けてもらってるからだって思ってたんだけど違ちがうのかな？」

「……！」

　千石の真しん摯しな問いかけに、思わず息を吞のんだ。

（照れてないで、真ま面じ目めに考えないとダメだよな）

　気き恥はずかしさを振ふり払はらい、できるだけ冷静になるよう努め、千石に云われたことを考える。

　一方的にイカされたときも、キスをされたときも、体を触さわられたときも戸と惑まどいや混乱はあったけれど、決して嫌ではなかった。

　恥ずかしくて死にそうではあったけれど、心の底からやめて欲しいとは思わなかったし、最後は自分からも求めていたような気がする。

（そっか……俺、千石さんのこと、そういう意味で好きだったんだ───）

　そう思った瞬しゆん間かん、目の前を覆おおっていた霧きりが晴れたような気がした。だとすると、千石を前にするとドキドキしたり、見み蕩とれたりすることに説明がつく。

　目から鱗うろこが落ちた気分になると共に、じわじわと叫さけび出したくなるような気恥ずかしさが込み上げてくる。胸の内で一人、大おお騒さわぎをしていると静かに名前を呼ばれた。

「基樹」

「は、はいっ」

「俺じゃ君の恋人にはなれない？」

「いえっ、そんなことは！」

　少し悲しそうな顔で云われ、反射的に否定してしまった。勢いよく首を横に振った途と端たん、千石は花が綻ほころぶように破顔する。

「よかった。君にそう云ってもらえてほっとしたよ」

「……あ……」

（いまのって、『恋人になってもいい』って云っちゃったようなもんだよな……？）

　動どう揺ようしながら千石の様子を窺うかがうと、迷いのない眼まな差ざしでまっすぐ見つめ返される。いまさら、口が滑すべっただけだとは云えそうもない。

　決して、千石とつき合うことが嫌というわけではない。だが、返事はじっくり考えてからしたほうがいいのではないだろうか？

　いや、しかし、千石を好きだという気持ちに偽いつわりはないのだから、返事の仕方など二の次だと考えてもいいかもしれない。

　ただ、こういうことはもっとちゃんとした言葉で気持ちを伝えるべきだ。自分からも何か云わなければと気が急いてしまう。

「あっ、あの……っ」

「男同士ってことで不安なこともあるかもしれないけど、大事にするから心配しないで。お互たがいをもっとよく知り合うために、思ってることは何でも云って欲しい。俺も努力するから」

「……よ、よろしくお願いします」

　結局、千石の笑顔に何も云うことができず、つられるようにして愛あい想そ笑いを返すことしかできなかった。

（これって、夢じゃないよな……？）

　そんな不安に駆かられ、こっそりテーブルの下で太ふと腿ももをジーンズの上から強く抓つねってみる。

「痛っ」

「どうかした？」

「い、いえ、何でもないです！」

　不思議そうな顔をした千石に、基樹は抓った場所をさすりながら笑ってごまかした。
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「それじゃあ、こちらお預かりしていきますね」

「よろしくお願いします」

　基樹はぺこりと頭を下げ、集荷の契けい約やくを結んでいる会社をあとにする。

　客から預かった荷物を台車に載のせ、荷に崩くずれしないよう気をつけながら近くに停とめているトラックまで運んでいった。

「あっちー……」

　梅雨つゆが明けてからほとんど雨が降っていないせいか、気温は日に日に高くなっており、アスファルトからは熱気が上がってきている。

　基樹は頰ほおを伝い落ちる汗あせを制服の袖そでで拭ふいてから、預かってきた荷物を荷台に載せた。

「よいしょっと」

　荷物を全て載せ終わると、荷台を閉めて運転席へと乗り込む。エンジンを切って停めておいた車内は熱が籠こもり、とんでもない暑さになっていた。

　キーを回すと、オンにしたままだった空調から勢いよく冷気が吹ふき出してくる。高原のそよ風には敵かなわないけれど、これはこれでありがたい。

　昨日、一昨日の連休のことはいまでも実感が湧わいてこない。成り行きで千石とつき合うことになってしまったのだが、信じられない気持ちは否定できなかった。

（……千石さんが恋こい人びとって、やっぱり夢みたいだよなぁ）

　冗じよう談だんを云われたのではと思って、しばらく様子を窺っていたけれど、千石は飽あくまで本気のようだった。

　基樹と意思の疎そ通つうが図はかれていなかったことを反省したらしく、千石はわかりやすい発言や行動を心がけると云い出した。そのせいでこれまで以上にスキンシップも発言の甘さも濃こくなり、この二日間、基樹は翻ほん弄ろうされっぱなしだった。

　いちいち指先に触ふれてきたり、風ふ呂ろ上がりに髪かみを拭いてくれたり、やることなすこと恥ずかしくて、そのたびに基樹は心臓が壊こわれてしまうのではないかと心配になった。

（……そういえば千石さんって、俺のこと、いつから好きだったんだろう？）

　自分のどこが好きなのかとか、本当に自分なんかでいいのかとか気になっていることはたくさんある。

　───キスもセックスも許してもらったのは、好意を向けてもらってるからだって思ってたんだけど違うのかな？

　ああいうふうに云っていたということは、そういうことを軽く考えているわけじゃないということだろう。だとすると、最初に手を出してきたのも基樹のことを『好き』だったからなのだろうか？

　男同士でつき合うことが初めてな上、恋れん愛あい経験が少ないため、基樹はわからないことだらけだった。

（前のときってどうだったっけ？）

　高校生のとき、クラスメイトの女の子から告白されてつき合うようになった。そのときは告白されたということに舞まい上がってしまい、深く考えずにＯＫしてしまった。

　その子のことは可愛かわいいと思っていたし、気も合っていたけれど、基樹が就職してから二人で過ごす時間がなかなか取れず、自然消しよう滅めつのような形で終わってしまった。

　交際が終わってしまったことは淋さびしかったけれど、失しつ恋れんのショックのようなものは感じなかったような気がする。本当に好きだったのかと問われると、いまいち自信が持てない。

（千石さんのことは、ちゃんと好きだと思うけど……）

　千石と一いつ緒しよにいるときや体が触れ合ったときに感じるドキドキは、いままで感じたことのない種類のものなため、判断のしようがない。

　ただわかるのは、千石のことを特別に思っているということだけだ。

　恋人になってから、触れるだけのキスはもう二回した。それだけでも壊れてしまいそうなほど、心臓の鼓こ動どうは暴走してしまった。

（でも、つき合うってことはこれからはキスもその先も普ふ通つうにするってことだよな…？）

　ほんの一いつ瞬しゆんのキスで逆上のぼせかけていた自分に、そこから先に進むことはできるのだろうか？

　またあんなふうに触れられ、あんなふうに高められたら、自分はいったいどうなってしまうのか───。

「ああもうっ、やめやめ！」

　思い出しているうちにもやもやとしたものが込み上げてきてしまい、基樹は慌あわてて思考を振り払う。わざわざ考えるから、妙みような気分になってくるのだ。仕事中はできるだけ考えないようにするべきだ。

　基樹はトラックを発進させ、次の顧こ客きやくのところへと向かった。いつも停めさせてもらっている千石の家の近く公園の脇わきにトラックを寄せ、再びエンジンを切る。

　この煮にえた頭も熱気の中にいれば、一種のショック療りよう法ほうの要領でまともになるかもしれない。そんな期待を込めて、一時の涼すずしさから抜ぬけ出した。

「うわ、やっぱ暑い……」

　むしろ、ここは熱いと表するべきだろうか。あちこちから聞こえてくる蟬せみの鳴き声が体感温度を上げているような錯さつ覚かくに陥おちいらせる。外はほとんど風がないため、その場に停てい滞たいした熱い空気が体に纏まとわりついてくるようだ。

　青空にはソフトクリームのような入道雲が浮ういている。一瞬でもいいから夕立が来てくれれば、この猛もう暑しよも少しは落ち着いてくれるのに。

　そんなふうに願いながらどっと噴ふき出してきた汗を拭ぬぐいながら、荷台で確かく認にん作業をしていると車が停車する音とあまり聞きたくない声が聞こえてきた。

「あー、いたいた。よかった、見つかって」

　パワーウィンドウを開けて──さすがに今日はオープンカーの幌ほろは閉めていた──声をかけてきたのは、できることなら会いたくないと思っている相手だった。基樹は思わず眉まゆ根ねを寄せてしまう。

「成田さん……」

　彼の様子からすると、基樹のことを捜していたようだ。だが、何故なぜ自分のことをわざわざ捜す必要があったのだろう？

　それに昼間の仕事のことは、成田には話していない。どうやって、あたりをつけたのかも気になった。胡う乱ろんな目を向け、問いかける。

「……何で俺の仕事がわかったんですか？」

「裕崇に聞いたに決まってるだろ？　こういう仕事って担当場所が決まってるって聞いたことあるから、このへん捜したら会えるかなーと思ってさ」

　いったいいつ千石から聞き出したのだろう？　勝手にプライベートなことを教えるような人だとは思えないため、何となく腑ふに落ちない。

　だが、もう知られてしまったことは仕方ないし、それを追つい及きゆうしたところでどうしようもない。成田とのやり取りで不快な気分になる前に、さっさと追おい払はらってしまったほうが賢けん明めいだ。

　あまり相手にしないほうがいいだろうと考え、そっけなく云いう。

「俺に何の用ですか？」

「そんな怖こわい顔しないでよ。せっかく、いいことを教えてあげにきたのに。いや、そんなにいいことでもないか？」

　成田は自分の言葉に自分でツッコミを入れている。そんな態度も鼻につき、暑さも手伝って苛いら立だちが増した。

「けっこうです。俺、忙いそがしいんで」

　いまは成田にかまっていられるほどの余よ裕ゆうはない。仕事中ということもあるし、頭の中は千石のことを考えるので手一いつ杯ぱいなのだ。

「いいの？　聞かないと後こう悔かいすることになると思うけど」

「後悔なんてしません」

　むしろ、成田の話を真ま面じ目めに聞くほうが悔くやむことになりそうだ。無視して仕事をしようとしていた基樹に、成田はわざとらしく声を潜ひそめて云ってきた。

「裕崇が君に噓うそを吐ついてるとしても？」

「はあ？　千石さんが噓なんか吐くわけないだろ」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に敬語を使うことも忘れて、反論してしまった。そんな基樹の反応に、成田はしたり顔になる。

「じゃあ、本人に確かめてみたら？　写真集ってどこの出版社から出るんですかって」

「何云って……」

　成田の態度に、少しだけ不安になる。こんなにも自信満々だということは、何かそれなりの根こん拠きよがありそうだ。

（でも、この態度もはったりかもしれないし……）

　千石と成田が過去も含ふくめてどんな関係だったのかはわからないけれど、成田が基樹のことを快く思っていないのは間ま違ちがいないだろう。嫌いや味みを云ってきたり、余計な情報を吹き込んできたりするのは、千石の傍そばから基樹を引き離はなしたいからだ。

　基樹が口籠もっていると、得意げに語ってきた。

「君がモデルをやってるっていうから、色んなとこに聞いてみたんだよ。けど、裕崇が新しい写真集を出すって話は業界でも誰も知らなかったし、そんな企き画かくすら存在してなかった。それどころか、しばらくは休きゆう暇かだとか云って、いま仕事は一いつ切さい引き受けてないんだと」

「そ、そんなデタラメ信じられるわけないだろ！」

　千石は実際に撮さつ影えいをしているし、その写真だって何枚も見せてもらった。写真集を作っていることが噓だというのなら、あれは何のためのものなのだ。

　写真集が出版されるまでの手順はよくわからないけれど、作品が全て揃そろってから出版社に話を持っていくのかもしれない。

（だけど、そうなるとはっきりした期限がなくなるよな……）

　制作を期限に間に合わせるためにモチーフを変えることにしたのではなかっただろうか？　自分の考えにも矛む盾じゆんが出てきてしまい、基樹は混乱する。

「信じる信じないはお前の勝手だけどな」

「あんたの云うことなんて信じられるか！　だいたい、千石さんがそんな噓を吐く必要がどこにあるんだよ!?」

「からかわれたんだろ。お前、世間知らずで反応が面おも白しろいもんな」

「なっ……」

「あとで泣いても知らねぇぞ。けど、裕崇の口から聞かされる前に、自分から出ていったほうが賢明だと思うけどな」

　成田は独り言を云うように、基樹への忠告を口にする。

（反応を楽しんでるのは、お前だろ！）

　基樹は拳こぶしを強く握にぎりしめ、込み上げてくる憤いきどおりをどうにか抑おさえ込んだ。

「…………」

「用件はそれだけ。せいぜい、お仕事がんばって」

　成田は睨にらみつけている基樹にひらひらと手を振ふりながら、車を発進させて帰っていった。

「余計なお世話だ」

　その場に取り残された基樹は、悔くやし紛まぎれに悪態をつく。

　だが、成田の言葉に少しも不安を感じていないわけではなかった。

　もしも───もしも、千石に噓を吐かれているのだとしたら、何が本当なんだろう？　一昨日の告白も偽いつわりだってことはないだろうか？

「……って、俺は何を考えてるんだ」

　外野の言葉に惑まどわされて、好きな人のことを疑うなんて最低だ。千石自身の口から『噓』だったと聞いたわけではないのだから、気にする必要なんてない。

　基樹はそう自分に云い聞かせ、自分の中に生まれた小さな猜さい疑ぎ心しんを必死に振り払った。










　すっかり日が暮れてから営業所に戻もどってきた基樹は、簡単な報告をすませてから休きゆう憩けい室へと足を運んだ。

　今日は仕事に忙ぼう殺さつされてろくな食事も摂とれなかったので、水分くらいは補給しておかないと帰り道で体力が保たなくなってしまう。

　自じ動どう販はん売ばい機きで買ったスポーツドリンクを一息に飲み干すと、体に染しみ渡わたるようだった。

「はー……やっぱり、休み明けはしんどいよな」

　基樹は誰もいない休憩室で独りごちた。疲つかれているのは、それだけが理由ではないけれど。

　気にしないようにしようとは思っていても、気を抜ぬくとつい成田に云われた言葉について考えてしまう。

「…………」

　彼は自分を千石から遠ざけたいのかもしれない。

　だけど、それだけが目的ならば、あんな回りくどい忠告ではなく、はっきり邪じや魔まだと云えばいい。仮に成田の言葉が全て偽りだったとするなら、もっと他ほかに効果的な噓があるのではないだろうか？

　千石を疑いたくはないけれど、成田の云っていることもまるきりの噓には思えなかった。あの言葉の中に、幾いく分ぶんは真実が混ざっていたのかもしれない。

　本人に確かめてみろと云っていたということは、それなりの根拠があるはずだ。

（やっぱり、千石さんに聞いてみたほうがいいよなぁ……）

　うじうじと思い悩なやむより、本人に確かく認にんしたほうが話は早い。そうすれば、いらぬ疑いをかける必要もなくなるし、不安を感じずにすむ。

　そう結論を出した基樹は、何気なく携けい帯たい電でん話わをチェックした。気づかぬうちに数件のメールが届いており、そのうちの大半は妹の真琴からで最後のものが千石からだった。

『今日は何時に終わる？』

　夕食の仕度ができないことは云ってあったが、あまり遅おそくなると心配させてしまう。基樹は慌あわてて短い報告メールを打った。

「いま会社に戻ってきました、遅くなりましたがこれから帰ります、っと」

　一分でも早く帰宅しようと、急いでペットボトルの中身を飲み干した。更こう衣い室へと着き替がえに行き、軽かる井い沢ざわで買ってきた土産みやげ───営業所のみんなにはお菓か子しの詰つめ合わせ、後藤にはジャムのセットを渡してから帰き途とに就つく。

「お先に失礼します」

「お疲れさまです」

　警備員に挨あい拶さつしながら通用門を潜くぐる。駐ちゆう輪りん場じようから引いてきたマウンテンバイクに跨またがりかけた基樹は、門の前で仁王立ちして待っていた弟の姿に一いつ瞬しゆん顔を引きつらせた。

「げ、悠真……」

「久しぶりだな、基樹」

　この顔は確実に怒おこっている。いや、むしろ拗すねていると云いったほうが正しいだろうか？

　千石のことで頭がいっぱいで、悠真の機き嫌げんを取るのを忘れていた。

（いつものことだけど、何で俺が弟の機嫌を取らなくちゃいけないんだか……）

　悠真のことは真琴と同じくらい可愛かわいいがってきたつもりなのだが、何故なぜか悠真だけ筋金入りのブラコンになってしまったのだ。

　昔は泣き虫だった悠真も、いまでは基樹よりも大きくなり、司法試験を目指して勉強する毎日だ。しかし、もう立派な大学生だというのに、基樹にべったりなのは変わらない。

　友人と遊びに行っても詮せん索さくしてくるし、予定より少しでも帰りが遅くなると右往左往する。愛情過多というべきか、それとも過か干かん渉しようというべきか。

　とにかく、悠真の世界のほぼ中心に基樹が存在していることは確かだった。いい加減、兄離ばなれをさせなければと日々頭を悩ませているけれど、未いまだにいい解決策は思いつかないでいる。

「何しに来たんだよ」

　ため息混じりに問うと、思った通りの答えが返ってくる。

「基樹が全然帰ってこないし、電話にも出ないから、こっちから会いに来たんだろ。いったい、いつ帰ってくるんだよ」

　昨日、一昨日は携けい帯たいを切ってしまっていて連れん絡らくがつかなかったから、強きよう硬こう手段に出たようだ。

「まだ…もうちょっとかかると思う…んだけど……」

　いつまで、というはっきりとした期限はわからない。確認しようと思っていたのだが、この間からずっと聞きそびれていた。

（そのへんのことは、あとで聞いておこう）

　悠真のことはともかく、ずっと家を空あけているのは気にかかっていた。千石の家の中の大おお掃そう除じも目処めどが立ったし、一いつ旦たん帰宅しても支障はないだろう。

「とにかく、今日は帰ってこい」

　悠真は基樹のマウンテンバイクを奪うばって、問答無用で連れ帰ろうとする。基樹はすぐにマウンテンバイクを奪い返し、

「一度、家には戻るから引っ張るなって。明日、会社帰りに顔を出すし、次の休みには戻るからさ」

　千石に断りもなく家に戻るのは気が引ける。それに今日は千石の顔を見ておきたかった。そうすれば、成田からの言葉で感じた不安を払ふつ拭しよくできるような気がして。

「別に今日でいいだろ」

「でも、千石さんに断ってからじゃないと……」

「電話ですむだろ、そのくらい。つーか、何で基樹がそいつの家の手伝いをしなくちゃいけないんだよ」

「だ、だから、ちょっと事情があるって云っただろ」

　後ろめたさからしどろもどろになってしまう。

　千石宛あての荷物を不注意で破損させたなどと白状したら、何を云われるかわからない。その相手とつき合い始めたなんて知ったら、大おお騒さわぎになるだろう。

「その事情って何なんだよ。まさか、脅おどされてるんじゃないだろうな？　基樹が嫌いやって云えないなら、俺から云ってやるよ！」

「誰も嫌だなんて云ってないだろ！　絶対に余計なことはすんなよ!?」

　押し問もん答どうになっていると、車が近くで停車する音が聞こえてきた。

「どうしたんだ、基樹」

「せ、千石さん！　どうしたんですか、こんなところで」

　車の中から声をかけてきた千石に目を瞠みはっていると、千石は車を路ろ肩かたに停車させて中から降りてきた。

「君を迎むかえに来たに決まってるだろ。同じ道を通ればすれ違ちがうこともないかと思って。会えてよかった」

「えっ、わざわざすみません」

「気分転てん換かんのドライブも兼かねてるから気にしないでいいよ。花が君のことを待ってるんだ。早く帰ろう」

　ふわりと微笑ほほえみかけられ、胸が甘く締しめつけられる。悠真が傍そばにいることを一瞬忘れ、千石の笑え顔がおに見み蕩とれてしまった。

「お前ら、俺を無視してるだろ！　つーか、何なんだよ、あんた」

　会話する基樹と千石の間に、苛いら立だった様子で悠真が割って入ってくる。悠真は自分と同じくらいの身長の千石を睨にらめつけた。

「こら！　失礼な態度を取るな！　あ、ええと、これは弟の悠真です。すみません、躾しつけがなってなくて」

　不機嫌な顔をする悠真の頭をぐっと押し、無理矢理頭を下げさせる。だが、悠真はすぐに基樹の手を振ふり払はらってきた。

　そんな態度の悠真に嫌な顔一つせず、千石はいつもの笑顔で自己紹しよう介かいをする。

「初めまして、千石と申します。お兄さんにはいつもお世話になってます」

「へえ、あんたが千石か」

　にこやかな千石に対し、悠真はどこまでも不ふ遜そんなままだ。

「悠真！　ちょっと来い！」

　このままでは埒らちが明かないと思い、基樹は悠真を引っ張って、千石から少し離はなれたところへ連れていった。

「何考えてるんだお前は！　あの人は俺がお世話になってる人なんだぞ!?」

　千石に聞こえないよう小声で注意すると、不満そうな返事が戻もどってくる。

「基樹こそどういうつもりだよ、あんな男に呼び捨てにさせて。馴なれ馴れしいんだよ」

「そ、そんなことお前には関係ないだろ！」

　悠真の見当外れの文句にドキリとする。

（千石さんとつき合うことになったって、バレたらうるさいだろうな……）

　名前を呼び捨てにされただけでこの騒さわぎだ。交際のことを知ったら、何を云われるかわかったものではない。

　元々悠真は、基樹の友人に対していい顔をしない。多分、子供が母親に感じる独どく占せん欲よくみたいなものだと思うけれど、もういい歳なのだからせめて本音と建て前を使い分けられるようになってもらいたい。

「関係なくねぇよ！　基樹を見るあいつの目おかしいよ！　あいつ、絶対下心があるって！　同じ家なんかにいたらどんな目に遭あわされるかわかんないだろ!?」

「……っ」

　鋭するどいのか過保護なだけかわからなかったけれど、核かく心しんに近い部分を指し摘てきされ、基樹は声を詰まらせる。憤いきどおっているせいか、幸い悠真は基樹の動どう揺ように気づかなかったようで、尚なおも捲まくし立てている。

「基樹は鈍どんくさいし天然だから気づかないのかもしんないけど、俺にはわかる。ヘンなことされる前に帰ってきたほうがいいって!!」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、千石さんはちゃんとした人なんだから。もし万が一、絶対そういうことはないと思うけど、嫌なことされそうになったとしても、俺だって男なんだから反はん撃げきすればいいだけだろ」

　否定し続けていても納得しないだろうと考え、別の方向から説得を試みた。けれど、悠真はそれでは安心できないらしい。

「基樹にいくら腕わん力りよくがあったって、薬とか盛られたらどうしようもないだろ!?」

「薬って……お前、あの人のこと何だと思ってるんだ！」　>>>♥

　あまりの云いように啞あ然ぜんとしていると、離れた位置にいた千石が声をかけてきた。

「自転車、後ろに載のせておいたから。話が終わったら、車においで」

「えっ、あ、はい」

　千石は、基樹が悠真と云い争っている間に、ＳＵＶの荷台に基樹のマウンテンバイクを積んでしまったらしい。

　心なしか千石の声が普ふ段だんよりも硬かたい気がする。悠真の態度に怒ったのかもしれない。

「それとも、家に一度帰る？　それなら、二人とも送っていくけど」

「い、いえ、それはまた別の日でかまわないんで」

　三人で同じ空間にいるのは憂ゆう鬱うつだったし、今日は千石と話がしておきたい。それに家に戻るなら、休みの前日のほうが都合がいい。

「基樹！　俺の話聞いてたのかよ!?」

　地じ団だん駄だを踏ふむ勢いで責められる。こうなってしまったら、避ひ難なんするのが一番いい。基樹は悠真ににっこりと微笑みかけながら告げる。

「ごめんな、悠真。明日絶対に電話入れるから」

　そう断って、一目散に千石の車に乗り込んだ。呼び止める声が聞こえてきたけれど、無視してドアを閉めてしまう。

「弟くんはいいの？」

「あとでフォローするんで大丈夫です。あいつのブラコンっぷりは会社の人もよく知ってるし」

　度たび々たび、仕事上がりに迎えに来るため、ウチの営業所では有名だ。さっきも通用門のところにいる警備員が笑いながらこちらを見ていた。明日には、また基樹が兄弟ゲンカをしていたと営業所中に知れ渡わたっているだろう。

「わかった。じゃあ、シートベルト締めて」

　車が発進するのに合わせて、外で散々文句を云いっている悠真に手を振る。悠真はさらに不ふ機き嫌げんになったようだが、あっという間にその姿は見えなくなった。

　滑すべるようにして走り出した車は、すぐに緩ゆるやかな流れに乗る。千石は視線を前に向けたまま、基樹に語りかけてきた。

「……ずいぶんと仲がいいんだね」

「ええ、まあ。俺が育てたようなものですから」

「その割には彼のほうが過保護に見えたけど」

　言葉は柔やわらかいものの、声こわ音ねに微かすかな棘とげを感じる。戸と惑まどって黙だまり込むと、二人きりの車の中に気まずい沈ちん黙もくが降りた。

（やっぱ、怒おこったのかな…？）

　千石の態度が幾いく分ぶんおかしい気がする。だが、悠真のあの態度からしてみたら、千石が怒るのも当然だ。基樹は散々躊躇ためらった末、謝罪を口にした。

「弟が失礼な態度取ってすみません。不ふ愉ゆ快かいにさせてしまいましたよね？　本当に躾がなってなくて申し訳ないです」

　すると、千石は意外にも苦笑いを浮うかべた。

「ああ、別にこれは怒ってるわけじゃないんだ」

「え？」

　怒っているのではないのなら、どうして不機嫌になっているのだろう？

　その理由がわからず首を捻ひねっていると、すぐに答えを教えてくれた。

「ちょっと、嫉しつ妬としてただけ」

「嫉妬？」

「そう、年とし甲が斐いもなく弟くんに妬やいてたんだ。君とあんなふうに云い合える彼が羨うらやましくてね」

「そ、そうだったですか……」

　はっきりと『嫉妬していた』と明言され、純じゆん粋すいな驚おどろきと気き恥はずかしさで思わず頰ほおが熱くなる。新たな一面を目にして、基樹の胸はまた大きく高鳴った。

（千石さんも嫉妬なんてするんだ……）

　彼のような完かん璧ぺきな人でも、そういう感情があるということに少し驚いていた。優やさしくて穏おだやかで理性的な千石も、怒ったり不機嫌になったりするという事実に親近感が増す。

「悠真とは仲がいいっていうか、あんなんでも弟なんで……。あとでしっかり叱しかっておきますから」

「いや、いいよ。彼の云いぶんもわからないでもないから」

「は？」

「こっちの話。それにしても、あんまり似てないんだな。背せ恰かつ好こうは面おも影かげがあるみたいだが」

「そうですね、どっちかって云うと顔は妹のほうが俺と似てますね。あ、妹は悠真と二卵性の双ふた子ごなんですけど。でも、手とか足の形はそっくりなんですよ───って、こんな話してもつまらないですよね」

「そんなことはない。俺には兄弟がいないから、興味深いよ」

　千石の声音が和やわらいできたことにほっとしつつ、話を続ける。

「ウチ、父親が早くに死んだんで、俺が父親代わりのつもりでいたんですけど、もしかしたらあいつも同じように思ってるのかもしれないですね。だから、必要以上に心配するんだと思います」

「そうだね、彼は変化を嫌きらっているんだろう。君を俺に取られたら、これまでに作り上げてきた家族の形が壊こわれてしまいそうで怖こわいんじゃないのかな」

「なるほど……」

　千石の冷静な観察眼と大人おとなな態度に感心する。

（やっぱり、千石さんが俺を騙だましてるなんてありえないよな）

　だいたい、こんな聡そう明めいな人がそんなことをする必然性がどこにあるというのだ。成田の云い分ぶんは脈みやく絡らくがなさすぎる。

　だけど、成田に妙みようなことを吹ふき込まれたことは、一応報告しておくべきかもしれない。わざわざ基樹に会いにきたということは、何かしら思うところがあるからだろう。

　しかし、千石にどう伝えたらいいのだろうか。『噓うそなんて吐ついてませんよね？』などと云ったら、気分を害してしまうかもしれない。

　かと云って、あまりに遠回しな訊きき方だと意味がない。

　そうやって、切り出すタイミングを窺うかがっているうちに、千石の家に到とう着ちやくしてしまった。

「着いたよ。先にマウンテンバイクを下ろしてしまおうか」

「あ、そうですね」

　千石は基樹がマウンテンバイクを運びやすいよう、門の前に車をつけてくれたらしい。

（あーあ、せっかくのチャンスだったのに……）

　機会を逃のがしてしまったことにガッカリしながら車から降ろしたマウンテンバイクを門の中に押していくと、屋や敷しきの中から微かすかだけれど電話の呼び出し音が聞こえてきた。

　気のせいかと思ったけれど、どうやら開け放たれたままのリビングの窓から聞こえてきているようだ。

「千石さん、電話鳴ってるみたいですよ」

「本当に？」

「ええ。車なら俺が駐ちゆう車しや場に入れておきますから、先に行ってて下さい」

　しつこく鳴り続けていることから察するに、かけてきている相手は大事な用件があるのだろう。基樹の申し出に、千石は少し迷ったあと車のキーを差し出してきた。

「悪いな、頼たのんだよ」

「はい」

　基樹が車のキーを受け取ると、千石は早足で門の中へ入っていった。その後ろ姿を見送り、基樹は独りごちる。

「……まあ、話をするなら落ち着いてからのほうがいいもんな」

　そう自分を慰なぐさめて、運転席に乗り込んだ。きっちりと駐車場に車を収め、気持ちを切り替かえて千石のあとを追った。

　屋敷の中に入ると、花がちんまりと玄げん関かんで基樹を待っていた。出で迎むかえてくれた花の頭を撫なでてやりながら、遊んでとせがむのを静かにと諭さとす。

「いま、千石さん電話中だろ？　うるさくしちゃダメだからな」

　花を大人しくさせてリビングの様子を窺うと、千石は基樹が家に入ってきたことに気づいていない様子で話し続けていた。

「だから、しばらく新規の仕事は引き受けないって云っただろう。……それに関しては大まかな打ち合わせが終わったところだ」

　どうやら、仕事の依頼の電話らしい。普ふ段だん、基樹が目にしている千石とは違ちがうそっけない喋しやべり方で、表情もどこか冷たかった。

「いま撮とってる写真？　久也から聞いたのか？　ったく、あいつは……。ダメだ、見せられるわけがない。は？　出版するなんてもっと無理だ。そういう作品じゃない」

　もしかして、自分のことを撮った写真のことを話しているのだろうか？　直接話題に上っているわけではないのに、何となく緊きん張ちようしてしまう。

　だが、次の千石の発言に一いつ瞬しゆんにして血の気が引いていった。

「前から云いってるだろう、俺は仕事で人間は撮らないって。あんときは駆かけ出しで金が必要だったんだよ。必要なのは俺の腕うでじゃなくて、名前だろう？　絶対に嫌いやだ」

　すぅっと目の前が暗くなった。

（いまのって……やっぱり、そういうこと……だよな……？）

　仕事で人は撮らないということは、基樹を撮っているのは仕事ではないということだ。続けられた言葉は、基樹をさらに深い奈な落らくへと突つき落とした。

「駄だ作さくになるとわかってて写真集を作るバカがどこにいる」

　それは成田の忠告を裏づけるものだった。彼は真実を語っていたのだ。笑ってみようとしたけれど、凍こおりついた表情は上手うまく動かない。

「やっぱり、噓吐かれてたんだ……」

　基樹は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。写真集を作るというのは噓だった。じゃあ、何のために自分の写真を撮っていたのだろう？

　あの優しい笑顔も基樹を好きだというあの言葉も、偽いつわりのものだったのだろうか？

（普ふ通つうに考えたら、千石さんみたいな人が俺を好きになるなんてありえないもんな）

　騙されていたのだとしても、千石が人をからかって楽しむようなタイプだとは思いたくない。だけど、目の前に突きつけられた事実にそんな想おもいも揺ゆらいでくる。

（俺はいったい何を信じたらいいんだろう───）

　もう何も考えたくない。

　千石の声を聞いているのが辛つらくなり、基樹は千石の家を飛び出してしまった。










　夜の住宅街に飛び出した基樹は薄うす暗ぐらい路地をとぼとぼと歩いていた。今日は帰らないと云った手前、自宅にも戻もどれない。

　行く当てのないということが、こんなにも心細いなんて知らなかった。

（逃にげたって、何の解決にもならないのに）

　そうは思っても、いまから千石の家に戻る勇気はなかった。真実を知るのが怖い。どこまでが本当で、どこからが噓なのか、知りたいけれど知りたくない。

　この矛む盾じゆんする気持ちの整理をつけてからでないと、顔を合わせることなどできなさそうだ。

「……痛い」

　胸が締しめつけられるように痛い。比ひ喩ゆではなく、本当に心臓がズキズキと痛むのだ。

（これが人を好きになるってことなんだ……）

　ショックを受けることで、千石への気持ちの大きさを知ることになるなんて。この期ごに及およんでようやく実感するなんて、間ま抜ぬけにもほどがある。

　もうため息すら出てこない。

　悄しよう然ぜんとしながらとぼとぼと歩いていると、間かん隔かくの短い小さな足音と人の走る足音が遠くから聞こえてきた。その音を聞いていたら、瞳ひとみの奥が熱くなってきた。

（もう、花とも散歩できなくなるんだろうな）

　三人で行く夜の散歩は楽しかった。下らないことを話しながら、のんびりと歩くことはどれだけ幸せなことだったか。

　そんな思い出に浸ひたっていたら、足音が不意に止まった。

「基樹」

　自分を呼ぶ声に驚おどろき、基樹も足を止める。そして、恐おそる恐る振ふり返った。

「千石さん……何でここに……」

　似たような台詞せりふを少し前にも云った気がする。聞こえてきていた足音は千石と花のものだったらしい。

「君を追ってきたに決まってるだろう。花にも協力してもらったけどな」

　千石も花も酷ひどく息を切らせている。少しも休むことなく、基樹を追いかけてきたようだ。

（ここまで走ってきたのか……？）

　こんなにも必死な様子の千石は初めて見た。戸と惑まどう基樹に、千石が懇こん願がんしてくる。

「さっきの電話を聞いて出ていったんだろう？　俺の話を聞いてくれないか？」

「話なんて……どうせ、全部噓うそなんでしょう？」

　信じたい気持ちとうらはらに、突き放はなすような言葉が口をつく。信じて裏切られるよりは、傷が浅くてすむだろうから。

　投げやりな物云いに、千石は表情をさらに曇くもらせた。

「それは───」

「今日、成田さんに聞きました。写真集を作るなんて噓だって。どこの出版社からも出す予定はないって云ってました」

　千石のことを信じたかったけれど、聞こえてしまった電話の会話で裏切られていたことを知ってしまった。こうなったら、洗いざらい話してしまおうと決意する。

「やっぱり、久也か……。他に何か云ってたか？」

「千石さんは人の写真は撮らない主義だから、俺がモデルをしてるのはおかしいって。からかわれてるんだろって。何も知らない俺をからかって楽しんでたんでしょう？」

　基樹が力なく問いかけると、千石は苦々しく告げてきた。

「確かに君にはたくさん噓を吐いた。そのことについて謝らせてくれ。だけど、からかっていたわけじゃない。信じて欲しい」

「いまさら、そんな───」

　言葉だけで信じて欲しいと云われて、信じることができるのならこんなに苦しい気持ちにはなっていない。

　立ち尽つくす基樹に、千石は懇願してきた。

「君が俺を許せないと思う気持ちは理解できる。頼たのむ、一度でいいから云い訳をさせてくれ」

　いまの千石にはいつもの余よ裕ゆうはどこにもない。自分に頭を下げてくる様子に、基樹は迷った末こくりと頷うなずいた。

　千石はほっとした表情を浮うかべ、ようやく口元に笑みを浮かべる。

「立ち話もなんだから、公園に行こうか」

「……はい」

　いつも花を遊ばせている公園に行き、少し離はなれてベンチに腰こしかけた。花は基樹と千石の間の足下にちょこんと座り、いまの雰ふん囲い気きを感じ取っているかのように大人おとなしくしている。

　静かな住宅街の真ん中にある公園は日中の賑にぎわいが噓のように静かで、微かすかな虫の声しか聞こえてこない。

　そんな静けさを先に破ったのは千石だった。

「俺は君にいくつもの噓を吐いた。そのことは謝らせてくれ。本当にすまなかった」

「…………」

「だけど、君のことが好きだという気持ちは本当だ。自分の気持ちを偽いつわって口にしたことだけは一度もない」

　千石の言葉をどう受け取ればいいかわからず黙だまっていると、数枚の写真を差し出された。

「これを見てくれないか？　口で云うより、見てもらったほうがいいかと思ってね」

「これは……」

　写真はズボンのポケットに入れてあったせいか、かなり皺しわが寄ってしまっている。そこに写っているのは、どれも基樹の日常の姿だった。

　庭で洗せん濯たくものを干す様子や、車の後部座席で気持ちよさそうに眠ねむっている寝ね顔がお、芝しば生ふの上で花とはしゃぎ回る姿───決して特別なシーンではないはずなのに、どの写真にも温かいものが感じられた。

　自分には写真の専門的な善よし悪あしなんてわからないけれど、これらの写真には千石の気持ちが溢あふれているような気がする。

「俺はね、基本的に薄はく情じような人間なんだ。知らないやつが困ってるのを無視しても、心が少しも痛まないようなろくでもない人間なんだよ」

「薄情って……千石さんは花を助けてくれたじゃないですか」

「あまり人に興味がないんだよ。人づき合いも好きなほうではないしね。だから、写真に撮とる気が起きない。まあ、人よりはまだ動物のほうが愛着が持てるかな。彼らには打算がないから」

　千石は自じ嘲ちよう気味に笑って云いった。初めて見る投げやりな笑えみは、基樹の知っている千石とは別人のようだった。

　だが、一いつ旦たん言葉を切ったあと、千石はがらりと表情を変えた。

「───だけど、あのときは君だから手助けしたいと思ったんだ。血で汚よごれるのもかまわずに怪け我がした犬を抱だきかかえて必死になってる姿を見て、心を奪うばわれたんだよ」

　基樹との出で逢あいを語る千石は、まるで宝物のことを話す子供のようだった。

「再会したのも偶ぐう然ぜんじゃない。君の着ていた制服を覚えていたから、また会えないかと思って何度も宅配を頼んだんだ。思おも惑わく通りに運んだのは三回目のときだったな」

「噓……」

　千石がそこまでして自分に会おうとしてくれていたとは思いもしなかった。自分は連れん絡らく先を聞きそびれたことを、ただ後こう悔かいしていただけで何もできなかったのに。

　基樹の呟つぶやきに、千石は苦く笑しようする。

「こんなカッコ悪い噓を吐いても仕方ないだろう？　それからも教えてもらったシフトに合わせて宅配を頼んでみたり、甘いものが好きだとわかってからは買い置きをするようにもなったり……君の気を引こうと、小細工をたくさんした」

「え、じゃあ、あのお菓か子しって……」

「貰もらいものだったことは数回だけだ。あとはだいたい俺が用意しておいたものだよ」

　次々に明らかになっていく事実に、頭がついていかない。千石が自分のためにそこまで策を弄ろうしていたなんて俄にわかには信じられなかった。

「あの人形のことも咄とつ嗟さに利用した。君と過ごす時間を増やすためにね」

「……どういうことですか？」

「あの人形が友人の作品で値段のつかないようなものなのは事実だけど、あれを撮るつもりはさらさらなかったんだ。撮ってくれと頼まれてはいたけど、ああいうのは趣しゆ味みじゃないからな。けど、あんまり君が気にするから、そこにつけ込んだんだ」

「────」

（全ての噓は、俺との距きよ離りを近づけるため……？）

　そう思ったら、切なさで胸が締しめつけられた。

「俺は君に嫌きらわれたくなくて、ずっと猫ねこを被かぶってた。優やさしくて、穏おだやかで、人当たりのいい俺は偽にせ物ものなんだよ」

「でも、俺に優しくしてくれたのは本当のことじゃないですか。自分のことを偽物なんて云わないで下さい……」

「下心があったとしてもそう云える？」

「誰かと仲よくなりたいって思うことが下心だっていうなら、俺だって持ってました。千石さん宛あての荷物があるとまた会えるんだって嬉うれしかったし、お手伝いすることになったときも反省しなきゃいけないのに内心で喜んだり───それっていけないことですか？」

「基樹……」

「噓を吐かれていて悲しかったのは、好きだって云ってくれたことも噓なのかもしれないって思ったからです。千石さんみたいな人に俺は相応ふさわしくないんじゃないかって思ってたから、好きって云ってくれたのも噓かもって……」

「君に相応しくないのは俺のほうだ。狡ずるくて卑ひ怯きようで性格も悪い。君の弟が警けい戒かいするのもよくわかる」

「自分のことをそんなふうに云わないで下さい！　あなたは俺が好きな人なんですよ……？」

「……っ」

「わ、千石さん!?」

　前置きもなく抱き寄よせられて面めん食くらっていると、千石はため息混じりに降参宣言を出した。

「……まったく、君には敵かなわないな」

「？」

「俺にできることなら何でもする。どうしたら、許してくれる？」

「どうしたらって、別に怒おこってませんし……」

　からかったり嘲あざ笑わらったりするための噓ではなかったのだから、怒る理由はない。むしろ、そこまでして自分の気を引こうとしていた事実がくすぐったかった。

　千石は少し体を離して、顔を覗のぞき込むように訊きいてくる。

「じゃあ、今夜はウチに戻もどってきてくれる？」

「ええと……千石さんが、いいって云ってくれるなら───ンっ」

　基樹が全てを云い終わる前に、唇くちびるを奪われてしまう。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき固まっているうちに、どんどんキスが深くなっていく。我に返ったときにはすでに、舌が搦からめ捕とられ体に力が入らなくなっていた。

「んん……ん……っ」

　長い長い口づけに、息苦しくなってくる。だが、基樹は息苦しさよりも人目のほうが気になっていた。

　力ない抵てい抗こうを試みると、思っていたよりもあっさりと唇が解放される。

「───ぷはっ、何考えてるんですかこんなところで!!　花もいるっていうのに…！」

　幸い人通りはないけれど、ここは公共の場なのだから、こういう行こう為いは自重すべきだ。

　ちらりと横目で窺うかがうと、花が不思議そうな目でこちらを見上げていた。

「こんなところじゃなきゃいい？」

「へ？　そりゃ、まあ……」

　……したくないわけではない。

　照てれ隠かくしにもごもごと答えると、千石は完かん璧ぺきな笑みを浮うかべて云った。

「じゃあ、帰ろうか。二人きりになれるところに」










　家に戻った途と端たん、千石は花を放し、代わりに基樹をぐいぐいと引っ張っていく。基樹は引きずられるようにして階段を上りながら問いかけた。

「ちょっ、ど、どこ行くんですか!?」

　花は二階には来ないよう躾しつけてあるため、階段の下で足を止めている。

「寝しん室しつ。花も寝ねる時間だしな」

「へ？　寝室？」

「惚とぼけなくてもいい。何をするかくらい察しはつくだろう。もう少し猫被ってようかと思ってたんだが、無理みたいだ」

「無理ってどういう……ぅわっ、千石さ───んんっ」

　寝室に入った途端、抱き込まれ唇を塞ふさがれた。強ごう引いんに捩ねじ込まれた舌が、口こう腔こうを乱暴に搔かき回してくる。

「んくっ、んー…っ」

　千石は溢あふれてきた唾だ液えきを啜すすり、舌を容よう赦しやなく嬲なぶる。口づけを解かれないまま服の上からあちこち撫なで回され、あっという間に呼吸が上がっていった。

　いやらしい手つきに体が熱くなっていき、神経が過か敏びんになっていく。

「ふ…っ、ン、ぅん……っ」

　ジーンズの上から尻しりを揉もまれ、内うち腿ももに力が入る。真ん中のラインを指でなぞられると、否いや応おうなくその奥にある秘めた場所を意識してしまう。

　すると、今度はキスが深くなっていき、どちらに集中すべきかわからなくなってきた。

「んん、ん……んっ？」

　密着したままじりじりと後退させられていた基樹は、何かが足に当たるのを感じた。ぐらりと体が傾かしいだかと思うと、腰こしを支えられた状態でゆっくりと押し倒たおされる。

「あ……っ」

　ふかふかのベッドに倒れ込んだ基樹に覆おおい被さるようにして、千石は甘く囁ささやいてきた。

「これから君を抱くけど、かまわないよね？」

　千石は問いかけながら、耳の後ろやこめかみに唇を押し当ててくる。そのあとも顔中にキスの雨が降ってきた。

「あ、ん……いまさら……んんっ」

　この期ごに及およんで何を云っているのか。どうせやめるつもりもないくせにと視線で訴うつたえると、千石は小さく笑った。

「君の口から聞きたいだけだ。どういうふうにして欲しい？　リクエストにはできるだけ応こたえるよ」

　どうと云いわれても、経験が浅いため何と云ったらいいかわからない。ただ、この間のように意地悪なことは云わないで欲しい。

　抱だかれている最中にあれこれ訊かれると、自分でも知らない深い部分まで暴かれていっているみたいで怖こわいのだ。

「……えっと、優しく、して下さい」

「優しく？」

　意外なことを云われたかのように、千石はそう繰くり返す。

「俺は普ふ段だん優しくないってことかな？」

「あ、そうじゃなくて…」

　どう云ったら千石に自分の気持ちが通じるかわからず、基樹は口籠もった。

　遠回しに云っても通じない。普段の千石が決して優しくないわけではないのだから、云い方を間ま違ちがえればきっと誤解されてしまうだろう。

　そうぐるぐると考えたあげく、基樹はしどろもどろになりながら答えた。

「千石さん……ちょっと意地悪になる…ような気が……」

　ぼそぼそと呟つぶやいて、最後に「エッチのときだけとくに……」とつけ足す。すると、千石はようやく意図がわかったというように破顔して基樹を見た。

「了りよう解かい。じゃあ、もっと優しくしよう」

　希望通りの優しい口づけが降ってくる。千石の唇は顎あごを伝い、首筋を撫でてきた。

　皮ひ膚ふの柔やわらかな部分を吸い上げながら少しずつ下のほうへと移動していき、辿たどり着いた鎖さ骨こつに歯を立てられると、びくりと体が跳はねてしまう。

「ぁ…あ……んっ」

　微かすかに感じた痛みに眉まゆ根ねを寄せる。千石はＴシャツを捲まくり上げながらとんでもないことを云ってきた。

「でも残念だな。どうせなら、『もっといじめて』とか云ってくれてもいいのに」

「だっ…そっ……！」

　誰がそんなことを云うかと反論したかったけれど、すでにもう上手うまく舌が回らない。真っ赤になっている基樹にかまうことなく、千石は露あらわになった胸むな元もとに顔を寄せる。

　次の瞬しゆん間かん、布地に擦すれて硬かたくなっていた胸の先をぺろりと舐なめられ、反射的に体が跳ねた。

「あ…っ、や…ぁ…んん」

　千石は口に含ふくんだそこを尖とがらせた舌先で押し潰つぶしたり、キツく吸い上げたりしてくる。普段はあることも意識しない場所なのに、いまは信じられないくらい鋭えい敏びんになっていた。

　この間弄いじられたときよりも感じるようになっているのは、気のせいだろうか？

「も、や…っ、あっ、あ…っ」

「感じてるときに嫌いやというのがくせみたいだな。本当は気持ちいいんだろう？」

「ぁん…っ、あ、あ、嚙かま…ないで……っ」

　やわやわと嚙まれると、腰の奥がじくじくと疼うずいてくる。気がつけば、基樹の屹きつ立りつはジーンズを限界まで押し上げていた。窮きゆう屈くつな生き地じの中に押し込められたそこは苦しさを訴えている。

「感じやすい体をしてるな、君は。ここもだいぶ苦しいだろう？」

　ジーンズの上から撫でさすられ、ひくひくと下腹部が震ふるえる。千石は乳ち首くびを舌で嬲りながら、基樹の昂たかぶりを玩もてあそんできた。

　すでに膨ふくらみきっていたそこは少しの刺し激げきでも、酷ひどく感じてしまう。

「や、だめ、あっ…待っ……あ、ぁあっ」

　強く揉まれた弾はずみで、欲望を弾はじけさせてしまった。いくら経験が浅いからといって、ここまで堪こらえ性しようがなかっただろうか？

　あっという間にイッてしまった自分が恥はずかしくて、赤らむ顔を腕うでで覆う。

「あれ、もうイッちゃった？　何だか、この間より感じやすくなってるみたいだな」

　千石は手て際ぎわよくジーンズのウエストを緩ゆるめると、下着ごと引きずり下ろしてきた。

「たくさん出したみたいだな。こんなにぬるぬるになってる」

「や、見ないで下さ……っ、ぁ…あ、あ…っ」

　解放された熱く疼く部分に千石の指が絡からみつく。イッたばかりだというのに、そこはまだ硬く反り返っていた。

　自らの体液で濡ぬれているせいか表面を擦こする指が滑なめらかに動く。それに合わせて聞こえてくるくちくちという音が、基樹の羞しゆう恥ち心を煽あおってきた。

「はっ……も、やだ……っ」

「何が嫌？」

「こんなの、恥ずかしいです……」

「困ったな、これからもっと恥ずかしいことをするのに」

「え？　何───や、噓うそ……っ」

　前置きもなく、下衣を全て取り去られた足を折り曲げられ、大きく左右に開かされた。自分のあられもない恰かつ好こうに、基樹は動どう揺ようした。

「や…優しくするって……！」

「別にいじめてるわけじゃないだろう？　慣らさないと傷がつくからね。ほら、自分でここを持って」

「で、できませんっ」

「痛い思いはさせたくないんだ。絶対に気持ちよくしてあげるから、協力して」

「……う……」

　嫌だと云いたかったけれど、千石の言葉には逆らいがたい何かがあった。基樹は泣きそうになりながら、自分の膝ひざの裏に手を添そえる。

「いい子だ。でも、もっと大きく広げないと、肝かん心じんな場所が見えないな」

「も…もう無理です……っ」

　いまの状態で精せい一いつ杯ぱいだ。羞恥に死にそうになっていると、千石は「仕方ないな」と云ってくれた。許してもらえたのだと思って、少しだけほっとしていると太ふと腿ももに手をかけられ、ぐっと押し開かれる。

「……ッ!?」

　驚おどろきに声も出せずにいると、千石は基樹の足の間に顔を伏ふせてきた。かと思うと、後ろの窄つぼまりに生暖かいものが触ふれる。濡れたそれは何かの生き物のように蠢うごめいた。

「や、やだっ、そんなとこ汚きたないですよ！　やめ、や───あぁっ、あ…っ」

　指で弄られただけでも恥ずかしかったのに、舐められるなんて考えただけでもおかしくなりそうだ。なのに、千石は固かたく閉ざした場所を執しつ拗ように舐めて解ほぐしてくる。中に無理矢理舌先を入れられると、ぞくぞくと体の芯しんがおののいた。

「ひぁ…っ、だめ、そこや……あ、ぁあ、んー…っ」

　足を閉じたくても、太腿の部分をしっかりと摑つかまれているせいで動かせない。初めての感覚にパニックに陥おちいっている間に、舌がさらに奥へと入り込んできた。

　体の内側を舐められているのだと思うと、それだけで血液が沸ふつ騰とうしたみたいに全身が熱くなる。そのうちに、抵てい抗こうすることも忘れて与あたえられる感覚だけを追うようになっていた。

「はっ……あ、あ……ああ……、ぅんっ」

　舌の代わりに指先が埋うめ込まれる。快感に蕩とろけたそこは容易に千石の指を受け入れた。

　千石は柔らかくなった後ろを指で搔かき回しながら、体液が溢あふれて伝い落ちる屹立に舌を這はわせてきた。

　やがて、気が遠くなるほどの時間をかけて解された窄まりから、ずるりと指が引き抜ぬかれる。与えられていた刺激がなくなり物足りなさを覚える体を裏返しにされたかと思うと、やんわりと命じられた。

「腰こしを高く上げてごらん。後ろからのほうが楽だから」

　快感に頭が麻ま痺ひしていた基樹は、恥ずかしい命令に素す直なおに従った。顔をシーツに埋めたまま、やっとのことで膝を立てる。　>>>♥

「そのまま力を抜いてればいいから」

「ん！　んん、ぅん…っ」

　とろとろに解された窄まりに、熱いものが沈しずんでいく。千石の欲望はそうしていることが自然だと思うほど、ぴっちりと収まった。

　千石は繫つながり合った体をゆっくりと動かしてくる。初めは揺ゆれているだけだったそれは、やがて激しい律動へと変わっていった。

「あ、あ、ぁあ……っ、あ…！」

「悪い、手加減できなさそうだ」

　千石はそういって基樹の腰を摑み直すと、深々と穿うがってくる。抉えぐるような突つき上げは何度も何度も繰くり返された。そのたびに基樹の欲望からは白はく濁だくが溢れ、喉のどからは嬌きよう声せいが押し出された。

「あぅ…っ、あっあ、ぁん…っ」

「やっぱり、ここが一番感じるみたいだな」

「ひぁ…っ、や、そこだめ、あっ、あっ、ああ！」

　激しい動きの中、敏びん感かんな場所を集中的に責められる。気持ちがよすぎて、どうにかなってしまいそうだった。

　もう、何も考えられない。

　この瞬間、確かなものはお互たがいの存在とその熱さだけだった。

「いく、いっちゃ……」

「いいよ、イッて。何度でもイカせてあげるから」

「ぁん、あっ、あ、ぁああ……っ」

　基樹は全身を震わせて、びくびくと欲望を吐はき出した。それと同時に千石の昂ぶりをキツく締しめつけてしまう。

「……っ」

　小さなうめき声が聞こえたかと思うと、体の奥がじわりと濡れた。千石も基樹の中で達したらしく、小刻みに痙けい攣れんしている。

　絶頂に酔よう体から一いつ旦たん昂ぶりが引き抜かれたかと思うと、すぐに仰あお向むけにされ再び深々と貫つらぬかれた。

「や…っ、もう無理……っ」

　さっき、散々擦られた内ない壁へきはひりついて麻痺したようになっている。ほとんど感覚がないのに、入り込んだ千石の欲望にねっとりと絡みついていた。

「ここはまだ足りないって云いってるけど？」

　再び芯を持って勃たち上がりかけた自身を指し摘てきされ、声を詰つまらせる。体力の限界はもうとっくに超こえているのに、欲望はまだ尽つきていないようだ。

「次はゆっくりやろうか。基樹の好きなことしてあげる。どうされるのが好き？」

「そ…なの、わかんな……っ」

「じゃあ、確かめてみるから教えて」

「も、ホントに無理……っ、やだ、や───」

　しつこく穿たれているうちに弱々しい抗こう議ぎの言葉は消え、基樹の口から発せられるのは甘ったるい声だけになっていった。










「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……大丈夫じゃないです」

　基樹はベッドにぐったりと俯うつぶせに横たわったまま、恨うらみがましく返す。休みなく責め立てられたせいで、しばらく体を起こすことはできなさそうだった。

「何か欲しいものないか？　喉のどは？　腹減ってるなら、何か作ってこようか？」

　千石は汗あせで湿しめった基樹の髪かみを指で梳すきながら、あれこれと訊たずねてくる。やけに甲か斐い甲が斐いしいのは、先ほどの行こう為いが度を超していたと自覚しているためだろう。

「体拭ふこうか？　汗をかいたままでいると、体が冷えて風邪かぜを引く」

「あとで自分でやりますから」

　一方的に世話を焼かれるのは恥はずかしかったし、しばらく休めば体力も回復する。そういうつもりで云ったのだが、千石は基樹が怒おこっているのだと感じたらしい。

「無理をさせて悪かった。どうしたら、許してくれるんだ？」

「……訊ききたいことがあるんですけど、いいですか？」

　別に怒っていないと云おうとしたのをやめ、言葉を換える。きっと、こんなときでもない限り訊ねるチャンスはなかなか訪れないだろう。

「ああ、かまわないよ。何が知りたいんだ？」

　千石は二つ返事で承しよう諾だくする。

「千石さんは成田さんとはどういう関係なんですか？」

「そう来たか……」

「云いたくないならいいんですけど」

　口くち籠ごもる千石に、つい拗すねたような声が出てしまった。不満に思っているつもりはないのだが、深層心理は違ちがったのだろう。

「あいつとはいまはもう何でもない。酒の勢いで一度だけ寝ねたことはあるが、若気の至りだ。見み逃のがしてくれ」

　やはり、そういう過去があったのか。告げられた事実にショックを受けなかったと云えば噓うそになるけれど、正直に話してもらえてほっとした。

　千石がこんなにもすんなりと口にしたということは何のわだかまりも感じていないということだろう。

「他ほかに不安に思っていることがあるなら訊いてくれ。この際だ、何でも白状する」

　疑いは全て晴らしておきたいと、真顔で云う。確かに、疑念は残らず払ふつ拭しよくしておいたほうがいい。小さな疑問がいつ不安に変わってしまうかわからない。

　基樹は迷った末、躊躇ためらいがちに切り出した。

「じゃあ、あの、何で成田さんはここに来るんですか？」

「俺の名前が売れてきたからだろう。写真を撮とれとしつこいんだ。もうモデルや役者の写真を撮る気はないと云ってるんだがな」

「本当にそれだけですか？」

　千石は本当に何とも思っていないのかもしれないが、成田もそうとは限らない。成田から基樹に向けられていた視線には、憎にくしみや嫉しつ妬とが入り交じっていた気がする。

「ああ、むしろ鬱うつ陶とうしいくらいだよ。他に何かあるか？」

「あとは───訊きたいことより、一つお願いがあるんですけど……」

　ベッドに伏ふせたまま、ちらりと横にいる千石を覗のぞき見る。これから自分が云おうとしているお願いは、あまりに子供っぽくて気き恥はずかしい。

「何だい？　君のお願いなら何でも聞くよ」

　千石の笑え顔がおに背中を押され、自分でも気恥ずかしい願いをおずおずと口にする。

「俺も成田さんみたいに名前で呼んでもいいですか？」

　実は秘ひそかに、気安く『裕崇』と呼ぶ彼を羨うらやましく思っていたのだ。

　千石は基樹の言葉が予想外だったのか、一いつ瞬しゆん目を丸くした。

「ダメ、ですか？」

「もちろん、君の好きにしたらいい」

「ええと、じゃあ……裕崇さん？」

　いざ口にすると、やっぱり恥ずかしい。これは慣れるまでに時間がかかりそうだが、僅わずかでも千石との距きよ離りを縮めることができたような気がして嬉うれしかった。

（あとでこっそり練習しておこう）

　名前を呼ぶだけで毎回ドギマギしているのもみっともない。ちゃんとした恋こい人びと同士なのだから、もっと自然な態度でいられるようにしなければ。

「呼び捨てでもいいのに」

「だって、俺のほうが年下だし……」

　さすがにそれはまだハードルが高そうだ。『裕崇』なんて呼んだら、それだけでどうにかなってしまいそうだ。

　それにしても、名前のことだけでこんなに大おお騒さわぎしてるだなんて知られたら、笑われそうだ。もっと、千石に相応ふさわしくなれるようがんばらなければ。

　そう一人で決意していると、千石が云いにくそうに告げてきた。

「俺からも一つ訂てい正せいしておきたいことがあるんだが、いいかな」

「何ですか？」

「写真集のこと。正確に云うと、噓をついてたわけじゃないから。云っていないことはあったけど、ちゃんと作ってるよ」

「噓じゃないってことは、やっぱりどこかから出すんですか？」

　成田はどこの出版社にもそんな予定はないと云っていた。だが、千石が作っていると云うなら、何かしら計画はあるのだろう。

「いつかは一冊にまとめるつもりだけど、出版はしない」

「え？　それってどういう……」

　出版業界のことはよくわからないけれど、本にして出版しないというのは可能なのだろうか？　そもそも、販はん売ばいしなければ撮さつ影えい代などの経費が賄まかなえないように思えるのだが。

「その写真集は、俺専用だから」

　千石が胸を張って告げた言葉の意味がわからず、首を傾かしげてしまう。

「は…？」

「つまり、本にしても人に見せるつもりはないってこと。基樹のあんな可愛かわいい顔を他のやつに拝ませるなんてもったいない」

「な、何でそんなものを……」

「俺が一人で楽しむために決まってるだろう。君の弟は欲しいって云うかもしれないけど、門外不出だから」

　真ま面じ目めな顔でろくでもないことを云いっている気がする。基樹が啞あ然ぜんとしていると、千石はにっこりと微笑ほほえんで訊いてきた。

「撮影はこれからも続けたいんだ。かまわないよね？」

「…………」

　開いた口が塞ふさがらないという言葉は、こういうときに使うのだろうか。

（もしかしてこの人、すごく恥ずかしい人なのかもしれない……）

　呆あきれつつも怒る気にはなれない。千石の撮ってくれた写真には、言葉で伝える以上の気持ちが溢あふれていた。写真は千石にとって、最大の愛情表現なんだと思う。

「恥ずかしい写真じゃなかったらいいですよ」

「恥ずかしいってどういう？」

「……っ！　もうっ、そういうことを訊いてくるところが意地悪だって云うんです！」

　頰ほおを赤らめて睨にらみつけると、千石は楽しげに笑い声を上げた。
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　あれから約一週間───。

　基樹はひとまず家に帰ることにした。

　屋や敷しきの大おお掃そう除じは一段落したし、家事を手伝って欲しいというのは基樹を引き止めるための千石の口実だったわけだから、つき合うようになったいま、それを理由に泊とまり込んでいる必要はない。会いたいときに会いにくればいいのだから。

　それにこの間、自宅に顔を出したときに次の休みには絶対に戻もどると、悠真に約束してしまったのだ。そうでもしないと、拗ねて手をつけられなくなってしまいそうだったから。

「シートベルトは締しめた？」

「あ、はい。でも……本当にいいんですか？」

　基樹は助手席で花を抱だいた状態で、運転席にいる千石に問いかけた。一いつ旦たん家に戻ると告げたら、千石が家まで送っていくと云い出したのだ。

　多た忙ぼうな人をこのくらいのことで煩わずらわせるのも気が引ける。何度も遠えん慮りよしたのだが、千石は断固として譲ゆずらなかった。

「ああ、車なら君の家まですぐだし、ご家族にも挨あい拶さつしておきたいしね」

「あ、挨拶!?」

「こんなに長い間、君を預かることになるならもっと早く伺うかがっておくべきだったな。親おや御ごさんに心配をかけていたら申し訳ない」

「へ？　あ、ああ、そうですね」

（何だ、そういうことか……）

　家族に挨拶と云うから、交際していることを報告するつもりなのかと思ってしまった。早合が点てんした自分が恥はずかしくなる。

「それに妹さんが花に会いたいんだろう？」

「ええ、まあ……」

　真琴が本当に会いたいのは、花ではなく千石のほうなのではないかと思ったが、それは云わないでおいた。

「せっかくだから弟くんとも話がしたいし」

「えっ!?」

　いったい、悠真に何の話をするつもりなのだろうか。この間、二人が顔を合わせたときに微び妙みような空気になっていたことを思い返すと、いささか不安になる。

　基樹が顔を強こわ張ばらせていると、千石はくすくすと笑って云った。

「大した話はしないよ。このあと仕事もあるし、送っていって挨拶したらすぐ花と一いつ緒しよに帰るから」

「は、はぁ…」

「俺としては、ずっとウチにいてくれてかまわないんだけど」

「でも、いつまでもご厄やつ介かいになっているわけにはいきませんから」

「厄介だなんて何云ってるんだ。いっそ、嫁よめに来て欲しいくらいなのに」

「な、何云ってるんですか！　そういう冗じよう談だんはやめて下さい！」

　千石としては軽い気持ちで云っているのだろうが、基樹としては心臓に悪い。恋れん愛あい慣れしていないのだから、もう少し手加減してもらえないだろうか。

「本気なのに……。まあ、いいか。じゃあ、行くよ」

　千石はぼそりと独り言を呟つぶやき、車を発進させる。

　軽かろやかにハンドルを切る千石はやけに楽しげに見えた。何となく、今日の笑え顔がおには裏があるように思えてならない。

　一いち抹まつの不安を覚えつつ、基樹はこれから帰ると妹にメールを打った。










　自宅に向かう途と中ちゆうで連れん絡らくを入れておいたため、悠真と真琴はマンションの前で基樹たちを待っていた。真琴は緊きん張ちようのせいでガチガチになっており、悠真は不ふ機き嫌げんそうにむくれている。

　予想通りの二人の様子に苦く笑しようが漏もれる。母も千石に会いたいと云っていたのだが、仕事を休むことができなかったようだ。

「ええと、こちらがゆ…千石さん。で、これが妹の真琴です」

　下の名前で紹しよう介かいしそうになり、慌あわてて云い直す。どちらの名前で呼ぼうが問題ではないとは思うが、何となく人前で呼ぶにはまだ気き恥はずかしい。

　基樹の紹介を受けて、真琴が自己紹介をする。

「は、初めましてっ、穂坂の妹の真琴といいます！　兄がいつもお世話になってます…っ」

　深々と頭を下げる真琴は、声まで上うわ擦ずっている。憧あこがれの人との初対面、しかも相手がこんな男前と来たら、舞まい上がってしまっても仕方ないだろう。

（俺は違ちがう意味で緊張してるけどな……）

　つき合っていることは内ない緒しよにしておくつもりでも、恋こい人びとを家族に紹介するのだと思うと落ち着いてはいられない。隣となりで黙だまり込んでいる悠真の態度も気になる。真琴の前で妙みようなことを云い出さなければいいのだが。

「こちらこそ、お兄さんにお世話になってます。長い間引き止めてしまって、申し訳ない。でも、こんな可愛い妹さんがいたら早く帰りたくなる気持ちもわかるな」

「えっ、やだ、お兄ちゃん千石さんに何云ってるのよ！」

　真琴は千石の歯の浮うくような台詞せりふに赤くなり、照てれ隠かくしに基樹を責めてくる。とくに真琴のことはあまり話していないのだが、笑ってごまかしておくことにした。

（ホントに口が上手うまいんだから……）

　お世辞だとわかっていても、千石の口から出てくると洒落しやれにならない。

「穂坂くんが抱いてるのがウチの花。ウチに来た経緯いきさつは聞いてるよね？」

　花は初めての場所に警けい戒かいしているようで、基樹の腕うでから降りたがらなかったため、こうして抱き上げたままなのだ。

　一いつ斉せいに視線を向けられたせいか、花はさらに基樹にしがみついてきた。

「はい、その節も兄がご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした。ね、お兄ちゃん、触さわっていい？」

　真琴はそわそわとした様子で訊たずねてきた。同じく緊張している花を見てみると、近づいてきた真琴にそれなりに興味を示しているようだった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。だけど恐こわがりだから、首の下のほうからそっとな」

「うん。花ちゃん、初めまして。ちょっとだけ触らせてね」

　花は目の前に伸のびてきた手をくんくんと嗅かいだあと、指先をぺろりと舐なめた。それだけのことで、真琴は大はしゃぎする。

「やーん、可愛かわいい！　お兄ちゃん見た？　いま、あたしの指舐めたよ！」

「そうだな。お前のこと、気に入ったんじゃないか？」

「ホントに？　よかったぁ、人見知りするって云うから心配してたんだよね。よろしくね、花ちゃん」

　花は喉のど元もとを指で撫なでられて、気持ちよさそうにしている。真琴は一方的に花に話しかけたあと、何かを思い出したかのように顔を上げた。

「あっ、立ち話も何ですから、上がってお茶でも飲んでいって下さい。大したものはありませんけど」

　真琴の誘さそいを、千石は笑顔でやんわりと断った。

「お誘いは嬉うれしいけど、俺はそろそろお暇いとまするよ。今日は花が一緒だから。ここはペット禁止なんだろう？」

「えっ、来てくれたばっかなのに！　それに花ちゃんもちょっとだけなら、大丈夫だと思いますし……」

「真琴、千石さんはこれから仕事があるんだって。無理云いって困らすなよ」

　お茶を飲んでいくくらいの余よ裕ゆうはありそうだったけれど、あまり長居をされると自分のほうがボロを出してしまいそうだ。

　千石とつき合ってると知っても、真琴の性格なら偏へん見けんなく受け入れてくれるだろうとは思うのだが、いかんせん基樹自身が恥ずかしい。それを話すには、もう少し気持ちの整理をつけてからにしたい。

「そっか、残念です……」

　きっと、あれこれ用意して待っていたのだろう。一いつ瞬しゆん、しょんぼりとした真琴だったけれど、すぐに気持ちを切り替かえたようだ。

「あっ、そうだ！　花ちゃんにプレゼントを買っておいたんです！　すぐ持ってくるんで、ちょっと待ってて下さいね!!」

　そう云って、真琴はマンションの中へと走っていく。彼女の姿が見えなくなった途と端たん、やけに空気が重くなった。

（裕崇さんと悠真と三人って気まずい……）

　悠真は黙り込んだままだし、千石は何を考えているかわからない。ここに来る前に、悠真と話がしたいと云っていたけれど、どんな話をするつもりなのだろう？

　せめて、この空気を和やわらげようと基樹が何か云おうとしたけれど、その前に悠真が沈ちん黙もくを破った。

「……あんた、真琴まで手て懐なずけて、何企たくらんでんだよ」

　案の定、穏おん和わな話題ではなかった。悠真を諭さとさねばと口を開きかけると、千石が応戦する。

「企むなんて人聞きの悪い。親しくしたいと思って当然だろう？　大事な人の家族なんだから」

「!?」

「ゆ、裕崇さん!?」

　思わず普ふ段だんの呼び方になってしまい、はっとする。悠真は耳みみ敏ざとくその動どう揺ように気がついてきた。

「基樹……何だよ、その呼び方……」

　じろりと睨にらまれ、思わず視線を逸そらす。千石が上手くごまかしてくれないだろうかと淡あわい期待を抱だいていると、不意に肩かたを抱かれた。

「ちょっ……」

「君ももう子供じゃないんだから、そろそろ兄離ばなれしたらどうだ？　ブラコンのままだと恋人もできないぞ」

　千石は、悠真を余計に煽あおっている。

「あんたには関係ない。それより、その馴なれ馴れしい手を放せよ」

「ヤキモチか？　お兄さんのことは心配しないでも、俺が幸せにする。安心しろ」

　唐とう突とつな宣言に、基樹は真っ赤になった。何か云わなければと思うのに、口はぱくぱくと動くだけで何の言葉も出てこない。

「安心なんかできるか！　基樹、こんな男のこと信じるなよ！　絶対に騙だまされてるんだって！」

「何を根こん拠きよに。思い込みが激しいところも、子供だな」

「てめぇ……っ」

　二人がバチバチと火花を飛び散らせているところに、息を切らせて真琴が戻もどってきた。手にはピンクの首輪を持っている。

「お待たせしましたっ。この首輪、花ちゃんに似合うと思って衝しよう動どう買いしちゃって……。あれ、何かあったの？」

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、真琴は不思議そうにしている。千石は悠真に向けていた威い圧あつ感かんを消し、笑顔で云い訳を口にする。

「いや、男三人だと会話が弾はずまなくてね」

「何だ、そうだったんですか。すみません、愛あい想そのない弟で」

「弟じゃなくて兄貴だろ」

　頭を下げる真琴に、悠真がいつもの文句を云う。この二人の口くち喧げん嘩かは、ほとんどこのことがきっかけで始まるのだ。ちなみに、戦績は真琴のほうが上だ。

「生まれた順番で云ったら、あたしが上だもん。お兄ちゃんはお兄ちゃんだけでいいの！　ってやだ、お兄ちゃん顔真っ赤だよ!?　もしかして、熱ねつ中ちゆう症しようになった!?」

　真琴は、やっと基樹の様子がおかしいことに気づいたらしい。

「だ、大丈夫」

　この暑さにあたったわけではない。千石が何気なく放った一言で受けたダメージがまだ回復していないだけだ。

　───幸せにする。

　まるでプロポーズのような言葉は、じわじわと基樹の胸に染み込んでいったのだった。







　あとがき







　初めましての方もそうでない方もこんにちは、藤崎都です。

　冷え性しようには厳しい季節がやってきましたが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？　私はすっかり湯たんぽの虜とりこになってしまい、今シーズンも新しく、小さくて可愛かわいいのを見かけてついつい買ってしまいました。寒いのも暖だん房ぼうも苦手なので、とても重宝してます。




　さてさて、今回はいじめっ子な写真家×天然宅配便ドライバーなお話でしたが、いかがでしたでしょうか？　今作は三ヶ月連続刊行の三冊目となります。

　この『もっといじめて』というタイトルは語ご呂ろを合わせたものを考えていたときに出てきたのですが、こんなタイトルなのにＳＭな話じゃなくてすみません……。そういったものを期待して下さった方には甘あまっちょろい内容だったんじゃないかと思います。

　タイトルに合わせて、もっとハード（？）な感じにしたほうがいいのかと悩なやみましたが、私にはそこまでの力量はなく、最終的にいつものような甘々な話になってました。

　受の職業を宅配便ドライバーにしたので、書いている間に荷物を届けてくれた宅配便の方に色々と質問をしたり、散歩しながら集しゆう荷か中のトラックを観察したりしてました。端はたから見たらただの怪あやしい人ですね（笑）。

　あとは「花」を書くのが楽しかったです。彼女の柄がらや犬種はお散歩友達の子をモデルにさせてもらいました。人ひと懐なつこくて可愛いんですよ！

　そんなこんなで楽しく書かせていただいた話なので、皆様にも少しでも楽しんでいただけていたら嬉うれしいです。




　今回も素す敵てきな挿さし絵えを描えがいて下さいました、桜城やや先生。可愛い基樹とカッコいい千石をありがとうございました！　表紙では冬服の制服を描いていただけて嬉しかったです！

　毎度の如ごとく、担当様にもお世話になりました。手直しが思うようにいかず、お手数おかけして申し訳ありませんでした。もっと精しよう進じんしたいです……。




　ええと、ページが余っているのでお知らせをいくつか。

　先日、二〇〇七年十一月十三日にザ・ルビーｖｏｌ．３が発売になりました。先月刊行になりました『世界一初恋～吉野千秋の場合～』の続編が載のっておりますので、どうぞよろしくお願いします。

　あと、個人的なことで恐きよう縮しゆくですが、書店用の棚たな差しのネームプレートを作ってもらえることになりました！　デビューしたときからの秘ひそかな夢だったので、夢が叶かなって本当に嬉しいです!!　あんまり嬉しいのでこそこそと店頭に探しに行ってしまいそうです（笑）。書店員の皆様、よかったら使ってやって下さいませ。







　最後になりましたが、この本をお手に取って下さいました皆様に深くお礼申し上げます。ここまでおつき合いいただきまして、本当にありがとうございました!!

　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇七年十月


藤崎　都　　
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